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「フロアの掃そう除じ終わりました」

　森もり住ずみ惺さとるは最後のテーブルを丁てい寧ねいに拭ふき終えたあと、カウンター内で洗い物をしているカフェテリアの店長であるケイコに声をかけた。

「ありがとう。こっちももう終わるから、ゴミを裏に捨ててきてくれる？」

「わかりました」

　満まん杯ぱいになっていたダストボックスのゴミ袋ぶくろを固く縛しばり、掃除用具入れに置いてあったもう一つと共に両手に提さげ、ゴミ回収用のコンテナがある外に出た。

「よっ…と」

　惺は背せ伸のびをして、両手に提げてきた大きなゴミ袋をコンテナに投げ入れる。今日はゴミの収集がなかったため、コンテナがいっぱいになってしまっていた。

「まったくもう、また散らかってる……。捨てるなら、ちゃんと中に入れてくれればいいのに」

　店に戻もどりかけていた足を止め、惺は学生たちが投げ捨てていったと思おぼしきゴミを片づけ始めた。

　腹立たしさは拭ぬぐえないけれど、アルバイトを始めたばかりの頃ころよりはすいぶん綺き麗れいになったのだから、それを喜ぶべきだろう。

　汚きたない場所だから、皆みなゴミを捨てていくのだ。常に清潔にしておけば、見ているほうの意識も少しずつ変わっていく。

「ああもう、あんなとこにも落ちてるし」

　惺が大学の講義の合間にアルバイトをしているのは、キャンパス内のカフェテリアだ。

　ここで働くようになったのは大学に入学してすぐのことだったから、あれから三年以上が経たった計算になる。

　惺は日本で中高一いつ貫かんの私立校を卒業したあと、留学生としてアメリカに渡わたった。

　カフェテリアでアルバイトをするようになったのは、少しでも早くこちらでの生活に慣れるためと、生活費の一部を稼かせぐためだ。

　惺の両親と祖父母はすでに他界しており、親しいつき合いのある親しん戚せきもいない。

　留学にかかる費用は両親の残してくれたお金と奨しよう学がく金で賄まかなった。卒業までは苦労せずにすむ資産を残してくれたけれど、だからと云いって無む駄だ遣づかいはできない。

「あっという間だったなぁ……」

　留学生活も残り少なくなってきた。

　渡と米べいしたばかりのときは不安いっぱいで、四年という大学生活が途と方ほうもなく長い時間に思えたけれど、新しいことに触ふれながら日々に追われているうちに飛ぶように過ぎていった。

「寒…っ」

　急に吹ふきつけてきた北風に体を竦すくめる。ここしばらく冷え込む日が続いていたけれど、今夜はまた一段と寒い。

　コンテナが置いてあるカフェテリアの裏は風の通り道になっていて、吹きつけてくる風にどんどん体温を奪うばわれていくようだった。

　こんなところでぼんやりしていたら、風邪かぜを引いてしまう。早く片づけて店内に戻ろうと、コンテナの下に入り込んでしまっていたゴミを引っ張り出す。そこには空になった紙コップや、読み捨てられた雑誌などが溜たまっていた。

　それらをまとめて捨てようとした惺の手が、ふと止まる。そして、その雑誌の表紙に写っていた人物の名前を呟つぶやいた。

「……ロイ……」

　有名なゴシップ誌にスクープされていたのは、〈ブラックラビッツ〉という球団に所属しているメジャーリーガーのロイ・クロフォードだった。

　ロイは球団の顔とも云えるスター選手だ。生まれつき持ち合わせた才能と努力を惜おしまない真面目まじめな性格で毎シーズン優ゆう秀しゆうな成績を修め、何度もＭＶＰを受賞している。

　そんなベースボールプレイヤーとしての実力だけでなく、その非の打ちどころのない容姿でも熱ねつ狂きよう的なファンを獲かく得とくしており、ハリウッドからのスカウトがあるほどだ。

　端たん整せいな彫ほりの深い顔立ちに、輝かがやくような蜂はち蜜みつ色の金きん髪ぱつ。そして、南国の海を思わせるような碧へき眼がんはまるで絵本の中から出てきた王子様そのものだ。

　振ふりまく笑えみは人ひと懐なつこく、人当たりもいい。誰だれに対しても分け隔へだてなく接するため、ロイに会った人は皆、彼の魅み力りよくの虜とりこになってしまう。

　とくに熱ねつ烈れつな女性ファンが多く、パパラッチがしつこく追いかけているのも、その人気ぶりも原因の一つだ。

　巻頭の見開きで『新たな熱愛発覚か!?』という煽あおりと共に大きく載のせられているのは、背中が大きく開いたセクシーなドレスを纏まとった女性との２ショットだった。

　添そえてある記事には、とある有名ホテルチェーンのオーナーの令れい嬢じようが相手だと書いてある。

　パーティで意気投合したあと、二人で上の階へ消えていったらしい。ロイはゴシップ誌の常連で、ついこの間も美人スポーツキャスターとの仲を取り沙ざ汰たされていた。

「────」

　惺はズキリと胸が痛むのを唇くちびるを嚙かみしめて堪こらえ、無造作に雑誌をコンテナに投げ入れた。

　あんな記事、気にするだけ無む駄だだ。どうせ、たまたま二人きりになったところを写真に収め、憶おく測そくばかりの内容を書いただけなのだから。

　それがわかっているにも拘かかわらず、こんなにも気が滅め入いってしまうのは、ロイ・クロフォードが、惺の『恋こい人びと』だからだ。

　ごく親しい人たち以外には内ない緒しよにしているけれど、ロイとは高校二年生だった五年前からつき合っている。

（大学の友達に云ったって、熱でもあるのかって思われるだけだろうけど……）

　メジャーが誇ほこるスター選手が、ただの日本人留学生の恋人だなんて云われても、誰も信じないに違ちがいない。きっと、幸せな妄もう想そうだと鼻で笑われておしまいだ。

　ロイから告白されたときは夢ではないかと思ったほどだ。正直なところ、いまでも夢を見ているのではないかと思う瞬しゆん間かんもある。

「あれから、もう五年も経つのか」

　ロイとの出で逢あいは、冷たい雨の降る街角でのことだった。

　日米交流試合を控ひかえて来日していたロイは、本国からついてきたパパラッチにしつこく追われており、当時一人暮らしをしていた惺はそんな彼を成り行きで匿かくまうことになった。

　二人で過ごしている間に様々なことがあり、そして、気がついたら恋こいに落ちていたのだ。

　高校卒業後、ロイを追いかけるようにしてアメリカの大学に進学した。少しでもロイの近くにいたくて、こうしてこの異国の地で暮らしている。

　───とは云え、ずっと一いつ緒しよにいられるわけではない。ロイにはベースボールプレイヤーという本業があるし、惺には大学がある。

　お互たがいを支え合っていくにはどうしたらいいか、アメリカに来る前に二人でたくさん話し合った。四六時中傍そばにいたいという気持ちはあったけれど、現実的にそれは無理な話だ。

『いま』だけでなく、この先も共に歩んでいくためにも、お互いに無理はしないという約束の下もと、住まいは別々にすることにした。

　その代わり、ロイが休みになると惺のところに来たり、惺が休みのときはロイの家に行ったりするようにしている。

　もちろん淋さびしいときもあるけれど、インターネット回線を使えば顔を見ながら話すこともできるし、テレビをつければロイが活かつ躍やくしている姿をいくらでも見られるのだから、贅ぜい沢たくを云うわけにはいかない。

（だからって、ああいう記事では見たくないんだけど……）

　ロイがスクープされることは、日常茶さ飯はん事じだ。

　パパラッチに四六時中狙ねらわれていることは知っている。いまとなっては慣れてしまったけれど、胸が痛まないわけではない。

　自分よりもお似合いの相手が隣となりに並んでいるのを見れば劣れつ等とう感を覚えるし、あの笑顔を向けられている人がいれば嫉しつ妬とで胸が締しめつけられる。

　愛されている自覚はある。ロイから向けられる愛情は、惺の両りよう腕うででは受け止められないほど大きい。まさに溺でき愛あいといった言葉が相応ふさわしいだろう。

　ロイが浮うわ気きをすることは絶対にないと信じていても、フェミニストでどんな女性にも優やさしいため、熱愛報道は絶えない。

　きっと、彼のことだから今回も部屋まで送っていったのだろう。

　周囲からの誤解を招くとわかっていようが、ロイは女性から頼たのまれたらよほどのことでない限り断らない。それは相手が五歳児だろうが、老ろう齢れいのご婦人だろうが同じことだ。惺もそんな優しいロイのことが好きだ。

　だが、どうにかして近づこうとする熱狂的なファンも少なくないし、ロイの優しさにつけ込んで、利用しようと考える輩やからも現れる。スターにプライベートはないとよく云われるけれど、実際に目まの当たりにするまでこんなに大変だとは思いも寄らなかった。

　常に無ぶ遠えん慮りよな視線が纏わりつく生活がどれだけ息苦しいものなのか、きっと追いかけているほうは考えたこともないに違いない。

（そろそろ仕事が終わった頃かなぁ？）

　実はこれから、ロイがこちらに来ることになっている。

　急きゆう遽きよ、数日の休みが取れたらしく、昼にかかってきた電話で『仕事が終わり次し第だい、惺に会いに行く』と云われたのだ。

〈ブラックラビッツ〉の本ほん拠きよ地ちは西海岸だ。飛行機に乗ればあっという間だけれど、肝かん心じんの仕事が本当にすぐ終わるかどうかはわからない。

　ベースボールプレイヤーとしては本来オフシーズンのこの時期に、ロイが担になっているのはいわゆる『広こう告こく塔とう』だ。

　関連グッズの売り上げは選手の中では断トツで、球団オーナーであり、ロイの兄であるヒューバート・クロフォードの経営する会社のイメージキャラクターも務めている。

　広告の顔になるだけでなく、パーティの席ではホストとして来らい賓ひんをエスコートすることもある。パパラッチに写真を撮とられるのは、大たい抵ていそういった席でのことが多いようだ。

　一晩でスーツのポケットが名めい刺しでぱんぱんになるだけでなく、中にはホテルの部屋のカードキーも入っていたりする。

　ユニフォームを着ているロイが一番カッコいいけれど、フォーマルな格好をしたときの変身ぶりは凄すごい。マウンドで見せる笑顔には無む邪じや気きささえ感じられるのに、スーツを羽織るだけでぐっと色気が増す。

　昨年、出版社からの熱烈なオファーで出すことになった写真集はものすごいベストセラーになった。

　本人が恥はずかしがって見せてくれないため、自分で買ってみたけれど、目の遣やり場に困るような露ろ出しゆつ度どの高い写真もあり、あまり正視できなかった。

　まるでアイドルのような扱あつかいに口さがないことを云いう評論家もいるけれど、本業でもしっかりと結果を残している。昨シーズンは文句なしの好成績だった。

「今日もパーティだったのかな……」

　仕事の内容はあまり聞かないようにしている。訊たずねれば教えてくれるだろうが、細かいことを気にしていてはキリがない。

　彼が笑顔を振りまいているところを想像するだけで、胸が締めつけられる。

　自分がこんなにも嫉しつ妬と深ぶかく、独どく占せん欲よくの強い人間だったなんて、ロイとつき合うようになるまで知らなかった。ため息をついていると、背後から声をかけられた。

「惺？　どうしたの、そんなところでぼんやりして。なかなか戻もどってこないから心配しちゃったじゃない」

　ケイコが、心配して見に来てくれたようだ。惺は暗くなっていただろう表情を消し、作り笑顔で振り返る。

「すみません、いま戻ろうと思ってたところだったんです」

　ゴシップ雑誌を見て落ち込んでいたなどと云えるわけもなく、曖あい昧まいに言葉を濁にごす。

「また掃そう除じに夢中になってたんじゃないの？　ほらほら、早く中に入って！　こんなところにいたら風邪かぜ引いちゃうわ」

　店内に戻ると、外で冷やされた体がふわりと暖かな空気で包まれた。

　解かい凍とうされた冷れい凍とうチキンの気持ちを味わいながら、汚よごれた手をシンクで洗う。指先が氷のようになっていたため、温ぬるいお湯でもありがたい。

「いま、カフェラテを淹いれるから帰る前に飲んでいって。外にいたから体が冷えたでしょう？」

「ありがとうございます。温かいの飲みたいと思ってたんで嬉うれしいです」

　ケイコはマグカップを二つ取り出し、エスプレッソマシンにセットしたあと、スチームミルクを作り始める。コーヒーの芳ばしい香かおりとミルクの甘い香りがふわりと鼻び腔こうをくすぐった。

「外、また散らかってたんでしょう？　嫌いやになっちゃうわよねぇ。ゴミを捨てるなら、きちんと中に入れてくれればいいのに」

「本当に。でも、前に比べたらずいぶんマシになりましたよね」

　カフェテリアの制服代わりのエプロンを外してカウンター近くの席に座った。

「それはそうね。だんだん綺き麗れいになってきたのは、惺がマメに片づけてくれるお陰かげよ。みんなの意識も少し変わってきた気がするもの。昔は食べ残しがテーブルに山のように放っておかれてて大変だったわ」

「みんなが綺麗に使うようになってきたのは、ケイコさんがお店を綺麗にしてるからですよ」

　それぞれのテーブルにはケイコが飾かざった花が一輪、グラスに差してある。まるで、自宅で寛くつろいでいるような気分になるのは、店のあちこちに彼女の気き遣づかいが感じられるからだろう。

「私もがんばってるけど、惺が来てくれるようになってから本当に助かってるのよ。真面目まじめで気が利きくし、仕事も丁てい寧ねいだしね。それに最近は惺を目当てに通ってきてる女の子もいるのよ」

「え、それって僕じゃなくてウィルなんじゃないですか？」

　一緒にアルバイトをしているウィルはイタリア系の男前で、気さくで明るく一緒にいて楽しい人気者だ。仕事中、女の子から声をかけられているところをよく見かける。

　飽あきっぽいところがあるせいか、恋こい人びととは長続きしないようだが、気がつくと新しい相手と一いつ緒しよにいる。

　まさか、といった顔をしている惺に対し、ケイコは探たん偵ていめいた口調で断定する。

「彼女たちは間ま違ちがいなく惺目当てね。惺がいないときはがっかりした顔してるもの。あんなに熱い眼まな差ざしで見つめられてて気づいてなかったの？」

「ぜ、全然わかりませんでした……」

　好意を寄せられているどころか、視線を向けられていたことすら知らなかった。

「惺はもっと自分に自信を持ったほうがいいわよ？　こっちのティーンアイドルより、ずっと可愛かわいい顔してるんだから」

「それ、あんまり嬉しくないんですけど……」

　こちらでは、日本人は比ひ較かく的てき若く見られることが多い。とくに惺は母親似の女顔のせいか、下手へたをすると女性に間違われることさえある。

　これでも、ロイと出で逢あった頃ころよりは成長した。細身だけれど、身長は日本人男子の平均を超こえたし、顔立ちも以前に比べたら大人っぽくはなった。

　もっと体を鍛きたえようとジョギングや筋トレをしているけれど、思うようには逞たくましくなれない。

「いいじゃないの、髪かみはさらさら、肌はだもすべすべで羨うらやましいわ。私も大学生の頃は惺みたいに細いウエストだったのよ」

「あはは……」

　ふくよかな腰こし回まわりを撫なでながらため息を吐ついているケイコに何と返せばいいかわからず、笑ってごまかす。

「惺はあんまり甘くないのがいいのよね？」

　ケイコはカップを二つ載のせたトレーを手に惺の正面に座った。そして、キャラメルシロップがたっぷりかかったほうのカップを自分の手元へと引き寄せる。

　トレーには手作りのチョコチップクッキーが二枚添そえてあった。バターたっぷりの特製クッキーは学生たちに人気であっという間に売り切れる。

「どうぞ、召めし上がれ」

「あっ、はい、いただきます」

　一口啜すすると、ミルクの優やさしい甘さとコクのあるコーヒーの風味が舌の上に広がった。ここのコーヒーは比較的安価にも拘かかわらずとても美味おいしい。

　このカフェテリアのメニューがどれも美味しいのは、店長のケイコの腕うでのお陰だ。

　ケイコは留学生時代にいまの夫であるジョンに出逢って結けつ婚こんし、日本には帰らずにアメリカで暮らしていくことを選んだそうだ。

　カフェを開く夢のため、あちこちで修しゆ業ぎようしたあと、縁えんあってこの大学のカフェテリアの店長を任されることになったらしい。

　安いだけが取り柄えだったカフェテリアを清潔にし、メニューを改善していき、いまの居い心ごこ地ちのいい空間を作り上げたそうだ。

「今日も遅おそくまで残ってもらっちゃってごめんなさいね」

「いえ、ここにいるほうが好きですから。家に帰っても一人でいるより、誰だれかいるところのほうが落ち着くので」

　部屋に戻っても、一人の時間を過ごすだけだ。勉強するなら図書館のほうが捗はかどる。

「そう云ってくれると助かるわ。そういえば、卒業後の進路は決まったの？」

「……実はまだなんです」

　苦笑いを浮うかべ、厳しい状じよう況きようを口にする。就職難のいま、『外国人』である惺に対して積極的に門戸を開いてくれる会社はなかなか見つからない。

　しかも、就労ビザの取得をサポートしてくれる会社でなければ、この国に滞たい在ざいし続けることが難しい。

「いまは難しいわよねえ。私としては、ずっとここにいて欲しいんだけど、それは無理だものね。私に紹しよう介かいできるような伝つ手てがあればいいんだけど……」

　カフェテリアのアルバイトの条件はこの大学の学生であるということだ。卒業後も働き続けることはできない。逆に外でアルバイトをして経験を積みたくても、学生ビザで来ている惺が働くことが許されるのは、せいぜい大学のキャンパス内だけ。

「いえ、ケイコさんには充じゆう分ぶんお世話になってますから！　ケイコさんのお味噌みそ汁しる飲むと、いつもほっとします」

　ケイコは惺のことを家族のように気にかけてくれていて、よく自宅に招待して食事をご馳ち走そうしてくれる。和食を恋こいしく思っている惺にとって、その心こころ遣づかいは本当にありがたかった。

「そう云いってもらえると嬉しいわ。ジョンはお味噌汁だけは好きじゃないのよね。こっちじゃ、日本の食材ってなかなか手に入らないものね」

　上手うまく話題が逸それてくれたことに安あん堵どしつつ、カフェラテを啜る。いまの惺にとって、就職は気の重い話題だった。

（就職か……）

　アメリカでの就職活動は、日本の新卒採用の仕組みとは全く違ちがう。欠員が出たときに募ぼ集しゆうをかける通年採用が主で、面接に辿たどり着くにはコネも必要だ。

　大学に来ている募集をこまめにチェックしたり、ゼミの教授に紹介を頼たのんだりもしているけれど、なかなか正式な採用までに至らない。

　就職に関して、頼たよる相手がいないわけではない。それこそロイに頼めば、簡単に仕事が見つかるだろう。本人が有名人であるという以上に、社交的な性格なため、友人も多く、顔も広い。

　ロイだけでなく、ロイの兄である〈ブラックラビッツ〉オーナーのヒューバートも、その秘書であるユーインも快く惺の力になってくれるはずだ。

　彼らは惺を本当の家族のように扱あつかってくれ、困ったことがあれば頼るようにと、会うたびに云ってくれる。

　とくにヒューバートは球団だけでなく、その他様々な会社を手広く経営しており、惺一人を雇やとうくらい造作もないことだろう。

　しかし、彼らにはこれ以上ないほどに頼ってしまっている。

　学生のうちならともかく、これから社会人になるというのに、何から何まで甘えていては独り立ちすることなどできなくなってしまう。

　もちろん、助けてもらうことは悪いことではない。けれど、自分でできることまで手助けしてもらっていたら、どんどん寄りかかってしまいそうで怖こわい。

　ロイとずっと一緒にいるために、せめて自分の面めん倒どうくらいは見られるような人間になっておきたい。理想を云うなら、ちゃんと自分の力で足場を固めて、いざというとき、ロイの力になれるような存在になりたいのだ。

　会計学を専せん攻こうし、会計士を目指しているのも、資格があったほうが仕事を見つけやすいのではないかと考えたからだ。

（でも、本当に仕事見つけられるのかな……）

　昨年まではどうにかなるだろうと楽観的に考えていたところがあったけれど、いまは焦あせりばかり感じる。有資格者でもなかなか仕事が見つからない厳しい世情のいま、これから試験を受ける者の門戸が狭せまいのは当然の話だ。

　日本にいる惺の親友は、この春に就職することになっている。

　いまは残り少ない学生生活を謳おう歌かしているけれど、内定が出るまでは神経を磨すり減らしながら就職活動をしていたようだ。

　メールで弱音を吐く彼を慰なぐさめ、力づけてはいたけれど、いまになってようやく当時の彼の気持ちがわかってきたような気がする。むしろ、自分はのんびりしすぎていたくらいだ。

「またウチにご飯を食べに来てちょうだい！　ジョンは味あじ音おん痴ちで腕の振ふるい甲斐がいがなくてつまらないのよ」

「はい、ぜひお邪じや魔まさせてもらいます。カフェラテ、ごちそうさまでした」

　惺は憂ゆう鬱うつな考えを無む理り矢や理り頭の隅すみに追いやってケイコに笑え顔がおを向け、温ぬるくなったカフェラテを飲み干した。










　現在、惺が住んでいる部屋はキャンパスを出てから、自転車で五分ほどのところにある賃貸アパートだ。

　惺はポストの中が空なのを確かく認にんしてから、エントランスの鉄てつ柵さくの扉とびらを暗証番号で解かい錠じようし、自分の部屋のある三階まで階段で上った。

　建物自体は古いタイプのアパートだが、数年前に丁てい寧ねいなリフォームが施ほどこされたらしく、防音もしっかりしていて、気密性も高い。昨年、エントランスのオートロックや防犯カメラなどが最新のものへと変へん更こうされたため、セキュリティ面も安心だ。

　アパートの管理をしているのは、大家の老夫ふう婦ふだ。アメリカに来てからずっとここで暮らしているため、他ほかの住人たちともすっかり親しくなった。

　渡と米べいする前にこの部屋を見つけてくれたのも、ユーインだ。

　ユーインは、ヒューバートの秘書としてビジネス上のブレーンを兼かねているだけでなく、ロイのスケジュール管理などもしているマネージャーのような存在だ。

　有能なだけでなく、惺が初めて会ったときにモデルか俳優なのではと思ったほどの美人だ。中国系アメリカ人で、男性ながらアジアンビューティーという言葉が相応ふさわしい。

　惺にも親身になってくれており、困ったときはよく相談に乗ってもらっている。留学するときも、様々な手続きを代行してもらった。

　その上、ユーインはロイからの依い頼らいで、大学から近くて比ひ較かく的てき治安がよく、セキュリティが信しん頼らいでき、尚なお且かつ手て頃ごろな値段の部屋というハードルの高い条件の物件を探し出してくれた。

　大学の寮りようでいいと主張したのだが、ロイには『狼おおかみの群れに子羊を放るようなものだ』と云われて却きやつ下かされてしまった。

　惺にしてみたら、同じ大学の学生がたくさんいるほうが安全に思えるのだが、ロイとしては他の誰かと惺が同室になることがどうしても嫌いやだったらしい。

（恋こい人びとの欲よく目めっていうか、過保護すぎるんだよな……）

　ロイにしてみたら、庇ひ護ごしなければならない存在のように思えるのかもしれないけれど、惺だって歴とした一人の男だ。

　心配してくれる気持ちはわかるが、そこまで過か敏びんにならないでもらいたい。結局、惺が折れ、寮ではなく一人暮らしを選ぶことになったというわけだ。

　惺が支し払はらっている家賃はほどほどの金額だけれど、本当はもっと高いのだろうと思う。多分、差額はロイがこっそり払っているのだろう。

　申し訳なく思ってはいるけれど、本人は隠かくしているようなので、惺も追つい及きゆうしていない。

　一人暮らしの惺を心配してくれる気持ちは嬉うれしいし、そうすることで離はなれて暮らしているロイが安心できるのなら、その点ではありがたく頼ろうと思ったのだ。

　もちろん、借りたお金は卒業したら返そうと思っている。いままで貯めたバイト代では足りないだろうが、働き始めたらいまよりは余よ裕ゆうができるはずだ。

（ロイにはいらないって云われそうだけど……）

　でも、これは惺のケジメだ。頼ることと寄りかかることは似ているようだけど全く違う。人の厚こう意いを当たり前だと思うようにはなりたくない。

　防犯のために二つある鍵かぎを開け、真っ暗な部屋に足を踏ふみ入れる。

「ただいま」

　誰だれもいない部屋に向かって声をかけるのは、昔からの習慣だ。日本にいたときは仏ぶつ壇だんに手を合わせ、その日あったことを報告したりしていた。

　祖母から引き継ついだ自宅は惺の後見人になってくれていた母の親友に管理をお願いし、いまは賃貸住宅として貸し出してもらっている。家は誰も住まなくなると傷いたみが早くなるからだ。

　思い出の残る家を誰かに貸すことは当初不安だったけれど、顔合わせをした若い夫婦は人ひと柄がらもよく信頼できそうな人たちで安心した。

「…………」

　手て探さぐりで明かりをつけようとした瞬しゆん間かん、ふと室内に違い和わ感かんを覚えた。何故なぜか、家を出る前にスイッチをオフにしたはずの空調が入っている。

　玄げん関かんには無理に侵しん入にゆうされたような形けい跡せきはなかったけれど、人の気配を感じる。もしかしたら、空き巣と鉢はち合わせてしまったのかもしれない。

　しかし、護身用の武器は防犯スプレーしか持っていない。どうやって撃げき退たいしようかと身構えた瞬間───背後から力強く抱だきしめられた。

「おかえり、惺」

「ロイ!?」　>>>♥

　驚おどろくと同時に、ぱっと部屋の電気がつけられた。急に明るくなった室内に目を細める。

「ずいぶん遅おそかったな。いつもこんな時間までバイトしてるのか？」

「今日はちょっとのんびりしちゃって……って、ロイこそ何でいるんだよ！　仕事が終わったらって云いってたから、来るのは明日だと思ってたのに」

　不意打ちの恋人の登場に、心臓が口から飛び出そうになった。サプライズが成功したことが嬉しいのか、ロイは上じよう機き嫌げんだった。

　よく考えれば、この部屋に侵入できる人物は限られている。合い鍵を持っているのは、大家夫婦とロイだけだ。

「早く惺に会いたかったんだよ。云っておくが、ちゃんと最後まで務めは果たしてきたからな。ユーインの許可ももらってある」

「空港着いたときに連れん絡らくしてくれればよかったのに……」

　そうしたら、もっと早く帰ってきたのに。つい口調が恨うらみがましくなってしまう。

「惺の驚く顔が見たかったんだよ」

「驚きすぎて心臓が止まるかと思った。まだドキドキしてるよ」

「本当だ。すごく速くなってる」

「ロイのせいだからね」

　心臓が早はや鐘がねを打つのは、いつもロイが原因だ。一いつ緒しよにいるだけでドキドキしてしまうのだから、対処のしようがない。

「ごめんごめん、俺が悪かった」

「それで、いつまでこっちにいられるの？」

「明後日あさつての昼のチケットを取ってある」

「本当に？　じゃあ、明日はゆっくり過ごせるね。講義が一コマ入ってるけど、午前中だけだからすぐ帰ってくる。ランチはロイの好きなの作るよ」

　クリスマス休きゆう暇かのような長期のオフでなければ、なかなかお互たがいの時間を合わせることは難しい。幸い、明日のバイトは休みだった。

　講義をサボってしまえば、丸一日一緒にいられるけれど、さすがにそれはできない。

「そうだな……じゃあ肉じゃが」

「えー、お昼から肉じゃが？」

「いいだろ、好物なんだから。惺の作る肉じゃがが好きなんだよ」

「わかった。じゃあ、帰りに買い物してくる。ロイは昼まで寝ねてていいから」

　充じゆう電でんが終わればすっきり目覚めるのだが、自ら目を覚ますまでは大声を出そうが、揺ゆさぶろうがびくともしない。

「大学まで迎むかえに行こうか？」

「ダメだよ、ロイは目立つんだから！　絶対、大おお騒さわぎになる」

　写真を撮とられてインターネット上に投とう稿こうされたりしたら、すぐにパパラッチが飛んでくるに決まっている。

　昨年、同じ大学にロイの腹はら違ちがいの弟であるアレックスが入学した。いまのところ素す性じようはバレていないけれど、ロイの弟だと知れたら、余計な騒そう音おんに晒さらされることになるに違いない。

「変装すれば気づかれないと思うんだがな」

「云っとくけど、ロイの変装は変装になってないから！」

「そうか？」

「そうだよ。どんな格好したってカッコいいんだから、すぐバレちゃうよ」

　着ているものを替えたところでスタイルのよさは隠せないし、サングラスをしてもスターのオーラを抑おさえることなどできやしない。

「いまの、もう一回云って」

「だから、すぐバレるって───」

　自分の発言が聞き取りにくかったのかと思ったけれど、すぐにロイが本当に云わせたかった言葉がわかって恥はずかしくなった。

「わざわざ云い直すようなことじゃないだろ」

「俺は何度でも聞きたい」

「僕が云わなくたって、ロイは…カッコいいよ……」

　改めて口にするといたたまれない。赤くなって俯うつむくと、ロイは真面目まじめな声で告げてきた。

「会いたかったよ、惺」

　抱きしめてくる腕うでに力が込められ、こめかみに吐と息いきが触ふれる。惺はロイの腕をぎゅっと摑つかみ、小さく頷うなずいた。

「……僕も」

　毎晩のように電話はしていたけれど、直接会うのは数週間ぶりだ。

　ロイの腕の中でくるりと方向転てん換かんし、逞たくましい腰こしに手を回す。出で逢あった頃ころに比べれば身長差は小さくなったけれど、それでもキスのときは背せ伸のびをしなくてはならない。

　静かに降りてきた唇くちびるを受け止めようと、そっと目を閉じる。

　───ピリリリリ。

　口づけを交かわす寸前、惺の携けい帯たい電話の着信音が鳴り響ひびいた。せっかくのムードが断たち切られ、ロイは小さくため息をつく。

「ご、ごめん。電源切っておけばよかったね」

　こんな時間に惺に電話をかけてくるのは、ロイ以外にはほとんどいないため、油断していた。

「急ぎの用事だったら困るだろ？」

「うん、じゃあ……。でも、すぐ終わらせるから！」

　自分に云い聞かせるように宣言して、カバンの中から携帯電話を取り出した。かけてきているのは、同じ講義を取っているポールからだった。

　通話ボタンを押して耳に押し当てながら、上がり框かまち代わりにしているマットの上でスニーカーを脱ぬぎ捨てた。

　基本的にこちらでは靴くつを履はいたまま暮らすのが普ふ通つうだが、惺は落ち着かないため、自分の部屋では靴を脱ぐようにしている。

「はい、森住───」

『あ、サトル？　俺、ポールだけど、いまいいかな』

「う、うん、ちょっとだけなら……。こんな時間にどうかした？」

『サラのサプライズパーティのことで相談したくて。ほら、今回は俺が仕切ることになってるだろ？　他ほかのやつらのときとは違うことやったほうがいいかなと思ってさ』

　ポールの相談内容は、同じ大学の友人の誕生日を祝うサプライズパーティについてだった。皆みな、賑にぎやかなことが好きで、それぞれの誕生日や記念日にはお互いに祝い合う。

　毎回持ち回りで仕切ることになっており、ポールは今回が初めてのはずだ。もちろん、皆で協力しあうことになっているけれど、メインのアイデアを出すのは主しゆ催さい者しやだ。

「それなら、明日みんながいるときに相談しようよ。僕の場合、あんまりアイデア出すの得意じゃないし」

『みんなにも相談するつもりだよ。でも、その前にサトルの意見を聞いておきたいんだ。パーティの会場って云ったら、いつも寮りようになるだろ？　それだともうサプライズにならないと思うんだよ。だから───』

　ポールは滔とう々とうと話し始めてしまい、合いの手を入れる間もなくなってしまった。

　生返事をしながらちらりと窺うかがうと、ロイは勝手に冷蔵庫を開け、ロイのためだけに常備してあるビールを取り出していた。

　その後、ロイの指定席になっているソファにどさりと腰を下ろす。寛くつろいでいる姿にほっとしつつ、持ちかけられた相談内容に耳を傾かたむける。

『───ってふうにするのはどうかな。いままでやったことがないし、そんなに手間もかからないだろ？』

「ポールのアイデア、いいと思う。絶対、びっくりすると思うよ」

『本当に？　サトルにそう云ってもらえると自信持てるよ！　ありがとう！』

「役に立てたならよかった。それじゃあ、また明日……」

『それで、そのあとなんだけどさ』

　話を終わらせようとしているのに、ポールはなかなか切り上げてくれない。ロイの機き嫌げんが悪くなる前に電話を切りたいのだが。

　ロイの隣となりに座り、ジェスチャーで謝罪の気持ちを伝えると、仕方ないといった様子で肩かたを竦すくめてみせた。

（……そういえば、ロイの誕生日ももうすぐだった）

　ロイのバースデーパーティは毎年キャンプの直後に行われる。ロイの実家で大勢客を招いての盛大なガーデンパーティだ。

　今年のプレゼントを何にするか、まだ決めていない。

　ロイが身につけているものはブランド品が多いけれど、本人にこだわりはない。クローゼットの中のものはスタイリストが揃そろえたものがほとんどだそうだ。

　ベースボール以外に夢中になっている趣しゆ味みの類たぐいも一いつ切さいなく、プライベートの全すべてを注ぎ込んでいるのは『惺』に対してのみだ。

（僕がプレゼントをすれば、何だって喜んでくれるだろうけど……）

　だからと云いって、何でもいいというわけにはいかない。せっかく贈おくるのだから、少しでも役に立ててもらえるものがいい。

　生返事をしながらロイへのプレゼントのことばかり考えていたら、電話の向こうのポールに訝いぶかしがられてしまった。

『サトル、聞こえてるか？』

「あ、ああ、うん、聞こえてるよ。僕も何かアイデアが出せないか考えて───ひゃっ」

　待ち切れなくなったのか、ロイがちょっかいを出し始めた。

『サトル？』

「ご、ごめん、部屋の中を移動してたら足ぶつけちゃって……」

　咄とつ嗟さに出任せを云いごまかしたけれど、本当はロイが首筋を指の背で撫なでてきていた。くすぐったさに身を竦める。

　ロイは黙だまったまま、惺が身につけたままだったコートやマフラーを脱がしていく。電話を終えたあとの時間を節約しているつもりなのかもしれない。

『大だい丈じよう夫ぶか？』

「うん、大丈夫。ちょっとびっくりしただけだから。さっき、バイトから帰ってきたところだから、今日は疲つかれてるのかも」

『そうだったのか。すまない、疲れてるところに電話して……』

「ポールが気にすることない──……っ」

　セーターの上から脇わき腹ばらを撫で上げられた瞬しゆん間かん、ヘンな声が出そうになる。すんでのところで堪こらえたけれど、電話の向こうのポールには訝しがられてしまった。

『サトル？』

「な、何でもない。やっぱり、風邪かぜっぽいから早く寝ねることにするよ」

　体調はどこも悪くなかったけれど、こういう場合は噓うそも方便だ。どうにかごまかさなければと頭をフル回転させている間も、ロイの手は止まらない。

　歯を食い縛しばり、込み上げてくる感覚を嚙かみ殺す。言葉数が少なかったことが功を奏したのか、ポールはとくに怪あやしむことなく惺の体を気き遣づかってくれた。

『そうか、大事にしろよ。具合が悪いようなら行ってやるから、遠えん慮りよなく連れん絡らくしろよ』

「うん、ありがとう。おやすみ、ポール」

　胸の内で謝りながら、電話を切り、電源を切る。そして、惺にいたずらを続けるロイを、目を吊つり上げて振ふり返る。

「ロイ！　電話中に何考えてるんだよ！　ヘンな声出ちゃっただろ」

「すまん、待ち切れなくて、つい」

　強い口調で𠮟しかると、ロイは悄しよう然ぜんと肩を落として大きな体を小さくした。返ってきた子供っぽい理由に呆あきれてしまう。

「ついって、子供じゃないんだから……」

　ロイは今度の誕生日で三十三歳を迎むかえるのだが、惺の前では大人げない顔ばかり見せる。

「惺が俺の知らないやつと話してると思ったら、だんだんムカついてきて……我が慢まんできなかったんだよ」

　どうやら、完全に拗すねてしまっているようだ。

　惺自身も嫉しつ妬と心が強いほうだと自覚しているけれど、ロイはそれ以上だったりする。誰だれも彼もが惺に惹ひかれると思っているようで、知らない人と話しているだけで不安を抱いだくようだ。

　その嫉しつ妬と深ぶかさは元々の質たちなのかと思っていたのだが、兄のヒューバートに聞いたところ、以前はもっとドライだったらしい。

　誰に対しても親身で優やさしいため、別れを切り出して駆かけ引きをしようとする相手も少なくなかったそうだ。

　ロイは自ら身を退ひこうとする恋こい人びとを追いかけることはなかったと聞き、俄にわかには信じられなかった。惺に対する独どく占せん欲よくは、過か剰じようとも思えるときがある。

（いつもヤキモチ焼かされてるのは、僕のほうなんだけど……）

　呆れつつも、しょんぼりとしているロイに怒おこりきれなかった。会いたかったのは惺も同じだ。待ち切れない気持ちもよくわかる。

「もう、ああいうことはしないって約束するなら許してあげる」

「本当か？　約束する」

　惺の言葉に、ロイはぱっと表情を明るくした。

　こういう切り替かえの速さはロイのいいところだ。落ち込むことがあっても、惺のようにくよくよと引き摺ずらない。その前向きで無む邪じや気きなところが好きなのだ。

「じゃあ、指切り」

　約束を交かわすときは小指を絡からめ合うのだと教えてから、いつもこうして指切りをする。厳しく引き締しめていた表情を和やわらげると、ロイも相好を崩くずした。

「そうだ、お腹なか空いてない？　何か作ろっか？」

「飛行機の中で食べてきた。食事より惺を補ほ充じゆうさせてくれ。もう我慢の限界だ」

「わ…っ、ちょっとロイ！　自分で歩けるってば！」

　突とつ然ぜん、抱だきかかえられて面めん食くらった。動どう揺ようしている惺をよそに、ロイは真面目まじめな顔で体重の変化を自分の腕うでで計ろうとする。

「少し瘦やせたんじゃないか？　軽くなったような気がする」

「そんなことないよ。ロイがまた逞たくましくなっただけだろ」

「いいや、確かに軽くなってる。ちゃんと毎日食べてるのか？」

　小食だと云われるけれど、むしろこちらの人たちが食しよく欲よく旺おう盛せいなのだ。スポーツをしているわけでもないのに、たくさん食べられるわけがない。

　ロイの実家でクリスマス休きゆう暇かを過ごしているときは、朝昼晩とたくさんの食事を振る舞まわれた。その頃ころはやや肉づきがよくなっていたけれど、むしろいまは自分の標準体型だ。

「食べてるよ。お昼はお弁当作って持っていってるし、夜だって大体自じ炊すいしてるし。最近は筋トレもしてるし、少しは筋肉ついたんだからね」

「筋肉がどこについたって？」

「お腹とか、二の腕とか……」

　声が小さくなってしまったのは、ロイとは比ひ較かくにならない程度のものだからだ。以前の自分よりはやや逞しくなったというだけで、自信満々に見せびらかせるほどのものではない。

「それじゃあ、身しん体たい測定をさせてもらうかな」

「その云い方やらしいよ」

　ニヤニヤと笑うロイを睨にらみつけたけれど、爽さわやかなウインクが返ってきただけだった。

「やらしいことをするんだから、当然だろ？」

「……バカ」

　寝しん室しつに連れていかれ、ベッドに下ろされる。枕まくら元もとの照明がつけられた瞬間、眩まぶしさに思わず目を瞑つむった。

　惺には大きすぎるこのベッドはロイのためのものだ。

　短いオフを過ごすロイが少しでも長く休めればと選んだものだけれど、実際のところ、ロイがこのベッドでゆっくり体を休めることはほとんどない。

　離はなれていた時間を少しでも埋うめようとするかのように惺を抱く。毎回、体力では敵かなわない惺が先に眠ねむりに落ちてしまうのが常だった。

「そうだな、腰こしの細さはそう変わってはいないようだ。確かに少しは筋肉がついたようだが、まだまだ先は長そうだな」

　ロイは惺の服を捲まくり上げ、まるで医者の触しよく診しんのような手つきで触さわってくる。

「すぐにロイみたいになるわけないだろっ」

「俺みたいになられても困るな。惺はそのままで充じゆう分ぶん魅み力りよく的だよ」

　むずかる子供を宥なだめるように額やこめかみに何度もキスしてくる。逞しくなるのは無理だろうと云いわれているようで、何となく釈しやく然ぜんとしない。筋トレの回数を増やしてやると心密ひそかに決意しているうちに、ベルトを引き抜ぬかれ、ジーンズのホックを外されていた。

「さて、ここはどうかな」

「だから、そういう云い方は───や、ちょっ……」

　いやらしい物云いを指し摘てきしようとしたけれど、ウエストから侵しん入にゆうしてきた手に尻しりを直じかに鷲わし摑づかみにされ、息を吞のむ。ロイは惺の言葉に耳を傾かたむけることなく、乱暴に揉もみしだきながら、真面目な顔で考察を始めた。

「やっぱり、肉づきが悪くなってないか？」

「そんなこと……っあ、ぅん、あ……！」

　食い込む指の感かん触しよくに、下腹部が疼うずき出す。際きわどい場所を指先が掠かすめ、上うわ擦ずった声が上がってしまった。びくりと腰が跳はねた瞬間、変化し始めていた自身がロイの足に触ふれる。

　呆あつ気けない自分の反応が恥はずかしくて咄嗟に腰を引こうとしたけれど、それよりも早く足を割られ、昂たかぶりをジーンズ越ごしに膝ひざで擦られた。

「や……っ!?」

「もうこんなに感じてるんだ？」

「だって……あ、んん……っ」

　のしかかってくる筋肉質の体は重く、逃にげ場を見つけられないまま、どんどん惺の体は昂ぶっていく。

　理性が薄うすれる前の恥ずかしさは、いつになっても変わらない。いたたまれなさを必死で堪こらえていると、ロイは惺の心を見み抜ぬいたかのような囁ささやきを耳元に落としてくる。

「恥ずかしがることなんてないだろ？　俺は惺が感じてくれて嬉うれしいよ」

「……っ」

　ぼっと火がついたかのように顔が熱くなった。きっと、見てわかるくらい頰ほおが赤くなっているに違ちがいない。

「可愛かわいいな、惺は」

「ん……っ」

　ロイは蕩とろけるような笑えみを浮うかべ、顔中にキスの雨を降らせてくる。やがて、それは口づけに変わっていった。唇くちびるを食はまれ、吐と息いきを零こぼした隙すき間まから舌が忍しのび込んでくる。

「んん、ん……ッ」

　ベッドに押しつけられ、さらに深く貪むさぼられる。キスに応こたえようと、惺からも舌を絡めようとするけれど、傍ぼう若じやく無ぶ人じんに口こう腔こうを搔かき乱すロイに翻ほん弄ろうされるばかりだった。

　口づけの間もロイの手は惺の体を這はい回り、肌はだを覆おおい隠かくしていた服が捲り上げられる。

「ぁん、んん……っ」

　皮ひ膚ふの硬かたくなった手の平は体温が高く、触れながら体のあちこちに火をつけられていっているかのようだった。

　淫みだらに蹂じゆう躙りんされ、絡み合う舌が蕩けていってしまうかのような錯さつ覚かくを覚える。キスの合間にセーターを脱ぬがされ、シャツのボタンも外されていく。

　直に撫なで回される肌は汗あせばんでいき、呼吸も荒あらくなっていった。膝を押しつけられた股こ間かんは苦しいほどに張り詰つめ、ズキズキと疼いている。

　惺の中で暴れ回る熱に逃げ場はなく、体の内側から蕩けていく。いつしか口づけは解けていたけれど、キスの余よ韻いんにぼんやりとしている間に、シャツのボタンは全すべて外されていた。

「もう残ってないんだな」

「……ッ」

　いま、指で撫でられている鎖さ骨こつの上には、少し前までロイのつけたキスマークがあった。以前と同じ箇か所しよに歯を立てられ、思わず声を上げる。

　まるで離れている時間を埋め合わせるかのように、ロイは惺の体に跡あとを残したがる。

　惺が一度怒ってから、目立つ場所にはつけなくなった。しかし、そのぶんあちこちに自分の痕こん跡せきを残すのだ。

「ん…っ」

　平らな胸に、花びらが散ったような赤い印がいくつもつけられていく。皮膚を吸い上げられるたびに、惺の体は小さく跳ね、甘い吐息が押し出される。

「……ねえ、ロイも脱いでよ」

　自分ばかりが乱されているのが嫌いやで、息を継つぐ間に訴うつたえた。

　ロイには自分では見られないようなところまで知り尽つくされているけれど、一方的に感じさせられている状じよう況きようは恥ずかしい。

「そう急せかすな。───これでいいか？」

　頰を染めて恨うらめしげに見上げると、ロイは笑いながら着ているものを脱ぎ捨てた。

　鍛きたえ抜かれたロイの肉体はいつ見ても美しい。まるでギリシャ彫ちよう刻こくのような造形美に目を奪うばわれる。　>>>♥

「……僕も、する」

　惺は肘ひじをついて体を起こすと、ロイの皮膚に吸いついて跡を残そうと試みる。しかし、自分の肌に残ったキスマークと同じようには跡にならなかった。

　何度もチャレンジしてみたけれど、どうしても上手うまくいかない。

「もっと強く吸うんだよ。こうやって」

「や……っ」

　見本を見せるのかと思いきや、ロイは惺の胸に吸いついてきた。小さな尖とがりを充じゆう血けつするほど吸い上げられ、甘い痺しびれが全身を駆かけ巡めぐる。

「そこじゃ、ないだろ……っ、あぁ……！」

　舌の上で転がされ、歯を立てられる。溶とかされていくような感覚なのに、実際は硬くなっていくのが不思議だと思う。もう一方は指でキツく捏こねられ、痛いた痒がゆさに身を捩よじった。

「ここで正解だろう？」

「あっ…ん、ぁあ……っ」

　しつこく嬲なぶられ、身み悶もだえる。惺の昂ぶりは、下着の中で苦しいほどに張り詰めていた。

「こっちも待ち切れなさそうだな」

「や……っ!?　待っ……」

　ズボンを引き下ろされ、剝むき出しの性器がロイの眼下に晒さらされる。羞しゆう恥ちと昂こう揚ようで、惺の体がうっすらとピンク色に染まっていた。

　ロイは恥じらう惺の下か肢しから全て取り去り、膝の裏を押し上げた。

「……ッ」

　あられもない格好を取らされている自分を見ていられなくて目を瞑ると、痛いほどに張り詰めて、ズキズキと疼いている昂ぶりを躊躇ためらいもなく口に含ふくまれた。

「あ……っ！」

　鋭えい敏びんな自身が熱く濡ぬれた粘ねん膜まくに包まれた瞬しゆん間かん、悲鳴じみた声を上げてしまった。ねっとりと絡からみつく舌の感触が強きよう烈れつで、頭の中が真っ白になる。

　根本の膨ふくらみを指で揉みしだかれながら、唇の裏で張り詰めた部分を擦られる。惺の弱いところを知り尽くした愛あい撫ぶに、四し肢しが蕩けてしまいそうな感覚に陥おちいった。

「あ…っ、あ、く、んん……っ」

　窪くぼみを舌先で抉えぐられるたびに腰こしが跳ねてしまう。

　ロイは惺が恥ずかしがるのを知っていて、わざと音を立てて吸い上げる。卑ひ猥わいな水音に鼓こ膜まくまで犯おかされているような気分になった。

「あ、だめ、もう出ちゃ……っ」

　ロイの頭を引き剝はがそうとしても、強きよう靭じんな力で腰を押さえつけられているため、びくともしない。啜すすり泣くように喘あえぐ惺のそれをキツく吸い上げ、吐精を促うながしてくる。

　惺は必死に歯を食くい縛しばって耐たえようとしたけれど、衝しよう動どうを堪えることはできなかった。

「あ、あ、ぁあ……っ」

　咥くわえられたまま、達してしまった。ロイは口の中に放たれたものを事もなげに嚥えん下かし、残ざん滓しすら啜り上げる。

「……だめって云ったのに……」

　絶頂を迎むかえさせられた腰は甘く痺れ、力が入らなくなっていた。涙なみだ目めで睨ねめつけると、ロイは小さく噴ふき出した。

「惺こそ、いつになったら慣れるんだ？　自分がするのは平気なくせに」

「されるのは恥はずかしいんだよっ」

「俺はその恥ずかしがってる顔を見るのが好きだけどな」

「バカ…っ」

　ニヤけるロイの視線から逃のがれようと背中を向けると、後ろから腰を引き寄せられ、腕うでの中に抱だき込まれてしまった。

「別に隠さなくたっていいだろう？」

「ひゃ……っ」

　太ふと腿ももを撫で上げられ、上うわ擦ずった声を上げてしまう。達したばかりのせいか、体が敏びん感かんになっているようで、些さ細さいな刺し激げきにも反応してしまう。

　震ふるえる体を縮こまらせていると、ロイはサイドボードの引き出しにしまっておいたローションのボトルをわざと目の前で振ふって見せてきた。

「そろそろこれも新しいのを買ってこないとな」

　残り少ないことをアピールされ、かあっと顔がまた熱くなる。

「……っ、今日のロイ、いつもより意地悪なんだけど……っ」

「そうか？」

　わざわざ顔を覗のぞき込んでくるロイを涙目で睨んだけれど、爽さわやかな笑えみを返された。惺のほうはもう息も絶え絶えになっているというのに、ロイはまだ余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった態度だ。

「それだけ、惺に飢うえてたってことかもな」

「あ…!?　や、ぁ……っ」

　ローションに濡れた指で、足の間を探さぐられる。すぐに窄すぼまりを見つけられ、太い指を押し込まれた。

「ん……ッ」

　ロイの指は強こわ張ばっているそこを揉もみ解ほぐしながら、少しずつ奥へ進んでいった。深い場所まで辿たどり着いたかと思うと、すぐに引き返し、抜ぬけ出る寸前に押し戻もどされる。

　本来、男性の体は他者を受け入れるようにはなっていない。そのため、体を繫つなげるにはどうしても準備がいる。だが、自分の中で指が蠢うごめく感覚にはいつも違い和わ感かんを覚えてしまう。

「あっ……ぅん、んんっ」

　ゆっくりとした抜き差しを繰くり返され、擦られ続ける内ない壁へきがひくつき始める。気持ちとは裏腹に、惺の体はさらなる刺激を求めていた。

「ひぁっ…あ、ぁ……っ」

　自分の中に埋うめ込まれた指が淫らに蠢いている。

　自分の喉のどから押し出される嬌きよう声せいは、その指によって紡つむぎ出されているかのようだった。

　本当はこんな声をロイには聞かせたくない。けれど、我が慢まんしようとすると、ロイにより酷ひどく責め立てられてしまう。

「膝ひざを立てて、少し腰を上げられるか？」

「う…ん……」

　指示されたとおりの格好になると、物欲ほしげにひくつく窄まりを押し開かれるようにして二本に増えた指が入り込んできた。

　ローションを足されたらしく、指の動きに合わせて水音が立つ。

「あ、ぁ…あ……」

　ぬるぬると惺の中を出入りしながら、内壁を押し拡ひろげていく。

　惺が感じやすい場所を知っているロイはそこばかりを責めてくる。指先でぐりぐりと刺激されるたびに、びくびくと腰が跳はねた。

「や、あっ……あ！」

「気持ちいい？」

「知ってる…くせに……っ」

　意地の悪い問いかけに反論する。人のことをこんなふうにしておいて、わざわざ訊きいてくるロイが憎にくたらしい。息が上がっている状態ではろくに文句も云いえず、背中を向けているせいで視線で訴えることもできない。

「ここは？」

「ぁあっ、んっ、や……そこばっか、しないで……っ」

「どうして？　ここが気持ちいいんだろ？」

「だって、また───」

　このままでは、ロイの指で果ててしまいそうだった。何度もイカされてしまうと、体力で敵かなわない惺は先にギブアップすることになってしまう。

「も、は…やく……、お願い…だから……っ」

「早く、どうして欲しいって？」

　わかっているくせに、ロイは惺に云わせたがる。未いまだに照れはあるけれど、云わなければしつこく焦じらされるのはわかっているし、ほんの一いつ瞬しゆん、恥ずかしさを堪こらえるだけだ。

「ロイの、入れて……っ」

「わかった」

　見えていないのに、ロイが笑みを浮うかべた気配がした。

　ロイは惺の中からずるりと指を引き抜き、その代わりに猛たけった自身を押し当ててきた。ひゅっと息を吞のむと共に、熱く張り詰つめた怒ど張ちようの先せん端たんを捻ねじ込まれる。

「……ッ、く、う……」

「もっと奥まで吞み込めるだろ？」

「や…ぁ、あ…あ……」

　ローションがたっぷり塗ぬられた昂たかぶりは、惺をゆっくりと犯していく。粘ねん膜まくを限界まで押し開いていくその屹きつ立りつは、信じられないくらい硬かたく張り詰め、凶きよう暴ぼうに猛っていた。

「……熱い……」

「それは俺の台詞せりふだ。こっちが溶とかされそうだよ」

「……ぁあっ」

　最奥を突つき上げられた瞬しゆん間かん、頭の中が白くなった。堪えきれずに軽く達してしまったらしい。溢あふれた白はく濁だくが腹部に散る。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「うん……へーき……」

　気き遣づかってくるロイに対して、虚きよ勢せいを張る。苦しいことは事実だが、耐えられないほどではない。それ以上に、惺の体はもっと欲しがっていた。

「いいのか？　止められなくなるぞ」

「い…から……動いて……っ」

　肩かたで呼吸をしながら、絶え絶えに訴うつたえる。息が詰まるような圧あつ迫ぱく感かんはあったけれど、いまは焦らされるほうが辛つらい。

　惺が続きをねだると、ロイは一瞬の躊躇ためらいのあと、奥まで貫つらぬいた惺の体を揺ゆさぶり始めた。

「あ…んん……っ」

　初めのうちは体が馴な染じむようにゆっくりと腰を送り込んでくる。根本まで埋まった屹立を締しめつけていた惺の内壁は伝わってくる振しん動どうと摩ま擦さつで、だんだんと和やわらいでいった。

　中が蕩とろけていくに従って、ロイの動きが大きくなる。

　律動に合わせ、ぐちゅ、ぐちゅ、と卑ひ猥わいな音が聞こえてくる。押し出される惺の甘い声と混じり合い、寝しん室しつの空気を濃のう厚こうにしていった。

「はっ、あ、あ……っ」

　荒あら々あらしい抜き差しを繰り返され、内壁が酷く擦られる。後ろから突き入れられるたびに感じやすい箇か所しよを抉えぐられ、惺の体は快感に打ち震えた。

「あっあ、あ……っ」

　激しく揺さぶられているうちに、惺の膝はベッドから浮き上がってしまっていた。支えを失った体は不安定で心こころ許もとない。

　手を伸のばし、枕まくらを手た繰ぐり寄せて縋すがるけれど、前言どおり、ロイの勢いは止まらなかった。そうやって絶え間なく穿うがたれ続けた惺の体は、繫がりの境目がわからなくなるほど蕩けていく。

「ぁあっ、や、ロイ……っ、もぉいっちゃ……っ」

「ああ、俺もだ」

　たまらずに訴えると、熱い吐と息いき混じりに返され、その直後、惺を責め立てる抽ちゆう挿そうは一層激しさを増した。

「あ……っ、あっ、あ……」

　凶きよう器きのように猛った欲よく望ぼうに搔かき混ぜられ、抉られる。頭の中までぐちゃぐちゃになっていき、もう自分がどうなっているのかわからなかった。

　力強い律動にこれ以上ないほどの高みへと追い上げられ───惺は終わりを迎むかえた。

「や…ぁあ……っ」

　びくびくと自身を震ふるわせ、欲望を爆ぜさせた。突き上げられるたび、断続的に白濁を吐はき出しながら絶頂の余よ韻いんに四し肢しを甘く震わせる。

「……っ」

　ロイも惺を追うように、腰こしを大きく震わせる。体の奥に精が放たれる衝しよう動どうを感じ、ぞくぞくと背筋がおののいた。これまで、数えきれないほど体を重ねてきた。慣れたと云える部分もあるけれど、生まれる快感は抱だかれるたびに酷くなってきている気がする。

　そんな快楽に溺おぼれきった体は、指一本動かせなくなっていた。肩で息いきをしていると、やがて繫がりが解かれ、筋肉質の体が覆おおい被かぶさるように落ちてくる。

「重いよ、ロイ……っ」

「そうか？」

　背中にのしかかられている体勢が苦しくて文句を云うと、ロイは渋しぶ々しぶ横にどいてくれた。

　バイトのあとの激しい運動で疲ひ弊へいし、眠ねむ気けが押し寄せてくる。しかし、汗あせをかいたままの体では眠ねむりたくない。うとうととしてくる意識を保とうと、必死に睡すい魔まと戦う。

「大丈夫か？」

「……うん、ちょっと眠いだけ……」

「じゃあ、もう少しつき合ってもらおうかな」

「は？　待っ、ちょっ…休ませ───んん……っ」

　ロイは再び惺の体に手を伸ばしてくる。体中をまさぐる手が止まることはなく、腹部に押しつけられてた屹立はさっき以上に力を漲みなぎらせているようだった。

「や……っ、ロイ、だめだってば……！　先にシャワー浴びさせて」

　そういう意味で大丈夫だと云ったわけではない。都合のいい解かい釈しやくをしたロイを押し止めようとしたけれど、弛し緩かんしきった体では拒こばみようがなかった。

「あとで一いつ緒しよにな」

　欲望を爆ぜさせたばかりだった自身は、ロイの手の中で揉もみしだかれ、あっさりと張り詰めてしまう。一度火がつけられた体は簡単に昂ぶっていった。

「あっ…ん、ン、やぁ……っ」

「好きだよ、惺」

　啄ついばむような口づけはすぐに深い交わりに変わる。惺のささやかな抵てい抗こうは睦むつ言ごとでごまかされ、二度目の悦えつ楽らくに引き摺ずり込まれていった。
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　カーテンの隙すき間まから差し込む日の光に促うながされ、惺はぱちりと目を覚ました。寝ね起おきは比ひ較かく的てきいいほうだ。大たい抵てい、アラームが鳴る前に覚かく醒せいし、すっきりと起きることができる。

　しかし、この日の朝は体中に疲つかれが残っていたせいか、瞬まばたきをする目ま蓋ぶたが重く、頭の中はぼんやりとしたままだった。

「おはよう、惺」

「え……？」

　一度ぎゅっと目を瞑つむり、ぼやけていた焦しよう点てんを合わせる。すると、誰だれにも見せられないような甘ったるい顔で、ロイが惺を見つめていた。

「わ……っ、ロ、ロイ!?」

「何を驚おどろいてるんだ。珍めずらしく寝ね惚ぼけてるのか？」

「ロイこそ、何見てるんだよ！　先に起きたら、僕のことも起こしてって云いってあるだろ…っ」

　寝ね顔がおを見られていた恥はずかしさから、責めるような口調になってしまう。むくれていると、頰ほおへのキスで宥なだめられた。

「大丈夫だよ、俺もいま起きたところだから」

「…………」

　寝起きの悪いロイが起き抜ぬけにこんなに意識がはっきりしているわけがない。見え透すいた噓うそだとわかっていたけれど、ロイの嬉うれしそうな様子に何も云えなかった。

（まったく、もう……）

　二人で迎える朝は、何度迎えても気き恥はずかしい。普ふ段だんから惺に甘いロイが、より一層甘くなっているせいもあるかもしれない。

　快感と睡魔に負けて、気がついたら朝になっていたことは一度や二度ではない。

　昨夜も最後のほうは、あまりはっきりとした記き憶おくが残っていない。ひたすら求められ続け、気がついたら朝だった。

　汗でべたべただった体は綺き麗れいになっていただけでなく、パジャマも着せられていた。

　ぐちゃぐちゃになっていたはずのベッドカバーも新しいものに換えられていた。きっと、惺が眠っているうちにロイが整えてくれたのだろう。

　ロイは惺以上にハードな生活を送っており、疲れも溜たまっているはずだ。なのに、目の前の顔には疲れどころか寝ね不ぶ足そくの影かげすら見えない。相変わらずのタフさに感心してしまう。

「今日はどうする？　このままベッドで過ごすのも魅み力りよく的だけど」

「ベッドって───」

　問われた内容を頭の中で嚙かみ砕くだく。一度目を覚ましたロイが、大人しく寝ねているつもりだとは思えない。つまりは、そういうことだ。

「眠いならもう少し寝ていればいい。俺は惺がいればそれでいいからな」

「……寝てる間、何もしない？」

　惺の質問に、ロイは真顔で即そく答とうする。

「それは約束できないな」

「じゃあ、起きる」

「何だ、残念」

「残念って、何する気だったんだよ！」

　がっかりとした返事に、惺は唇くちびるを尖とがらせる。すると、ロイは朝日よりも爽さわやかな笑え顔がおでしれっと返してきた。

「惺の想像してるようなことかな」

「べ、別に僕は何も……っ」

　顔を見られまいと反対側を向こうとしたけれど、覆い被さるような体勢になったロイに見下ろされてしまう。見られれば見られるほど、頰が熱くなってくる。

「顔が赤くなってる。いま、何考えた？」

「だから、本当に何も考えてないってば！」

　自分の顔を隠かくすより、相手の視界を覆ったほうが早いと判断し、手を伸のばして目を塞ふさぐ。そんな子供っぽい行動に、ロイは小さく噴ふき出した。

「見られると何か都合の悪いことでもあるのか？」

「ロイがヘンなこと云うからだろ！　あ……っ!?」

　手首を摑つかまれ、やんわりと目め隠かくしを外されてしまう。そのまま両手をベッドに押しつけられ、いとも簡単に自由を奪うばわれてしまった。

「正直に云ったらどうだ？」

　まるで取り調べの刑けい事じのような追つい及きゆうに反論する。

「ロイこそ、何考えてたんだよ」

「本当に知りたいか？」

「え？」

　まさか、そんなふうに訊きかれるとは思っていなかったため、声を詰つまらせてしまった。

　ロイは思わせぶりなゆっくりとした動作で、惺の耳元に顔を寄せてくる。ごくりと喉のどを鳴らして待つ。しかし、ロイの言葉よりも先に、固定電話の呼び出し音が聞こえてきた。

　ロイは眉み間けんに皺しわを寄せ、不満そうに呟つぶやいた。

「……電話が鳴ってるようだな」

「だ、誰からだろう。ちょっと出てくるねっ」

　渡わたりに船とばかりに、体を起こしたロイの下から抜け出した。ずり下がっていたパジャマのズボンを片手で引き上げながら、素す足あしで電話が鳴るリビングに飛び込んだ。

「はい、森住です！」

　受話器を取り上げて耳に当てると、気き遣づかわしげな声が聞こえてきた。

『ああよかった、電話に出てくれて。ケイコよ、いま大だい丈じよう夫ぶかしら？』

「大丈夫ですけど……どうしたんですか？」

『携けい帯たい電話が繫つながらなかったから、ちょっと心配になっちゃって。ちゃんと充じゆう電でんしてる？』

「あっ、す、すみません……」

　ポールとの電話を切ったあと、電源も落としてしまったことを思い出した。ケイコはきっと、いくらかけても繫がらない状じよう況きように不安を搔かき立てられたのだろう。

『いいのよ、何も困ったことがないなら』

「それで、今日はどういったご用件ですか？」

　アルバイトがない日もカフェテリアで昼食を摂とることがほとんどなため、ケイコと顔を合わせない日は週末以外ほとんどない。そのため、何か特別なことでもない限り、惺に電話をかけてくることはないのだ。

『実は私のほうが困ってるの。惺にお願いがあって……』

「お願い？」

『ウィルがね、さっき急に来られなくなったって電話してきたのよ。もし都合がつくなら、ランチタイムの一時間だけでいいから入ってもらえないかしら？』

「今日…ですか……」

　電話口を押さえながら、ベッドのほうを振ふり返る。できることならケイコを手伝いに行きたいけれど、今日はロイが来ている。久々の逢おう瀬せを台なしにしたくはない。

　どちらを優先すべきか悩なやんでいると、ロイのほうから訊いてきた。

「どうかしたのか？」

「バイトしてるキャンパスのカフェテリアで人が足りないんだって。それで手伝って欲しいって云われたんだけど……」

　迷っている惺に、ロイは明快な返事をくれた。

「悩むことないだろう。いいから、行っておいで。惺のことだから、断っても店のことが気になるだろ？　俺のことは気にしないでいい。せっかくこっちに来たんだ、アレックスにでも会いに行ってくるよ」

「ロイ……」

　アレックスはいま、この近くに住んでいる。

　ロイとは母親が違ちがい、年ねん齢れいも離はなれているけれど、とても仲のいい兄弟で、惺にとっても気の置けない友人だ。

「じゃあ、ちょっとだけ手伝ってくる。終わったら、すぐ連れん絡らくするから待ってて」

「ああ、待ってる」

「───お待たせしました。お昼だけなら何とかなりそうです」

『ああ、よかった。惺が来てくれると助かるわ！　でも、どなたかがいらしてるみたいだけど、本当に大丈夫…？』

　ロイと交かわしたやりとりから、客が来ていることを察したケイコが気遣わしげに訊いてきた。

「ええ、大丈夫です。待っててもらえることになりましたから。僕、午前に講義が一つ入ってるので、それが終わり次し第だい向かいますね」

「申し訳ないけれど、お願いね。他ほかの子たちにも声をかけてみるわ」

「わかりました」

　ケイコに了りよう承しようの旨むねを伝え、電話を切った惺はすぐにロイのほうを振り返った。

「ありがとう、ロイ。あと、ごめんね、せっかく来てくれたのに」

　謝罪する惺に対し、ロイは優やさしい笑顔を浮うかべて頭を撫なでてくれる。

「気にするなって云いったろ？　俺は惺のそういう優しいところが好きなんだよ。それに、出かけるまでまだ時間があるじゃないか」

「そうだね。あっ、朝ご飯何食べたい？　いま、準備するからちょっと待ってて」

　早起きしたお陰かげで、講義の時間まではまだ余よ裕ゆうがある。家を出るまでの間、二人でのんびり過ごせばいい。

「惺がいい」

「は？」

「惺が食べたい。そうだな、せっかくだからバスルームでいただくとするか」

「あの、それって……うわっ」

　そう云ってロイはベッドから抜ぬけ出し、惺をひょいと抱だき上げた。

　ロイを残してアルバイトに行くことになった引け目もあり、強い調子でダメだとは云えず、結局好き放題されることになってしまった。










「ようやく落ち着いてきたわね」

　ピークが過ぎ、人もまばらになってきた店内を見回し、ケイコが大きく息をついた。

「そうですね、一時はどうなることかと思いました」

　人手が足りないときに限って、客足が集中する。いつもは数食分残るランチが、今日は早々に品切れとなってしまった。

「でも、惺が来てくれて本当に助かったわ。無理云っちゃってごめんなさいね」

「いえ、お役に立てたならよかったです」

　いつも世話になっているケイコに、少しでも恩返しがしたい。

「今朝のお客さんはご家族？　それとも、恋こい人びと？」

「い、いえ、友人です」

　不意打ちの問いに、動どう揺ようしそうになる。惺と共にいたのが誰だれなのか、ケイコは知らないのだから『恋人』と答えても支障はなかっただろうけれど、関係を隠している習慣から、ついごまかしてしまった。

（いま頃ごろ、アレックスとランチでもしてるのかな？）

　ロイは時間の許す限り、惺のことを好きにしたあと、アレックスに連絡を取って出かけていった。そのお陰で気け怠だるい体でバイトに来なければならなかったのだが、これはロイのささやかな意い趣しゆ返がえしだったのかもしれない。

　動けないほどではないため、手加減はしてくれたようだが、ことあるごとにそのときの感覚が蘇よみがえってきて困った。

（まったく、もう……）

　蘇ってくる記き憶おくを必死に振り払はらいながらの講義は落ち着かず、バイト中も集中力を欠いた。ケイコに咎とがめられるほどのミスを犯おかさずにすんで本当によかった。

「疲つかれたでしょう？　もう上がってくれてかまわないわよ。もうちょっとしたらベスが来てくれることになってるから。あっ、もし時間があるようなら、好きなもの食べていって！」

「それじゃ、サンドイッチいただきます。友人のぶんももらっていっていいですか？」

「いいわよ、いくつでも持って行ってちょうだい」

「ありがとうございます」

　パッケージされたサンドイッチを三つ手に取り、スタッフ用の控ひかえ室へと向かった。

　携帯電話はロッカーの中に置いてある。ロイからのメールが届いているかもしれないと思って急ぐ。二人で過ごす時間を一秒だって無む駄だにはしたくない。

（僕のせいで短くなっちゃったけど……）

　しかし、会えない時間があるからこそ、二人でいられる時間がいかに大事か実感できるのだろう。常に一いつ緒しよにいることが当たり前になってしまったら、一分一秒を大切にしようという気持ちを持てずにいたかもしれない。

　テーブルの脇わきを通り抜けようとしたとき、校内新聞を読んでいた男性客の手がカップに当たり、テーブルから滑すべり落ちた。

「あつ…っ」

　カップは惺の足に一度当たり、跳はねるようにしてコンクリートの床ゆかに落ちた。陶とう器きが派手に割れる音が、店内に響ひびき渡わたる。

　当然、惺のズボンは膝ひざから下がびしょ濡ぬれになってしまった。スニーカーが元々黒い色だったのが、せめてもの幸いだった。

「すまない！　大だい丈じよう夫ぶだったか!?」

　その客はサングラスを外し、立ち上がって謝ってきた。

「こちらこそ、申し訳ありませんでした。お客様にお怪け我がはありませんか？」

　サングラスの下に隠かくされていた容よう貌ぼうは、思わず目を瞠みはるほど整ったものだった。

　彫ほりの深い顔立ちはこちらに来てからずいぶん見慣れたけれど、ここまで端たん整せいな造作はあまり目にしない。

　ロイを『美形』と称しようするなら、彼に対しては『ハンサム』と云うのが相応ふさわしいだろうか。ブルネットの髪かみに紅茶色の瞳ひとみ、スーツに包まれた体はロイに負けず劣おとらず逞たくましい。

「俺は平気だ。それよりも君のほうが大変だろう。本当に火傷やけどしていないのか？」

「大丈夫です、そんなに熱くなかったですから」

　びっくりして思わず熱いと云ってしまったけれど、火傷をするほどの温度ではなかった。

「服が染しみになってしまってるじゃないか。クリーニング代を出させてくれないか？」

「気にしないで下さい。家で洗せん濯たくすればすみますから。あっ、いま片づけますね！　コーヒーもいま新しいものをお持ちしますので」

　客の申し出をやんわりと断り、床に散ったカップの破は片へんを拾い始めた。

　店内にあまり客がいなかったのが幸いだった。大きな音に視線を集めてしまったけれど、いまは各おの々おのの食事や会話に戻もどっている。

　すぐにケイコもモップとちりとりを手に片づけを手伝いに来てくれた。こういったことには慣れているため、コーヒーと陶器の欠片かけらが散らばった床はあっという間に綺き麗れいになっていく。

「惺、私はコーヒーを淹いれ直してくるから、これを捨ててきてくれる？」

「わかりました」

「いや、いまのは俺が悪かったんだ。弁べん償しようすべきはこちらのほうだろう？」

「カップが割れることなんて、よくあることですよ。どうせ安物ですし、本当に気になさらないでいいですから」

「そうはいかない。せめて、そのズボンの弁償をさせてくれないか？」

　その男性客に強く迫せまられ、困り果ててしまった。

　惺の穿はいているジーンズは弁償してもらうほどの品ではないし、ケイコが云うようにコーヒーが零こぼれたり、皿が割れたりすることは仕事中にはよくあることだ。

「惺、こう云ってくれてるんだから、弁償してもらったら？」

　ケイコに視線を送り、助言を求めたけれど、返ってきたのは欲しかった言葉ではなかった。

「でも、今日はもう帰るだけですし……」

「そうだ、エーマートで替かえの服を買って、帰る前に着き替がえてもらうというのはどうだろう？　あそこなら、クリーニング代より安くてすむ」

　彼が云いっているのは、正門を出てすぐのところにある学生御ご用よう達たしの雑貨店のことだ。この近くにはほとんど商店はなく、買い物をするには車に乗らなくてはならない。

　文ぶん房ぼう具ぐから洋服まで色んなものが破格の値段で買える店だが、看板らしい看板は出ておらず、主に利用しているのは学生と地元の人間だけだ。

「よく知ってますね。この近くにお住まいなんですか？」

　このへんはいわゆる学生街だ。彼のように仕立てのいいスーツを身につけているような種類の人はあまり見かけない。学生には見えないし、教授や講師といった雰ふん囲い気きでもない。

「実はここが母校なんだ。今日は恩師の見み舞まいで近くまで来たから、キャンパスまで足を伸のばしてみたんだよ」

「じゃあ、先せん輩ぱいなんですね」

「全然変わってなくて嬉うれしかったよ。あ、でも、カフェテリアのコーヒーは格段に美味うまくなってたな。昔は色がついた泥どろ水みずみたいな酷ひどい味だった」

「教授もよく云ってます。いまはコーヒーが美味おいしくなってよかったって」

「だろうな」

　共通の話題に、場が盛り上がる。二人で笑い合ったあと、彼は真面目な顔で切り出してきた。

「先輩として、少しはいい顔をさせてくれ。安物でも、濡れたまま帰るよりはいいだろう？　そのくらいはさせてくれ」

「───わかりました。それじゃあ、お言葉に甘えさせてもらいます」

　惺は少し考えたあと、彼の申し出を素す直なおに受け取ることにした。










　彼がエーマートで買ってきてくれた服に着替え、カフェテリアのスタッフルームから出ると、さっきと同じ席で彼がコーヒーを飲みながら待っていた。

「あの、これ、ありがとうございました」

「サイズは大丈夫だったか？　合いそうな大きさのものを選んではみたんだが」

「ぴったりでした。本当にわざわざすみませんでした」

　少しウエストは大きめだったけれど、ベルトを締しめれば問題なく穿ける。自分では選ばないような柄がらのシャツだったため、鏡に映る自分の姿は不思議な感じがした。

「まあまあ似合ってるな。エーマートのわりにはまともなものがあってよかったよ」

　彼は惺の出いで立ちを見ながら、満足げに頷うなずいている。その眼まな差ざしが妙みようにむず痒がゆかった。

　彼ともっと話をしてみたい気持ちはあったけれど、今日はロイが待っている。

　さっき携けい帯たい電話を確かく認にんしたら、ロイからアレックスの家を出たという内容のメールが届いていた。できることなら、ロイが帰るよりも前に家に着いておきたい。

「すみません、僕そろそろ行かないといけないので……」

「そういえば、急いでいるんだったな。すまない、引き止めてしまって。じゃあ、途と中ちゆうまで一緒に行っていいかな？　車を駐ちゆう車しや場に停とめてあるんだ」

「もちろん」

　惺は彼と連れ立って、カフェテリアをあとにした。初対面とは思えないほど話が合い、二人で談だん笑しようしながら、正門へ続く煉れん瓦が敷じきの道を歩く。

（種類は違ちがうけど、ちょっとロイに雰囲気が似てるのかも）

　顔立ちや話し方が似ているわけではないけれど、彼にも否いや応おうなく人目を惹ひきつけるオーラのようなものがある。

「そうか、日本からの留学生なのか。ずいぶん英語が上手うまいね」

「小さい頃ころ、父の仕事の関係でこちらで暮らしていた時期があるので」

「そういえば、名前を聞いてなかったね」

「あ、僕は惺───サトル・モリズミと云います。ええと……」

「俺はキース・ウォーカー。その様子だと知らないみたいだけど、これでも───」

　キースと名乗った男が自己紹しよう介かいを続けようとしたとき、鋭するどい声が飛んできた。

「おい、その子に何の用だ？」

「ロイ!?」

　振ふり返るとロイが立っていた。迎むかえには来るなと云ってあったのに、待ちきれずに来てしまったようだ。

「一体こんなところで何をしてるんだ？」

「何って話をしてただけだが……」

「ロイこそ何でこんなところにいるんだよ！」

　学生たちに正体がバレたら大おお騒さわぎになってしまう。惺は慌あわてて通りすぎる人々の視線から隠そうと、近くに停まっていたトラックの陰かげへと連れていった。

「迎えに来たからに決まってるだろう。惺、俺の質問に答えろ！　どうしてあいつと一いつ緒しよにいたんだ？　一体、どこで捕つかまった？」

「それは……」

　惺に代わり、一緒についてきたキースがロイの質問に返事をする。

「それを説明する必要があるのか？　俺のほうこそ、お前に詰きつ問もんされる理由が知りたい。クロフォード、サトルとはどういう関係なんだ？」

「惺は俺の大切な───友人だ」　>>>♥

　ロイは勢い込んで云いかけたけれど、途中で苦い表情になり、躊躇ためらった末に表向きの関係を告げた。

　惺との関係を隠しているのは、惺のためだ。だが、本来隠しごとが好きではないロイには、それが辛つらいのだろう。ロイの煮にえ切らない態度に、キースは小さく笑った。

「ふぅん、友人ね」

「そんなことより、どういうつもりだ。惺に妙な気を起こしてるんじゃないだろうな？」

「ちょっと、ロイ！　何云い出すんだよ!?」

「惺は黙だまってろ。俺はウォーカーに訊きいてるんだ」

「だから、そういうことを───ちょっと待って。あのさ、もしかして二人は知り合いなの…？」

　お互たがいを見知っているような会話をしている二人の顔を見比べながら、気になったことを口にした。彼らの間には、元々反目し合っているかのような空気がある。

「知り合いって云うか、むしろライバルかな？　クロフォードの友人なのに、俺のことは知らないんだな」

　キースは自分のことを知らない惺を面おも白しろがっているようだった。ロイと出で逢あったときも同じように驚おどろかれたことを思い出す。

「あっ、もしかして同じチームの方ですか!?　すみません、僕、ベースボールには疎うとくて」

　惺が『野球』が苦手なのは、過去の出来事のせいだ。中学一年の誕生日に、両親と野球の試合を見に行く途中、交通事故に巻き込まれた。

　その事故で両親を亡なくして以来、辛い記き憶おくを思い出してしまうものからは遠とお離ざかっていた。どうしても、自分を責めてしまうからだ。自分のために父が休みを取らなければ、試合を見に行きたいと云い出さなければ、事故に遭あう事はなかったのに、と。

　そんな後こう悔かいが消え去ったわけではない。けれど、親身になってくれた周囲の人たちや、ロイとの出逢いで、心の重荷はずいぶん軽くなった。

　ロイとつき合うようになってから勉強したけれど、元々苦手意識を持っていたものの知識を吸収するのは難しく、ロイが親しくしている選手の顔と名前くらいしか一いつ致ちしない。

　ロイの活かつ躍やくを見るのは好きだけれど、とくに勝敗が気になることはないし、相手チームに興味を持ったこともない。

　そんな惺の事情を知っているロイが、簡単な説明をつけ加えてくれた。

「チームメイトじゃない。彼は〈レッドホークス〉の投手だ。惺にもチーム名くらいはわかるだろう？」

「う、うん、チームはわかる。そっか、そうだったんだ……」

　自分は妙にメジャーリーガーに縁えんがあるようだ。ロイと似た雰囲気を感じたのは、同じ職業の人だったからだろうか。

（ロイがいつも以上に怒おこってるのって、ライバルチームの投手だから？）

　それも一つの原因かもしれない。だが、それだけでここまであからさまな敵意を剝むき出しにするものだろうか。

　日米交流試合などで合同チームが結成されたときなど、他ほかのチームの選手とも和わ気き藹あい々あいとやっているように見えた。ライバルだからとマウンドの外で大人げない態度を取るようなタイプではないため、ロイの様子が不思議でならなかった。

「今度は俺の質問に答えてもらおうか。どうしてウォーカーと一緒にいたのか、その理由を聞かせてもらおうか？　それに、朝と着てる服が違うのはどうしてなんだ？」

「ええと、その、さっき大学のカフェテリアで会って───」

　いま、コーヒーの件をロイに云いえば、絶対に憤いきどおるに決まっている。この場では何とかごまかせないかと言葉を濁にごしているうちに、キースが話してしまった。

「俺がうっかりサトルの服にコーヒーを零こぼしてしまったんだ」

「コーヒー!?　惺、火傷やけどはしなかったか!?」

　キースの言葉に、ロイはさらに血相を変える。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、コーヒーは冷めてたし！　服もいいって云ったんだけど……」

「この服はウォーカーが？」

「う、うん」

　強い口調で問われて頷くと、ロイの顔は一層険しくなった。

「わざわざすまなかったな。だが、もう用はすんだだろう？　帰るぞ、惺」

「えっ、ロイ!?　ちょっ……」

　腕うでを引かれ、強ごう引いんに車のほうへと引っ張っていかれる。

「サトル、また会えるかな？」

「あ、はい。あのっ、これ、ありがとうございました」

「どういたしまして」

　ロイは有う無むを云わせず、惺を車の助手席に押し込んだ。何とか礼を云うことはできたけれど、その直後にドアを閉められてしまった。

　にこやかに自分たちを見送ってくれているキースとは対照的に、ロイは不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともせず、普ふ段だんの安全運転からは考えられないくらい乱暴に車を発進させた。

「あいつとは二度と会うな」

「……何でそんなに怒ってるわけ？」

「知らない人間に気安くついて行くな。もしお前に何かあったらどうするんだ」

「どうして、そういう云い方するんだよ。ロイらしくないよ？」

　怪あやしい人だと思ったら、即そく座ざに逃にげている。言葉を交かわして信用できると思ったから、彼の申し出を受け入れたのだ。

「見た目や語り口が普ふ通つうでも、どういう人間なのかはわからないだろう」

　ロイの云いぶんには釈しやく然ぜんとしない。

（そんなこと云ったら、ロイと初めて会ったときのほうがずっと胡う散さん臭くさかったんだけど……）

「とにかく、あいつはダメだ」

　どうやら、キースに対して、何か思うところがあるらしい。『ライバル』と云っていたから、以前から因いん縁ねんめいたものがあるのかもしれない。

　しかし、それだけでここまで機き嫌げんが悪くなるものだろうか。ロイの態度が腑ふに落ちずにいると、ふて腐くされた言葉が耳に入った。

「だいたい、なぜあいつの買った服なんか着てるんだ。俺が買った服はなかなか受け取ろうとしないくせに」

　どうやらロイは、惺がキースから贈おくられた服を着ているのが気に食わないらしい。

　しかし、これは贈りものというより、ただの着き替がえと云ったほうが正しいだろう。コーヒーで濡ぬれた服を洗せん濯たくして乾かわかすよりも、新しいものを用意したほうが手軽だっただけの話だ。

　ロイから服を受け取らないのは、やたら高いブランドものしか買ってこないからだ。

　無む駄だ遣づかいは好きじゃないと何度も云っているのに、似合いそうだからとほいほい買ってきてしまうから、気安く受け取らないようにしているのだ。

　そうしなければ、惺のクローゼットは袖そでを通しきれない洋服で溢あふれ返っていただろう。いまだって、ロイからの贈りものが所ところ狭せましと置かれている。

「仕方ないだろ、服にコーヒーがかかっちゃったんだから。それにロイが買ってくるような高いやつじゃないよ。上下で十ドルもしないんだから」

　事情を説明しても、ロイは納なつ得とくしてくれなかった。

「値段を云ってるんじゃない。これは気持ちの問題だ。恋こい人びとが他の男が買った服を着てるのを見るのは不ふ愉ゆ快かいだ。帰ったら、すぐに着替えろ」

「気持ちの問題って云うなら、ロイだって気をつけるべきだろ。怪しまれるような行動を取らなきゃ、写真だって撮とられないんじゃないの？」

　小さなことで拗すねているロイにカチンときて、云わずにおこうと思っていたことを口にしてしまった。つい嫌いやみっぽい口調になってしまった自分に、思っている以上に気にしていたのだと自覚する。

　すぐにまずいと思ったけれど、一度発してしまった言葉を取り戻もどすことはできない。

「先週出た雑誌のことを云ってるのか？」

「…………」

　昨夜、目にしたゴシップ誌がいつ発売されたものかまでは知らない。惺が黙っていると、ロイはバツの悪い表情で云い訳を始めた。

「あれは……ヒューバートの開いたパーティでエスコートを頼たのまれたんだ。ホテルの部屋の前まで送っていっただけで、やましいことは何一つしていない。パーティのことは前まえ以もつて云ってあっただろう？」

「ロイの事情はわかってるよ。でも……」

　浮うわ気きしたとは思っていないし、自分へ対しての気持ちを疑っているわけでもない。実際のところ、ロイは咎とがめられるようなことはしていないはずだ。

　だが、頭では仕方ないとわかっていても、まるで恋人同士のように親しげにしている写真を見るのは、気持ちのいいことではなかった。

　頭と気持ちは別だ。ざわつく心は自分ではどうすることもできない。一気に感情を吐はき出しそうになったけれど、すんでのところで思いとどまった。

　これからシーズン前のキャンプに行くロイのテンションを下げたくはない。プライベートをマウンドに持ち込むような人ではないけれど、集中力に影えい響きようしないとは云いきれない。

　惺はぐっと拳こぶしを握にぎりしめ、強こわ張ばる口元に無む理り矢や理り笑えみを乗せた。

「ごめん、いまのなし。聞かなかったことにして」

　いつものロイなら、わかったと云ってくれただろう。気持ちの整理がついたら話してくれと、話を終えていたはずだ。

　けれど、今日は走らせていた車を路ろ肩かたに停とめ、エンジンまで切ってしまった。

「───惺、云いたいことがあるなら、いま云ってくれ」

「……別にわざわざ云うようなことでもないからいいよ。全然気にならないって云ったら噓うそになるけど、ちゃんとわかってるから……大丈夫」

　プロのスポーツ選手は人気商売だ。

　結果を出すことが一番大事ではあるけれど、そのための環かん境きようを整えるためにはバックアップが必要になる。そして、スポンサーについてもらうには、多くのファンに注目されるようにならなくてはならない。

　アメリカに来た四年前、日本では実感できなかったロイの人気を目まの当たりにした。

　日本まで追いかけてくるほどのパパラッチたちは本国ではさらに多く、外でのプライバシーは皆かい無むと云っていいほどだった。

　もちろん、惺との関係はずっと秘密にしている。

　それは惺のプライベートを守るためと、スター選手であり、チームのアイドル的存在でもあるロイのイメージを守るためという理由からだ。

　ロイを含ふくめ、球団オーナーのヒューバートやその秘書のユーインなど、皆みなが惺を大事にしてくれている。彼らの気持ちはありがたいし、嬉うれしく思っている。

　けれど、過保護とも云える箱入り状態に、『自分は彼らの負担になっているのでは』という思いが拭ぬぐえず、どんどん申し訳なさが募つのっていったのかもしれない。

「大丈夫だって云うなら、どうしてそんな顔をしてるんだ。頼むから、正直に云ってくれ。惺は一体何を我が慢まんしてるんだ？」

「…………」

　ロイは少しも悪くない。

　むしろ、些さ細さいなことにいちいち傷つく惺がいけないのだ。こんなにも大事にしてもらっているのに、そんなことで拗ねるなんておこがましい。

「惺が嫌ならパーティには出ないようにする。できるだけ女性とは二人にならないように気をつける。あとはどうすればいい？」

「余計なことしないでよ！」

　自分でもびっくりするくらい大きな声が出てしまった。

「……ごめん。でも、ロイはそのままでいいから。それより、早く帰ろう。お昼に作れなかったから、夕ご飯は肉じゃがにするね。あ、帰る前に買い物に行かないと───」

「惺」

　話題を逸そらそうとした惺に、ロイが顔を寄せてきた。キスをしようとしているのだと悟さとり、覆おおい被かぶさろうとしてきた体を咄とつ嗟さに押し返した。

「やめ…っ」

　車の窓にはスモークがかかっているとは云いえ、どこで誰だれが見ているかわからないのだから、疑わしい行動はするべきではない。

　それ以上に、ぎこちなくなった空気をキスでごまかそうとされたことも嫌だった。

「惺……」

　拒きよ絶ぜつを見せた惺に、ロイはショックを受けた顔をしていた。

　車内は気まずい空気になり、二人して黙だまり込む。こんなに二人の間の雰ふん囲い気きが悪くなったのは初めてのことだった。

（何でこんなことになっちゃったんだろ……）

　本当ならいま頃ごろ、二人の時間を楽しんでいたはずだ。なのに、現実は会話一つなく重苦しい雰囲気に包まれている。

　たしかに、惺の行動も無神経だったと思う。しかし、殊こと更さら責め立てられるようなことだっただろうか。かけ違ちがえてしまったボタンのように、お互たがいの気持ちが嚙かみ合わない。

　ロイの気持ちは理解できなくもない。だけど、キースの厚こう意いを無下にはできなかったし、高いものは受け取れないというポリシーも曲げたくはなかった。

　隣となりにいるロイの横顔を見ることもできず、俯うつむいて膝ひざの上で握りしめた拳を見つめ続けた。

　ロイが自分のことを大事にしてくれているのは痛いほどわかっている。けれど、甘やかされるだけの存在にはなりたくない。

　そう何度も話をしてきたのに、ロイはちっとも理解してくれていなかったのだろうか。もやもやとした気持ちはいつまでも晴れなかった。

「────」

　ロイは黙ったまま車を発進させる。アパートまでの道のりは、五分もかかっていないはずなのに永遠のように長く感じられた。

　アパートの前で静かに停車させたロイは、硬かたい口調で告げてきた。

「……すまない、今日は帰る」

「え!?」

　予想外の言葉に、惺は弾はじかれたように顔を上げる。

「このまま一いつ緒しよにいたら、惺に嫌な思いをさせるだけだからな。頭を冷やさせてくれ」

「……わかった」

　嫌だと思っているのに、口から出たのは承しよう諾だくの言葉だった。こんな気持ちのまま、ロイと別れたくない。だけど、惺にはどう引き止めればいいかわからなかった。

　惺が車を降りると、ロイは振ふり返ることもなく行ってしまった。追いかけたくても、惺には手段がない。ロイの車が見えなくなるまで見つめ続けることしかできなった。

　いままで、たくさんケンカをしてきたけれど、こんなふうにすれ違った気持ちのまま別れたのは初めてだ。

　一いつ緒しよにいられれば、仲直りのきっかけを探すこともできるのに、背を向けられてしまってはどうすることもできない。

「……ッ」

　吹ふきつけてくる風は刺さすように冷たく、惺の体温を奪うばっていく。そんな中、瞳ひとみの奥だけがじわりと熱くなっていくのを、歯を食くい縛しばって堪こらえるしかなかった。
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　惺はカフェテリアの外の席で冷めかけたカフェラテを啜すすった。食しよく欲よくはあまりなく、今日口にしたのは無む理り矢や理り流し込むようにして食べた朝食のシリアルだけだ。

　冷たい風の吹く中、敢あえて外にいるのは一人になりたかったからだ。店内の席を取っておいてくれた友人の誘さそいを断り、こうして冷えた椅い子すに座っている。

　風邪かぜを引かないようにとロイがプレゼントしてくれたカシミアのマフラーを押し上げ、入り込もうとしてくる冷たい風から首をカバーする。

　いまはこのマフラーの温かささえ、惺の胸を切なくさせた。

（ロイ、まだ怒おこってるのかなぁ……）

　メールの届かない携けい帯たい電話を見つめながら、ため息を吐く。あの日、アパートの前でロイと別れてから、何の連れん絡らくももらえていなかった。

　自分から何度かメールは送ったけれど、電話はできていない。いつもはロイのほうから電話をしてくるため、惺からはどのタイミングで電話をすればいいのかわからなかった。

　そろそろシーズン前のキャンプが始まってしまう。その前に一言でもいいから話したいのだが、迷めい惑わくにならないタイミングを考えると、携帯電話のボタンを押す指が止まってしまう。

　ユーインに聞けば細かなスケジュールを教えてくれるのだろうが、こんなことで多た忙ぼうな彼の手を煩わずらわせたくはなかった。

　昨夜、『怪け我がしないようにがんばって』とメールを送っておいたけれど、それの返事もない。

　一緒にいればお互いの表情で相手の気持ちを察することもできる。しかし、声を聞くことさえできないいま、ロイがどんな思いをしているのか慮おもんぱかることすらできなかった。

　あの日のことは、一体何がいけなかったのだろうか。多忙な中、わざわざ自分に会いに来てくれたロイに嫌いやな思いをさせるつもりは微み塵じんもなかった。

　ロイと些細なことでケンカするのはよくあることだ。

　けれど、何があっても一晩経たったら仲直りしようと約束してあるし、大たい抵ていは一晩経つ前にどちらかが謝り、元の鞘さやに収おさまるのが常だった。

　しかし、いま思い返してみると、先に謝るのはロイのほうが多かった気がする。

　謝罪の言葉を切り出すタイミングを摑つかめない惺にきっかけをくれ、ぎこちなくなった空気を積極的に和なごませようとしてくれていた。

「甘やかされてたんだな、僕って……」

　そのことを改めて認にん識しきする。早く大人になりたいと足あ搔がいているつもりだけど、所しよ詮せん、周りの大人たちに庇ひ護ごされるばかりだった。

「よっ、惺」

「アレク……！」

　突とつ然ぜん、人の頭を搔かき回してぐしゃぐしゃにしてきたのはアレックスだった。

　惺は髪かみを直しながら抗こう議ぎの眼まな差ざしを向けるけれど、アレックスは気にすることなく、ランチが載のったトレーを手に惺の正面に腰こしを下ろす。

「何でわざわざ外にいるんだ？　こんな寒いのに」

「ちょっと考えごとしたかったんだよ」

　アレックスが来た途と端たん、通りすぎていく学生たちの視線があからさまになった。主に女子からの熱い眼差しが多いのだが、本人はとくに気にならないようだ。

　ロイの腹はら違ちがいの弟であるアレックスは母親が日本人であるため、ロイやヒューバートとは違って髪も瞳も漆しつ黒こくだ。顔の輪りん郭かくや鼻筋は似ているから、そこは父親譲ゆずりなのだろう。

　身長は百八十センチを超こえているけれど、本格的にスポーツをしているわけではないのでロイよりは細身だ。

「ずいぶん不景気な顔してるけど、どうかした？」

「べ、別に何もないけど」

　曖あい昧まいに笑ってごまかそうとしたけれど、アレックスは尚なおも追つい及きゆうしてきた。

「何もないって顔じゃないだろう。久々にロイと会ったってのに、何落ち込んでるんだよ？　デートの前後はいつも幸せオーラだだ漏もれのくせに」

「えっ、噓うそ!?」

　思わぬ指し摘てきに、大きな声が出てしまった。目を瞠みはって驚おどろいている惺に、アレックスは呆あきれた眼差しを向けてくる。

「そんな噓ついてどうすんだ。あんなに上じよう機き嫌げんなら、誰だれだって気づくに決まってるだろ」

「そ、そうだったんだ……」

　周囲に違い和わ感かんを覚えさせるほど態度に出ていたとは、自分ではちっとも気づいていなかった。

（もっと気をつけよう……）

　どんなだらしない顔をしていたのかと考えると、無む性しように恥はずかしくなってくる。過去を振り返り、自らの言動を省かえりみる。

「ていうか、どうしてもっと早く教えてくれなかったんだよ！」

　指摘してくれていれば、気をつけることもできたのにとアレックスを逆さか恨うらみしたくなる。

「だって、水差すのも悪いだろ。日本では人の恋愛を邪じや魔ますると馬に蹴けられるんだろ？　まあ、惺の機き嫌げんがいい原因がわかってるのは俺だけだし、気にしなくていいんじゃね？」

「気にするよ！」

　冷たい空気で冷えていたはずの頰ほおはいま、羞しゆう恥ちで熱くなっていた。できることなら、そのときのアレックスの記き憶おくを消してしまいたい。

「俺としては、いま惺がヘコんでることのほうが気になるけどな」

「！」

　真面目まじめな面おも持もちで云いわれ、小さく息を吞のんだ。

「ロイと何かあった？　云いたくないなら云わなくていいけど、あんまり一人で抱かかえ込むなよ。俺じゃ頼たよりないって云うならユーインでもいいからさ」

「…………」

　誰にも云わずにおこうと思っていたけれど、アレックスの言葉に心が揺ゆらぐ。こんなことで無関係の人を煩わせたくなかった。だが、アレックスになら、相談してもいいかもしれない。そう思い、ロイとケンカをした経けい緯いを搔い摘つまんで説明することにした。

「実はさ……」

　急きゆう遽きよ、カフェテリアでのアルバイトのピンチヒッターが入ってしまったこと、カフェテリアでトラブルがあり、その相手が服を弁べん償しようしてくれたこと、その人が〈レッドホークス〉の選手だったこと、そして、彼と二人で歩いているところにロイが鉢はち合わせたこと───。

　順を追って説明していくうちに、アレックスの表情はどんどん曇くもっていった。

「なるほどね、だからロイの機嫌が悪かったんだ。今日の朝帰るって云ってたのに、昨日すぐ戻ってきたから何があったのかと思ってたんだ」

　話を聞き終えたアレックスは、腕うでを組み、難しい顔で頷うなずいている。

「確かに僕が無神経だったところもあると思う。でも、そんなにあそこまで怒るようなことなのかって……」

「あー……それは相手が悪かったな。一いつ緒しよに歩いてる男がキース・ウォーカーじゃ、誰でも不安にもなるよ。正直、俺がロイの立場だったとしても心穏おだやかではいられないだろうな」

「何で？　すごくいい人だったけど」

　キースはとても親切で気さくな人だった。渋じゆう面めんを浮うかべたアレックスに問い返すと、云いにくそうにその理由を教えてくれる。

「惺は興味がないから知らないだろうけど、キースもメジャーの中じゃかなりのプレイボーイのほうだからな。ロイは女たらしって評判だけど、あっちは男女問わずだから」

「そうなの!?」

「相手の名前は何て云ったかな……ちょっと前はスレンダーなユニセックスで売ってるモデルの男とつき合ってたはずだけど。本人もバイだってことは公言してるから、有名な話なんだけど本当に知らなかったんだ？」

「ぜ、全然知らなかった……」

　アレックスの説明を聞き、ロイが警けい戒かいしていた理由が少しわかるような気がした。

　そんなふうな噂うわさが絶えない人だったなら、惺がナンパされていたのだとロイが誤解していても頷ける。人は見かけによらないとはよく云ったものだ。

（僕だって、ロイがすっごい綺き麗れいな女優さんと一緒にいるのを見るのは嫌だもんな……）

　どんなに恋こい人びとを信しん頼らいしていても、嫉しつ妬と心というものはコントロールが利かない。理性で苛いら立だちを抑おさえることはできても、心が曇るのはどうすることもできないのだ。

「ロイとはタイプは違ちがうけど、どっちも女のファンが多くて色いろ恋こい沙ざ汰たが多いだろ。ロイに関しては、最近のはやらせみたいなもんだけど。上手うまく云えないけど、キャラが被かぶってるって云うか……俺の云いたいことわかる？」

「うん、何となくわかる」

　キースが話しやすかったのは、少しだけロイに似てると思ったからだ。

　見た目も口調も全然違うのに、そんなふうに感じたのは二人とも人を惹ひきつけるカリスマ性を持っているからかもしれない。

「同じポジションってこともあって、比ひ較かくされることが多いんだよ。先シーズンはちょっとロイの調子が悪かっただろ？　もしかしたら、ロイも意識してるんじゃないかな」

「────」

　そう云われてみれば、思い当たる節がある。ロイがヤキモチ焼きなのはいつものことだけれど、この間は不思議なくらいピリピリしていた。

　基本的に人当たりのいいロイにしては珍めずらしい態度だったのは、虫の居所が悪いせいかと思っていたが、元々思うところがある相手だったことが大きな原因だったのだろう。

「どんなに安かろうが、そんな男からもらった服なんか着てたら、ロイだって拗すねるよ。自分の贈おくった服は突つっ返されて、初対面の男からなら受け取るって釈しやく然ぜんとしないだろ？　ロイが大人げなかったのは事実だけど、惺もロイの気持ちわかってやれよ」

「……うん」

　事情を知り、素す直なおに反省する。キースの厚こう意いを疑う気はないけれど、ロイの複雑な心情は察することができるような気がした。

　理由があったにせよ、自分のプレゼントは受け取ってもらえず、見ず知らずの人からのプレゼントは簡単に受け取り、当たり前のように身につけていたら、誰だってあまりいい気持ちはしないだろう。

「ロイからのプレゼントくらい、大人しく受け取ってやったら？　離はなれてる時間と距きよ離りをロイはプレゼントで埋うめようとしてるだけなんだから」

「それはわかってるけど、量と金額が普ふ通つうじゃないって知ってるだろ？」

　惺のクローゼットはロイからの贈りもので溢あふれている。大学にあまり高価な服装で登校するわけにもいかないため、まさに宝の持ち腐ぐされだ。

「服が嫌いやなら学術書でも買ってもらえばいいじゃん。使わなくなったら、大学に寄付すりゃいいんだからさ」

「そんなこと云ったら、部屋が埋まるくらい届くだろ！」

　惺が何か欲しいと呟つぶやけば、ロイはそれを抱えきれないほどプレゼントしようとしてくる。

　以前、好きな花の種類を教えたら、誕生日に部屋を埋め尽つくすほどの花束が届けられた。綺麗だったし、気持ちは嬉うれしかったけれど、物には限度というものがある。

　きっと、これまでつき合ってきた相手にはそうやってたくさんプレゼントをして、喜ばれてきたのだろう。

「別にいいじゃん。俺なんか車買ってもらったし、いま着てるこの服だってロイのクローゼットからもらってきたやつだぜ」

　昨日、ロイが乗っていた車はアレックスの入学祝いにプレゼントされたものだ。

　普ふ段だんはアレックスが乗り回しているけれど、こちらに来たときはロイに優先的に使わせるという条件で贈られた。

　着るものに執しゆう着ちやくしないロイのクローゼットには、専属スタイリストが用意したものの一度しか袖そでを通していないものがたくさんある。新品同様のそれらのほとんどが、アレックスへのお下がりとなるのだ。

「アレクは弟だからいいんだよ」

「何云ってんだ、惺は『恋人』だろ。普通は恋人のほうがデカい顔するもんだぞ」

「…………」

　押し黙だまった惺に、アレックスは苦く笑しようを零こぼした。

「惺はその控ひかえめなところが長所であり、短所だよな。ロイに対してはもっと図ずう々ずうしくなってもいいんだぞ。度がすぎるって思うくらいのわがままを云うくらいでちょうどいいと思うけどな。そのほうがロイも喜ぶし」

「わがままって云ったって、充じゆう分ぶん甘えさせてもらってるよ」

「どこがだよ！　ウチの母さん見てれば日本人が控えめなのはしょうがないんだろうなとは思うけど、自己主張するのも恋人の仕事だろ」

「そうは云ったって……」

　これ以上、何を主張すればいいのだろう。可能な限りの望みは最大限に叶かなえてもらっているし、それ以前にロイは惺に大甘だ。アレックスの言葉に、頭を抱えてしまう。

（できることなら熱愛記事なんて見たくないけど、ロイの責任じゃないし……）

　ああいうものはどんなに気をつけていても、捏ねつ造ぞうのしようはいくらでもある。

　大勢でいたとしても二人だけを切り取ってしまえば、デート中の写真になってしまうし、ロイの笑え顔がおは誰だれに対してのものでも特別なものに見える。

　本気で悩なやみ始めた惺に、アレックスは肩かたを竦すくめて大きなため息を吐ついた。

「まったく……欲よくがないのも困ったもんだよな。たまには『もっと一緒にいたい』とか云ってみたらどうだ？」

「そんなこと云えないよ！　いまだって無理して時間作ってきてくれてるのに……」

「それは違う。そういうのは無理してるんじゃなくて、当然の努力だろ」

「……う……」

「わがままっていうのはその範はん囲いの外のことを云うんだよ。『もっと一緒にいたい』って云って、一緒にいられる時間が三分でも伸のびたらラッキーじゃん。もし惺が限度を超こえたわがままを云ったとしても、ロイならちゃんと諭さとしてくれるよ」

「……そっか、そうだね」

　アレックスの言葉にはっとした。

「恋人からの困ったお願いがなきゃつき合っててもつまんないだろ？　それに、惺に云われるならすげー嬉しいけどな」

「え？」

　惺が訊きき返すと、何故なぜかアレックスは慌あわてた様子で捲まくし立てた。

「あ、いや、ロイがって話！　とにかく、早く仲直りしろよ。惺とケンカしてると、ロイはもろに成績に出るんだから。惺だって、もやもやしたままじゃ気持ち悪いだろ」

「それはわかってるけど……仲直りするきっかけが……」

　自分だって、すぐにでも仲直りしたいと思っている。けれど、電話にも出てもらえない状じよう況きようでは、謝罪するタイミングさえ摑つかめない。

「きっかけなんて、俺が作ってやるって。ほら、もうすぐロイの誕生日だろ。そのときにサプライズでも仕かけたら？」

「サプライズ？」

　アレックスのアイデアに、目を瞠みはる。

「だからさ、ウチでパーティやるのは決まってるんだし、前日とかに何かすればいいじゃん。たしか、キャンプから帰ってくるのはその日だろ？」

「そっか、誕生日かあ……」

　クロフォード家では、家族の誕生日にパーティを開くのが恒こう例れいだ。屋や敷しきに親しい人たちを招き、母親である玲れい子この手料理を振ふる舞まうのだ。

　惺がアメリカに来てからは、惺の誕生日もそうやって祝ってくれている。

（たしかに誕生日はいいきっかけかもしれない）

　お祝いと一緒になら、素直な気持ちを伝えられそうだ。ついでと云っては言葉が悪いかもしれないけれど、口実があるのとないのとでは全く違う。

　惺はアレックスのアドバイスに従うことにした。

「ロイと会えるように、俺からヒューバートとユーインにも頼たのんでおくよ。それでもダメだったら、俺が慰なぐさめてやるからさ」

「……ありがとう、アレックス」

　ロイにそっくりな無む邪じや気きな笑顔に癒いやされる。朗ほがらかに笑うアレックスに力づけられ、惺もようやく笑顔を浮うかべることができた。
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　さっきよりも鼓こ動どうが速くなっているにも拘かかわらず、握にぎりしめた手の平はさらに冷たくなっていた。

（ロイに何て云って声をかけよう……）

　いま、惺がいる場所は空港のＶＩＰ専用出口だ。キャンプから帰ってきた選手たちを出で迎むかえるため、彼らの家族や恋こい人びとが落ち着かない様子で待ち侘わびている。

　ここへのパスを用意してくれたのはユーインだ。ファンやパパラッチを避さけるため、関係者以外は立ち入り禁止になっている。

「チームの成績にも関かかわる問題ですから、速すみやかに解決してきて下さい」と、にこやかに送り出された。何もかも知られているのは恥はずかしいが、理解があるのはありがたい。

　もちろん、惺が待っているのはロイだ。

　約一月ぶりの再会かと思うと、緊きん張ちようせずにはいられない。何度唾つばを飲み込んでも喉のどはカラカラで、いますぐ逃にげ出したい気持ちでいっぱいだった。

　しかし、ここまで来て逃げるわけにはいかない。今日は、あの日のことやこれまでの自分の態度を謝るつもりだ。

　簡単に許してもらえるとは思えないし、わだかまりが一いつ瞬しゆんで解けてくれるとも思っていない。自己満足と云われればそれまでだが、とにかく自分の気持ちをロイに伝えたかった。

（一応、誕生日のプレゼントも用意したし……）

　ありきたりかとは思ったが、ネクタイにした。好みの近いアレックスにも選ぶのを手伝ってもらったから、センスは悪くないと思う。

　どんなふうに切り出そうかと頭を悩ませていると、周囲のざわめきが大きくなった。どうやら、球団所有のジェット機が到とう着ちやくしたという連れん絡らくが彼らの携けい帯たい電話に届いたようだ。

　つまり、もうしばらくすれば、ロイがこの場に現れるということだ。そう思ったら、否いや応おうなく緊張が増してきた。

　ロイは自分を見て、どんな顔をするだろう。困った様子ならまだいい。もしも、まだ怒おこっていたとしたら、それを見た瞬間に頭が真っ白になってしまいそうだ。

「あっ、パパだ！」

　幼い女の子の嬉うれしそうな声に、ぎくりとして惺は顔を上げた。彼女の視線の先を見ると、廊ろう下かの奥から体格のいい選手たちがぞろぞろと歩いてきていた。

　駆かけ寄っていく子供を抱だき上げたり、出迎えた恋人と抱き合ったり、それぞれに再会を祝っている。迎むかえがない選手も、これから数日はオフのためか、清せい々せいした顔で通りすぎていく。

　ロイの姿を必死に探していたら、その中に知った顔があった。ロイと主に組むことの多い捕ほ手しゆのジェフリー・マクファーレンだ。惺の姿を見つけた途と端たん、彼は人ひと懐なつこい笑みを浮かべる。

「惺じゃないか！　久しぶりだな、元気にしてたか？」

「うん、もちろん。ジェフも元気そうでよかった。あれ、奥さんは迎えに来てないの？」

　気さくに声をかけられ、強こわ張ばっていた顔に微かすかな笑みを浮かべることができた。

　こうして顔を合わせるのはクリスマス以来だ。

　ジェフリーは去年結けつ婚こんして、いまは子供もいる。ロイの家で行われたパーティで会ったけれど、奥さん似の可愛かわいい女の子だった。

　子供好きのロイは初対面から気に入られ、ロイ以外が抱こうとすると火がついたように泣き出し、ロイの腕うでに戻もどると笑顔になるというあからさまな態度の違ちがいに笑いが起きたものだ。

「娘むすめが熱を出したって云うから、迎えには来なくていいって云ったんだ。今日は土産みやげを買ったらまっすぐ家に帰るよ」

「そっか、それは心配だよね……。あ、でも、パパの顔を見れば、きっとすぐ熱なんか下がっちゃうよ」

「そうか？　だったら、早く帰らないとな」

　娘の顔を思い浮かべているのか、マウンドでは絶対に見せない緩ゆるんだ顔をしている。

　本当に娘が可愛くて仕方がないのだろう。世間一いつ般ぱんの父親同様に、大きくなっても嫁よめにはやらないと豪ごう語ごしている。

「そんなわけで、明日のパーティは参加できるかわからないんだ。みんなにすまないと伝えておいてくれ」

「うん、わかった。お大事にしてね」

　具合が悪いのなら、無理は禁物だ。ジェフリーの家族に会えないのは残念だけれど、せっかくの休きゆう暇かなのだから、家族水入らずで過ごしたほうがいい。

「惺はロイの迎えだろ？　あいつならもう少ししたら来ると思うぜ。一番後ろの席で死んだように寝ねてたから、放って置いてきちまった。今回はいつもとメニューを変えて練習してたから、疲つかれが溜たまったのかもな」

「ロイ、そんなに疲れてるの？」

　ジェフリーの言葉に、心配になってしまう。チームのムードメイカーで、誰だれよりも元気なことがトレードマークのロイが疲れ切っているなんてよほどのことだ。

　惺が表情を曇くもらせると、ジェフリーは慌あわててフォローを入れてきた。自分の言葉が不安を誘さそったことを悪く思ったのだろう。

「まあ、あれだけ寝てたんだからもう回復してるだろ。大だい丈じよう夫ぶだよ、惺の顔を見ればあっという間に元気になっちまうって」

「……うん……」

　いつもなら、そうだねと笑って返せていただろう。しかし、いまは自分の存在がロイの重荷になっているのではないかという懸け念ねんが拭ぬぐえなかった。

　顔を見せることで、余計に負担を与あたえてしまわないだろうか。決意を固めて会いに来たつもりだったけれど、惺の心の中にはまだ迷いが残っていたようだ。

「あのさ、ちょっと訊ききたいことがあるんだけど……」

「うん、どうした？」

　相棒であるジェフリーなら、ロイの些さ細さいな変化にも気づいているかもしれない。そう思い、惺は迷った末に躊躇ためらいがちに切り出した。

「最近のロイの様子って、どうだった……？」

　ジェフリーは、惺の問いに腕を組んで考え出した。

「ロイの様子？　うーん、別に普ふ段だんとそう変わらなかったが……いや、待てよ。そう云いえば、いつもより怖こわい顔で練習してた気がするな。飯食いに行こうぜって声かけても気づかないときがあったっけ」

「えっ……」

「あいつにしては珍めずらしく、去年の記録争いは気にしてたみたいだし、不調な時期もあったしな。トレーニングメニューを見直したのは、そのせいもあるのかもしれない。仕上がりはいいみたいだけど、無む茶ちやをして故障しなきゃいいが……」

「…………」

　やはり、ロイはキースのことをかなり意識しているのかもしれない。だからこそ、惺が彼と歩いているのを見て、あんな反応をしたのだろう。

「あ、いや、平気だって！　そんな深刻にならなくたって大丈夫だろ。あいつの場合、いままで悩なやみがなさすぎたくらいだからな。それとも、何か気にかかることでもあるのか？」

「うん、まあ……」

　惺が曖あい昧まいに濁にごすと、ジェフリーは何かに気づいたような顔をした。

「もしかして、ロイとケンカでもしてるのか？」

「……実はそうなんだ……」

　隠かくし立てをしても仕方がないと思い、問いかけに素す直なおに頷うなずいた。ジェフリーなら不用意に他言することはないし、自分たちの関係もよく知っている。

　惺の答えと沈しずんだ様子に、ジェフリーは得心したという顔をした。

「なるほどね。珍しく俺に惚のろ気け話をしてこないと思ったら、そういうわけだったのか。どうせまたあいつが無神経なことでも云ったんだろ？」

「ううん、今回は僕が悪かったんだ。上手うまく云えないんだけど、僕が不用意なことをして、ロイを嫌いやな気持ちにさせちゃって……」

　照れ屋な惺に対して、ロイは大だい胆たんで積極的だ。

　育ってきた環かん境きようの差もあるし、元々の性格もある。そんな感覚の違いから些細な諍いさかいになるのはよくあることだけれど、今回はいつものような簡単な問題ではない。

「どうせ惺に怒られて、ロイが勝手に拗すねてるだけだろ？　惺が苛いらつく気持ちはよくわかるよ。いい年してガキっぽいところあるしな」

「いや、そうじゃなくて───」

「ま、とにかく、俺に免めんじて許してやってくれよ。あとでビシッと云っておいてやるからさ！」

「あ、ありがと……」

　ジェフリーは勝手に納なつ得とくしているようだが、いま誤解を解くのは諦あきらめた。事が片づいたあと、機会があればゆっくりと事情を話せばいい。

　まずはロイときちんと話をして、自分の気持ちを伝えることが先決だ。

「ほら、来たぞ」

「！」

　ジェフリーの声に、薄うすらいでいた緊きん張ちようが戻ってくる。まるで油の切れたロボットのようにぎこちなく振ふり返ると、廊下の先からロイが歩いて来るのが見えた。

（ま、まだ気持ちの準備ができてないのに……）

　混乱に目を泳がせていると、背中を叩たたかれ、ロイが歩いてきた方向へと押し出される。

「ロイのこと、頼たのんだぞ」

　ジェフリーは惺の耳元でそう告げると、さっさと行ってしまった。ロイは下を向いて歩いているため、まだ惺には気づいていないようだった。

　緊張を解きほぐそうと、乾かわいた唇くちびるを何度も舐なめる。そして、躊躇いの末、どうにか言葉を発することができた。

「ロイ…！」

「惺!?」

　惺の姿に、ロイはまるで幽ゆう霊れいでも見たかのような表情を浮うかべた。その場で固まったまま動けずにいるロイの許もとへと一歩ずつ歩んでいき、手が届きそうな距きよ離りで足を止めた。

「ええと……ひ、久しぶり」

　必死に頭を回転させて出てきた言葉は、ぎこちなく上うわ擦ずってしまった。そんな惺を、ロイは笑ったりしなかった。

「ああ、そうだな。……元気だったか？」

「うん、元気だよ。ロイは？」

「俺も、元気だよ」

「あの、明日ロイのバースデーパーティだから。それで、早く着いたからユーインに連れてきてもらったんだ」

「そうか」

「う、うん……」

「…………」

　すぐに会話が続かなくなってしまう。

　何からどう話せばいいだろうかと色々とシミュレーションしていたけれど、惺の口から出てきたのは、用意していた言葉とは違ちがうものだった。

「あのさ、ロイ。何て云うか、その、ええと…………あ、会いたかった」

「！」

「あっ、違ちがっ、いや、違わないんだけど！　僕何云ってるんだろう、ごめん、久しぶりで混乱してるみたい」

　惺が一番にしなければならなかったのは謝罪だ。思わず口にしてしまった願望を真っ赤になって云い訳をしていると、ロイは相好を崩くずした。

「俺も、惺にずっと会いたかった」

「……っ」

　呆あきれられると思っていたのに、優やさしい笑えみを向けられ、声が詰つまる。じわりと瞳ひとみの奥が熱くなったけれど、込み上げてきそうになった涙なみだはぐっと堪こらえた。

「こんなところでって怒おこられるかもしれないけど───抱だきしめていいか？」

「……うん」

　周りに誰だれもいないことを確かく認にんしてから、小さく頷く。ロイはその長い腕うでに惺の体を抱き込んだ。自分を包む感かん触しよくと温かさに、体の強こわ張ばりが解けていく。

　シーズンが始まれば会えない時間は長くなるし、こちらに留学する前は何ヶ月も会えない時間があった。けれど、そのときよりも諍いをしたまま顔を合わせられなかったこの数週間のほうがよほど辛つらかった。

「お疲つかれさま。……それと、おかえり」

「ただいま」

　そんな当たり前のやりとりができたことが、惺には嬉うれしくてたまらなかった。　>>>♥










　パパラッチ対策のために変装し、ユーインが用意してくれていた車に乗り込んだ。他ほかの選手たちは球団の用意したバスや家族の迎むかえで各おの々おの帰っていったあとだった。

　スタジアムジャンパーを羽織り、眼鏡と帽ぼう子しで顔を隠すよう指示されたのは、万が一、ロイが見つかってしまったときに、惺の素す性じようを知られずにすむようにとの配はい慮りよからだ。

　ロイも同じ帽子を被かぶり、サングラスをかけている。それでも滲にじみ出るオーラは隠しきれていないけれど、これはもう仕方がない。

「車を出してもいいか？」

「うん」

　ロイは惺がシートベルトをしたことを確認してから、駐ちゆう車しや場を出発する。

　ロイの運転する車に乗るのは、ケンカをしてしまったあの日以来のことだ。そう思うと、また緊張が込み上げてくる。

　気分を落ち着けようと外の景色に目をやり、ふと違い和わ感かんに気がついた。

「あれ、どこか寄っていくの？」

　ロイの実家へ行くには、高速道路に乗る必要がある。けれど、車はそちらとは逆の方向へとハンドルを切っている。買い物でもして行くつもりなのだろうか。

「ホテルだが？」

「え、ホテル？　何で？　家に帰るんじゃないの？」

　シーズン中は球場の近くのマンションで暮らしているロイだが、それ以外の時期はほとんど実家住まいだ。郊こう外がいにある広大な敷しき地ちに立つ屋や敷しきは、惺が過ごした高校の校舎よりも広い。

　ロイの父親は若い頃ころに立ち上げた会社を一代で大きくし、財を築いた。

　その才覚を受け継ついだヒューバートも自ら事業を興し、成功を収めたことでいまのクロフォード家がある。

　セキュリティが万ばん全ぜんなのはもちろんのこと、自主練習ができるグラウンドやトレーニングルームも併へい設せつされており、どこよりも快適に過ごせるようになっているのだ。

「ユーインから、今日は俺のバースデーパーティの準備で忙いそがしいから、帰ってくるなと云いわれている。部屋ももう押さえてあると云われたが……惺は何も聞いてなかったのか？」

「う、うん、空港までは連れてきてくれたけど……」

　ロイと会ったあとのことまでは何も話していなかった。もしかしたら、二人でじっくり話し合ってこいとの配慮なのかもしれない。

「気を遣つかわれたかな」

「……っ」

　小さく笑うロイに、惺は頰ほおを染めた。細かなフォローをしてくれるのはありがたいが、気き恥はずかしさも否いなめない。気が利ききすぎるのも考えものだ。

　しかし、ここまでお膳ぜん立だてされては、何も解決しなかったという報告をするわけにはいかない。時間を置いてしまったぶん、二人の間のわだかまりは複雑に絡からまってしまっているかもしれないが、丁てい寧ねいに解きほぐしていくしかない。

　惺は静かに深呼吸をしたあと、ゆっくりと口を開いた。

「───ロイ。僕の話を聞いてもらってもいいかな…？」

「ああ、もちろん」

　慎しん重ちように切り出すと、ロイの表情も引き締しまった。

　車の中ではなく、きちんと向き合って話し合うべきかとも思ったけれど、いまはまだロイの目をまっすぐ見つめて話す度胸が持てそうにない。

「色々と、ごめんなさい。僕、自分の都合ばっかりで、ロイの気持ちを全然考えてなかった」

　自分の価値観を守ろうとするばかりに、ロイがどんなふうに考えているか思いやる気持ちが足りていなかった。

　キースとの一件で諍いさかいになってしまったのも、それまでの積み重ねの結果だ。

　惺がもっと素す直なおにロイからの好意を受け取っていれば、あんなふうに一いつ触しよく即そく発はつの空気が生まれることはなかっただろう。

「ロイのプレゼントを素直に受け取れなかったのは、僕が自分に自信がなかったせいもあるんだと思う」

「自信？」

「こういう服を着ることが相応ふさわしい人間なんだろうか、こんな高価なものに見合う人間なんだろうかって。……僕はずっとロイのパートナーとして胸を張れるかどうか、自信が持てなかったんだ」

　次から次に贈おくられるプレゼントが負担になってきたのは、いつだったのだろう。

　もちろん、無む駄だ遣づかいも好きではない。けれど、それ以上に与あたえられるばかりの自分が情けなく思えて仕方なかった。

　皮肉にも、そんな心理に気づいたのはロイと距離を置く時間ができたお陰かげだ。それまでの長い間、胸の奥に少しずつ澱おりのように溜たまっていたのだろう。

「自信がないのは、俺のほうだ。いつ惺に愛あい想そを尽つかされるんじゃないかと怖こわくてたまらなかった。いま思えば、プレゼントを買うのは、そんな不安を少しでも消したかったんだろうな。結果的には逆効果だったわけだけどな」

「何云ってるんだよ、ロイに愛想尽かすなんてあるわけないだろ！」

　プレゼントを贈ってくれる気持ちが嬉しくなかったわけではないし、世界が終わったとしてもロイへの気持ちがなくなることもありえない。

　即そく座ざに否定したけれど、ロイは「可能性の話だ」と静かに云った。

「俺よりいい男が現れる可能性はゼロじゃないだろう？　誰だって惺に会ったら、好きになるに決まってる」

「考えすぎだと思うけど……」

　それこそ、恋こい人びとの欲よく目めではないだろうか。『いい男』だと判断するのは、それぞれの主観によるところが大きい。惺にとっての理想がロイである以上、その基準を超こえるというのは本人以外には不可能ではないだろうか。

「あの気難しいヒューバートが惺のことは一目で気に入ったし、俺には厳しいユーインだって惺には甘いだろう。アレクだって、惺に初めて会ったときに一ひと目め惚ぼれしてるしな」

「えっ!?」

　衝しよう撃げきの事実を知らされ、絶句した。そんな話、本人からも聞いたことがない。

「年下の女の子に見えたそうだ。もちろん、気のある素そ振ぶりを見せたりしたらただじゃおかないと脅おどしてある」

「そ、そうなんだ……」

「この間、電話をしてきた大学の友人とやらも、惺に気があるみたいだったじゃないか。キース・ウォーカーだってそうだ。服を汚よごした詫わびをしたいだけなら、黙だまってクリーニング代だけを置いていけばいいはずだ。そうしなかったのは、惺と接点を持ちたかったからに決まってる」

「それは───」

　キースの件はまさか、と思いつつ否定する材料は持っていなかった。恋れん愛あい感情かどうかは置いておいて、好意を向けてくれているのは事実だ。

「俺よりいい男はたくさんいるし、魅み力りよく的な女の子に惹ひかれることもあるかもしれない。永遠に俺だけを見ていてくれる確証はない。いつか離はなれていってしまうかもしれない───それが怖いんだ」

　いまは寄せてもらっている好意の種類ではなく、ロイが不安に思っていたということのほうが重要だった。

　ロイは惺を信じていないのではない。自分に対しての自信が揺ゆらいでいるのだ。

（どうすれば、ロイの不安を和やわらげることができるんだろう……）

　ロイ・クロフォードは誰だれもが認めるスーパースターだ。選手としての実力はもちろん、ハリウッドスターを凌しのぐほど端たん整せいな容姿と、裏表のない気さくな性格で誰からも愛されている。

　そんな人が、自分を好きになってくれたことも奇き跡せきのようなことだ。その上、惺と同じような不安を抱かかえていたなんて知らなかった。

　けれど、その不安はそれだけ惺を愛してくれているという証しよう拠こだ。

「あの日のことは、自分でも大人げなかったと反省してる。あいつのことを思っていたよりも意識していたんだって、あのとき気がついた」

「え…？」

　突とつ然ぜんの告白に、惺は目を瞬しばたたいた。あいつと云うのは、キースのことだろう。先シーズン、キースと記録争いをしていて比ひ較かくされることが多かったとアレックスが云っていた。

「多分、上り調子の若手に自覚していた以上のライバル心を持っていたんだろうな。俺は肉体的にはいまがピークだと思ってる。これからは落ちていく一方だ」

「そんなこと……！」

「いいんだ。どんなにメンテナンスしたって、体が衰おとろえていくのは仕方がない。それをカバーできるようにトレーニングしてはいるが───きっと、脂あぶらの乗ってきた若手に追い上げられている不安を感じてたんだろうな」

　それは、初めて聞くロイの弱音だった。ロイは誰に対しても、仕事に関して愚ぐ痴ちや文句を云うことはない。どんな苦境でも『大だい丈じよう夫ぶ』と笑って、周囲を力づけてきた。

　苦く笑しようしながら軽い口調で云っているけれど、簡単に口にしたとは思えない。

「惺に八つ当たりするなんて、最低だな俺は。電話もメールもずっと返せていなくてすまない。何から話していいかわからなくなってしまって……こんなんじゃ、本当に愛想を尽かされてしまいかねないな」

　自じ嘲ちよう気味に笑うロイの膝ひざに手を置き、必死に自分の気持ちを告げる。

「そんなことないよ！　僕だって無神経だったし、いま、ロイの気持ちを聞かせてもらってすごく嬉うれしかった。上手うまく云えないけど、ロイも僕と同じだったってわかって少しほっとした」

「同じ……？」

「だって、ロイの周りには綺き麗れいな女の人がたくさんいるし、昔は彼女がいっぱいいたって聞いた。僕なんかまだ世間知らずの子供みたいなもので、野球の話にだってついていけない。僕よりも相応しい人がたくさんいるのにって……」

　ロイを心配させたくなかったから、アメリカに来てからはできる限り弱音は吐はかないようにしてきた。けれど、もっと早くに不安を共有すべきだったのかもしれない。

「何を云ってるんだ。惺以上に魅力的な人間はこの世にはいるわけがない」

　真顔で云うロイについ笑ってしまう。しかし、惺もロイのことをそう思っているのだから、どっちもどっちだろう。

「そういうの、『恋こいは盲もう目もく』って云いうんだよ」

「不治の病だから仕方ない」

　久しぶりに叩たたき合った軽口に、二人で密ひそかに笑い合った。信号で車が停とまったタイミングで、一番云いたかった言葉を告げる。

「……ロイ。僕と仲直りしてくれる…？」

「それは俺の台詞せりふだ。惺の声を聞かずに一日を終える生活にはもう耐たえられない」

「うん、僕も」

　惺にとって、ロイの声は精神安定剤ざいのようなものだ。

　落ち込むことがあったとしても、ロイに名前を呼ばれるだけでささくれだっていた心が穏おだやかになるし、おやすみと云ってもらうだけで安あん眠みんできる。

（耳元で囁ささやかれると、ドキドキしちゃうけど……）

　きっと、そういうときはロイがよからぬことを考えているのだ。声の響ひびきがそのときの感情を伝でん染せんさせるのだろう。

「あっ、そうだ、今日はロイにもらった服着てきてみたんだけど……」

　変装のために羽織ったスタジアムジャンパーで隠かくれてしまってはいるが、今日の服装は以前ロイが見立ててくれたものだ。形から入るのも大事だと思い、着てきたのだ。

　もらったときは自分には分不相応な品に思えたけれど、だからと云ってクローゼットにしまったままでは余計に失礼だ。

「ああ、気づいてた。俺の見立ては間ま違ちがってなかった。すごく可愛かわいい」

「……あ、ありがと」

　ここまで手放しで褒ほめられると、さすがに恥はずかしい。照れて熱くなった頰ほおを手で扇あおいでいた惺は、続けられた言葉でさらに体温が上じよう昇しようした。

「脱ぬがせてしまうのがもったいないな」

「なっ……もう、すぐそういうこと云うんだから！」

「惺のそういう顔が見たくて、つい」

　憎にくみきれない笑え顔がおを浮うかべるロイに嘆たん息そくする。むくれて顔を背そむけた瞬しゆん間かん、脇わき道みちからＳＵＶが飛び出してきた。

「危な……っ」

「……ッ!?」

　急ブレーキの反動で、勢いよく体が前に押し出される。ロイは咄とつ嗟さに助手席に手を伸のばし、惺の体を庇かばってくれた。

　スピードを出していなかったことと、ロイの反応が早かったため、直接ぶつからずにすんだけれど、事故に遭あいそうになったショックに、心臓が早はや鐘がねを打っていた。

　シートベルトをしていなかったら、フロントガラスに打ちつけられていたかもしれない。そう考えたら、背筋がぞくりとした。

　事故にならずにすんでほっとすると同時に、あとから恐きよう怖ふが追いかけてきた。手が小刻みに震ふるえているのは、過去のトラウマのせいもあるだろう。

　惺は交通事故で両親を亡なくした。惺だけが軽傷ですんだのは、隣となりに座っていた母親が身を挺ていして庇ってくれたお陰かげだ。

　あのときと似たシチュエーションに遭ったせいか、辛つらい記き憶おくがフラッシュバックする。

　一いつ瞬しゆんで迫せまってくる車体、地面とタイヤが擦こすれる甲かん高だかい嫌いやな音。過去に追いやったはずのものが鮮せん明めいに蘇よみがえってきた。

「────」

　血の気が引いていき、背中に冷や汗あせが浮かぶ。自分を落ち着けるために深呼吸をしようとしたけれど、上手く息が吸えない。喉のどの奥がひゅうひゅうと鳴り、指先が冷たくなってくる。

「大丈夫か、惺」

「……あ……」

　ばくばくとうるさく鳴り響く心臓を押さえている惺の顔を、ロイは気き遣づかわしげに覗のぞき込んでくる。澄すんだ青い瞳ひとみと目が合った瞬間、我に返った。

（震えが止まった……？）

　以前ならこんなとき、いつまでも震えが止まらず、酷ひどいときは過呼吸にさえなっていた。しかし、ロイの目を見た途と端たん、少し体が軽くなった。

「惺、息が苦しくはないか？」

　さっきまで震えていた手をぎゅっと握にぎりしめられる。ロイの大きな手の平の感かん触しよくと体温に、惺の体を強こわ張ばらせていた緊きん張ちよう感かんがふっと抜ぬけていった。

　乱れかけていた呼吸も穏やかになり、冷えて固くなっていた指先も緩ゆるんでくる。不安定になりかけていた精神も、平静を取り戻もどしていた。

　昔のようにパニックに陥おちいらずにすんだのは、ロイのお陰だ。ロイが隣にいてくれるだけで、安心することができる。

　心配しているロイを安心させようと、強張っていた顔に笑みを乗せる。

「うん、僕は平気。ロイは？」

「俺は何ともないが……おい、まさかあの車、逃にげる気じゃないんだろうな!?」

　飛び出してきた車の運転手は降りてくることもなく、あっという間に発進させて行ってしまった。啞あ然ぜんとしているうちに、角を曲がって姿さえ見えなくなる。あまりの速さに、ナンバーすら控ひかえる間もなかった。

「行っちゃったね……」

「何なんだあの車は！　失礼にもほどがある！」

　ロイは怒いかりを抑おさえきれない様子で憤いきどおっているけれど、実質的な被ひ害がいがなかったのは不幸中の幸いだった。こんな往来で相手の運転手と諍いさかいにでもなったら、こちらに非がなくても悪く書き立てられかねない。

「惺、本当に大丈夫か？　痛いところはないか？」

「直接ぶつかったわけじゃないんだし、ちょっとびっくりしただけだから。ちゃんとシートベルトしてたから大丈夫。僕よりロイの体のほうが心配だよ。ロイのほうこそどこか傷いためたりしてない？」

　惺を心配してくれているロイのほうこそ、シーズン前の大事な体だ。怪け我がでもしていたら、大問題だ。

「俺はどこも何ともない。見てのとおり、ぴんぴんしてるだろ。俺は鍛きたえてるから問題ないが、惺は普ふ通つうの体だろう？　念のため、病院に行って検査をしたほうがいいんじゃないか？　打ち身でもしていたら大変だ」

「僕は本当に平気だよ。それより、早くホテルに行こう」

　人通りが少ない場所ではあるけれど、歩道に乗り上げたまま停車し続けているせいで注目を浴び始めている。このままでは、ロイの正体がバレかねない。

　病院に行くにしても、一いつ旦たんホテルに行って落ち着いたほうがいいだろう。とにかくいまは、この場所から一刻も早く移動することが大事だ。

　キャンプ明けで疲つかれているロイを早く休ませてあげたいという気持ちからの発言だったが、何故なぜかロイは目を丸くして驚おどろいていた。

「珍めずらしく大だい胆たんな発言だな。やっぱり、いまのショックの影えい響きようがあるんじゃないのか？」

「え？　あっ、ち、違ちが…っ、ロイが疲れてるだろうと思って…！」

　どうやら、ベッドに誘さそったのだと勘かん違いされてしまったらしい。必死に云い訳をするけれど、聞き入れてもらえない。

「恥ずかしがらなくてもいいだろう。やっと素す直なおに云ってくれるようになったんだな」

「だから、そういう意味で云ったんじゃないんだってば!!」

　本気で誤解されているのか、からかわれているのかわからなかったけれど、どちらにしろ惺に退路は残されていなかった。










「ロイ、体の調子はどう？　どこか痛くなったりしてない？」

「触さわって確かめてみるか？」

「うん、そのほうがいい───んんっ、ン、んー……っ」

　ホテルの部屋についた途端、ドアに押しつけられて唇くちびるを奪うばわれた。強ごう引いんに捻ねじ込まれた舌が荒あら々あらしく口内を搔かき回し、上手うまく呼吸のタイミングが摑つかめない。

　変装のために被かぶっていた眼鏡や帽ぼう子しはキスの合間に床ゆかに落とされ、スタジアムジャンパーは強引に腕うでを抜かれ、遠くへ放り投げられた。

「待っ……怪我してないか、確かく認にんしておかないと……」

「だから、いましてるだろ？」

「何か違ちがうんだけど……っ」

　体に触れてはいるけれど、目的が違う。これでは、体の調子を確認することなどできやしない。

「一いつ緒しよにすれば時間が節約できるだろ？」

「せ、せめてシャワー浴びさせてよ」

　何だかんだと理由をつけて離はなれようとしないため、惺は自分の主張を通すのを諦あきらめた。

　しかし、ロイと会うのは久しぶりなこともあって、照れくささが拭ぬぐいきれない。少し気持ちの整理ができればと申し出たけれど、望んでいた返答は得られなかった。

「そうだな、一緒に入るか」

「そうじゃなくて！」

「一緒に入るのは嫌なのか？」

「嫌なわけじゃないけど……」

　そういう訊きき方はずるい。惺の云いう『ダメ』が『嫌だ』ではないと知ってから、ロイはノーと云えないような質問をしてくるようになった。

「だったら、問題ない」

　ロイは上じよう機き嫌げんで惺をバスルームに引っ張り込む。服を脱ぬぐ手間すら惜おしかったのか、ガラス張りのシャワーブースにそのまま押し込まれた。

「待っ……服くらい脱がせてよ」

「脱がすのも俺の楽しみなんだよ」

「……っ、何云って───」

　再びキスで口を封ふうじられ、あっという間に手足の力が抜けていく。ロイは荒々しく惺の唇を貪むさぼりながら、順々に服を剝はぎ取っていった。

「んぅ、んん……っ」

　口づけの合間に、ニットを頭から抜かれる。少し緩かったズボンはベルトを抜かれてホックを外された途端、大理石の床にすとんと落ちていった。

　ロイももどかしげにジャケットとシャツを脱ぎ捨て、逞たくましい肉体を露あらわにする。

　絶え間ない口づけに、体が熱っぽくなっていく。下着をずらされたときにはもう、惺の欲よく望ぼうは昂たかぶっていた。

「やっ……ま、待って！　シャワー浴びるんじゃなかったの？」

　性急に求めてくるロイを落ち着けようと、声を上げる。

「そうだったな。忘れてた」

　お互たがいに全すべて脱ぎ去ってはいないのに、ロイはすぐさまシャワーのコックを捻ひねってしまった。頭上から勢いよく温かなお湯が降り注ぐ。

「うわっ、何するんだよ！　服が濡ぬれちゃっただろ」

　着ているものだけでなく、床に脱ぎ捨てたものも被害に遭あってしまった。

「シャワーを浴びたかったんだろう？」

「浴びればいいって問題じゃ……っ」

「細かいところは気にするな。まとめてやれば時間も節約できるだろ？」

　シャツがびしょ濡れになり、肌はだに貼はりつく。そのせいで硬かたく尖とがった胸の先や、芯しんを持った自身の形が浮うかび上がっていた。何となく、裸はだかを見られるよりも余計に恥はずかしい。

「な、何だよ」

　裾すそを手で引っ張りながら、しげしげと眺ながめてくるロイを睨ねめつける。

「これはこれでそそるな」

「ばか…っ、ロイのエロオヤジ！」

「恋こい人びとに欲よく情じようして何が悪い？」

「ひぁ……っ」

　腰こしを抱だき寄せられ、濡れた服の上から尖った乳ち首くびに触ふれられる。ぎゅっと押し潰つぶされ、喉のどの奥が小さく鳴った。

　そんな惺の反応に、ロイは笑えみを深め、指先に捕とらえたそれを抓つまみ上げる。指の間で強弱をつけて捏こねられるたびに、びくんっと肩かたが跳はねた。

「あっ、あ、いっ……」

「惺は痛いくらいのほうが好きだろう？」

「……っ、ン、んん……っ」

　刺し激げきに反応し、張り詰つめて反り返る自身を見られたくなくて、必死に裾を引っ張った。

「そんなふうに隠かくされると余計に気になるな」

「あ……っ!?」

　囁ささやきと共に、貼りつく布地ごと昂ぶりを包み込まれる。ロイの大きな手に収まったそれは、ごまかしようのない反応を示していた。

「隠さなくたっていいのに」

「……っ！　あ…ぁ、あ……っ」

　耳元で囁かれたあと、根本の膨ふくらみごと揉もみしだかれ、腰が震ふるえる。尾びてい骨こつのあたりから快感が駆かけ上がり、どんどん体が熱くなっていく。

　先せん端たんに体液が滲にじんできたのが、自分でもわかる。纏まとわりつく濡れたシャツが、いまはもどかしかった。

　ロイの腕に爪つめを立て、鍛きたえられた胸に額を押しつけて耐たえようとしたけれど、顎あごを掬すくわれ上向かされた。

「もっと顔見せて」

「や……っ、ん、んん、ん」

　ロイは羞しゆう恥ちに頰ほおを染めた惺の唇を啄ついばみ、舌を搦からめ捕とる。息苦しさに喘あえぎながら、濃のう厚こうな口づけに頭の中まで蕩とろけていく。　>>>♥

「は……っ、ん、んん、や……っ」

　ロイは濡れたシャツの裾を捲まくり上げ、剝むき出しの自身に触れてきた。直じかに伝わる体温で一気に熱が上がった。絡からみついた指は、惺を巧たくみに追い上げ、翻ほん弄ろうしていく。

　溢あふれた体液を塗ぬりつけられたせいで、上下に擦こすられるとぬるぬるとした感かん触しよくがする。久しぶりの快感には抗あらがえず、口づけで唇が塞ふさがれていても喉の奥が鳴ってしまった。

「ぁ、んん、んぅ……っ」

　触れられている場所がどこもかしこも熱くて、体が溶とけ落ちてしまいそうな錯さつ覚かくに陥おちいる。休みなく与あたえ続けられた快感に追い詰められ、惺はやがて呆気なく達してしまった。

「ン、んー…っ───」

　ロイの手の中で自身を震わせ、欲望を吐はき出す。衝しよう動どうに強こわ張ばっていた四し肢しがふっと緩ゆるんだ瞬しゆん間かん、かくんと膝ひざが折れてしまった。

　惺は自力では立っていられなくなり、その場にへたり込んでしまう。

「腰が抜ぬけるには早すぎないか？」

「……っ、誰だれが……っ」

　笑いながら揶や揄ゆされむっとしたけれど、ロイに指し摘てきされたとおり、今日はとくに神経が過か敏びんになっていたようには感じる。

　だが、そもそもあんなふうに一方的に翻弄されてばかりで、体が持つはずがない。未いまだにあちこち甘い痺しびれが残っている。

「立てないなら、ベッドに行くか？」

「ううん、ここでいい」

　答えながらロイのウエストに手をかけ、濡れて硬くなったジーンズのホックを外した。下着の中のものが張り詰めているせいで、ファスナーが上手く下ろせない。

「惺？」

「僕も、する」

　ロイを感じさせたいという気持ちと困らせたいという気持ち、その両方のために行動に出た。

「惺、無理しなくていい───」

「無理じゃない」

　自分がされるのは苦手だけれど、自分からするのは嫌いやではない。そう思うのは、惺からしかける愛あい撫ぶで唯ゆい一いつ表情を崩くずしてくれる行こう為いだからだ。

　力の入らない指でどうにかウエストを緩め、下着の中からロイの欲望を引き摺ずり出す。すでに反り返るほど力を漲みなぎらせていたそれに、惺は思わず喉を鳴らした。

「……ん……」

　張り詰めたものに両手を添そえ、その先せん端たんに躊躇ためらいがちに唇くちびるを押し当て、舌を這はわせる。その瞬間、ロイは小さく息を吞のんだ。

　もっと反応を引き出そうと、屹きつ立りつの裏側や根本の膨らみにも熱心に舌を這わせる。未だに上手うまくはできないけれど、ロイに少しでも気持ちよくなって欲しいと、夢中で続けた。

「気持ち、いい…？」

「よすぎて、どうにかなりそうだ。ほどほどのところで勘かん弁べんしてくれ」

「やだ、最後までする」　>>>♥

　深く吞み込みたくても、惺の口には大きすぎて閊つかえてしまう。だから、いつも先端だけを含ふくみ、届かないところは拙つたない手技で補うしかない。

　じわりと体液が滲んできた窪くぼみを舌先で刺激し、吸い上げる。力強い脈動を舌で感じると、惺の鼓こ動どうも速さを増す。高めているはずなのに、自分の体のほうが熱くなってきてしまう。

「ん、ぅん……っ」

「惺、もういい」

　ロイは苦しげな吐と息いきを零こぼしながら、それ以上の行為をやめさせようとしてくる。きっと、限界が近いのだろう。

「んんっ、んー……っ」

「離はなしてくれ。もう充じゆう分ぶんだ」

　引き剝はがそうとするロイの手に逆らい、深く吞み込もうとする。その攻こう防ぼうの最中、目の前で白はく濁だくが散り、生温かいものが顔にかかった。

「あっ……!?」

　一いつ瞬しゆん、何が起こったのかわからなかった。受け止めきれなかったのだと理解できたのは、ロイの声こわ音ねが気まずげなものだったからだ。

「だから、云いっただろう」

　ロイはシャワーで惺の顔の汚よごれを洗い流し、出しっぱなしだったお湯を止める。

「だって、いつも僕ばっかりされてるし」

「だったら、次は俺の番だな。覚かく悟ごはいいな？」

「え……？」

　湯気でけぶるシャワーブースの中、見上げたロイの表情は、まるで悪わる巧だくみをしている子供のようだった。










　立ち上がれずにいたら、膝をついたまま後ろを向かされ、ガラスに縋すがるような体勢にさせられた。ロイは背後から覆おおい被かぶさるような格好で、惺の体を探さぐる。

　体内に潜もぐり込んできた指を反射的に締しめつけてしまったけれど、アメニティのバスオイルを纏っているせいで容易に奥まで侵しん入にゆうされてしまう。

「んっ、ぅ、く……」

　惺以上に惺の体を知り尽つくしているロイは押し込んだ指で惺の中を押し広げながら、抜き差しを繰くり返す。突つき入れられるたびに、濡ぬれた音がシャワーブースに響ひびいた。

「あ、んんっ、ん……っ」

「息を詰めるな」

「だって、ここ、声が……っ」

　分厚いガラスで囲まれているため、音がよく反はん響きようする。自分の声もいつも以上に大きく聞こえるような気がして恥はずかしいのだ。

「俺しか聞いてないだろう。我が慢まんなんかしなくていい」

「ひぁ…っ、あっあ、あ……！」

　ロイだから恥ずかしいのだと訴うつたえたかったけれど、体内で大だい胆たんに動く指の動きに翻弄され、上擦った声しか出せなかった。

　惺の内ない壁へきは小刻みに震ふるえ、物欲ほしげに侵入者を締めつけている。ロイは二本に増やした指を抜き差ししながら、惺の感じやすい場所を指先で抉えぐる。

　容よう赦しやなく高められ、限界が近づいてきた頃ころ、太ふと腿ももを撫なで回していた手が、張り詰つめた昂たかぶりを弄もてあそび始めた。

「だめ、触さわらな……っ、ああっ」

　痛いほどに張り詰めていたものを直に刺し激げきされてはひとたまりもない。ぬるぬると扱しごかれ、惺は呆あつ気けなく崖がけっぷちに立たされた。

「や、あ、またいっちゃ……っ」

「くそ……っ、俺のほうがよほど我慢がきかないな」

　自じ嘲ちようめいた呟つぶやきが聞こえたかと思うと、欲よく望ぼうが爆ぜる直前、ずるりと指が引き抜かれた。

「んん……っ」

　喪そう失しつ感かんを覚えるよりも早く、鼓動に合わせて疼うずいている場所に硬かたいものが押し当てられた。

　その熱さに息を吞むと同時に、先せん端たんがぐっとめり込んできた。そのまま、後ろから勢いよく最奥まで貫つらぬかれる。

「───!?」

　穿うがたれた衝しよう撃げきに、声すら出なかった。頭の中が真っ白になり、言葉にならないほどの圧あつ迫ぱく感かんで上手く息が吸えない。

　目の前がチカチカと明めい滅めつしている。内側から溶とかされていきそうな熱さを感じながら、浅い呼吸を繰り返していたら、ロイは忙せわしなく繫つなげた惺の体を荒あら々あらしく揺ゆさぶってきた。

「あ…待っ……や、ぁあ……っ」

　律動はやがて深い抜き差しに変わっていった。指が食い込むほど強く腰こしを摑つかまれ、浅い部分まで引き抜かれた屹立は、内壁を抉りながら一番奥まで突き入れられる。

　言葉にできないほどの快感にガラスに爪つめを立て、背中を撓しならせる。送り込まれる律動に合わせて、甘ったるい嬌きよう声せいが上がった。

「あ…っ、あ、ああ……っ」

　欲望のままに搔かき回され、目が眩くらむような悦えつ楽らくに溺おぼれていく。

　惺の中で、狂くるおしいほどの熱が嵐あらしのように荒あれ狂っている。いつもよりも余よ裕ゆうのない追い上げに、惺はただ感じて喘あえぐしかなかった。

「惺───」

　ロイは項うなじにキスを落とし、惺の名を愛しげに何度も囁ささやく。その響きはいつになく切なく聞こえた。

「あ……っ、ぁあっ───」

　激しく追い上げられ、惺は高い声を上げて終わりを迎むかえる。びく、びく、と下腹部を痙けい攣れんさせながら、湯気で曇くもったガラスに白濁を散らし、ロイも惺の中で精を放った。

「……好きだよ、惺」

「……っ」

　ガラスについた手に大きな手を重ねられて告げられた言葉に、胸が震える。込み上げてきた熱い想おもいに押し出されるようにして、涙なみだが溢あふれてしまう。

（ロイが好きだ───）

　惺の中に当たり前のように存在しているその気持ちを、改めて嚙かみしめた。
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「……頭痛い……」

　ベッドから起き上がった途と端たん、こめかみのあたりがズキズキと痛みを訴えた。痛みの種類から推察するに、これは風邪かぜなどではなく二日酔よいによるものだ。

　昨夜のロイのバースデーパーティでは、少し飲みすぎてしまったようだ。普ふ段だんはこんなことはないのだが、仲直りできたことが嬉うれしくて、つい羽目を外してしまった。

　シャンパンやワインだけでなく、日本贔屓びいきのロイの父が日本酒を樽たるで用意していた。勧すすめられるがままに飲んでしまったけれど、もっと自分の酒量を弁わきまえておくべきだった。

（みんな酒しゆ豪ごうすぎるよ……）

　ものすごい本数のシャンパンが空になっていき、酒さか樽だるの中身も見る見るうちに減っていった。仲直りをしたばかりだからか、ロイもやたらと上じよう機き嫌げんで普段以上の健けん啖たん家かぶりを見せていた。

　雰ふん囲い気きに流されて同じように食べて飲んでいたら、早々に眠ねむくなってしまい───気がついたときにはベッドに横になっていた。

　うっすらとした記き憶おくしか残っていないけれど、ロイが部屋まで連れてきてくれたことだけは覚えている。

「顔洗おう……」

　冷たい水で顔を洗い、水分を摂とれば、少しはすっきりするだろう。惺はベッドから抜ぬけ出し、ラフな格好に着き替がえたあと各部屋に備えつけられている洗面所へと向かった。

　ロイの実家であるこの屋や敷しきには、休きゆう暇かのたびに滞たい在ざいしている。毎回使わせてもらっているこの部屋は惺のためにと、ロイたちの母の玲子が整えてくれた。

　最初のうちは緊きん張ちようしていたけれど、家族のように扱あつかってもらっているうちにどこよりも居い心ごこ地ちのいい空間になった。

　両親がすでにいない惺にとって、ロイの両親が注いでくれる愛情はくすぐったくも温かいものだった。

　普ふ通つうなら息子むすこが同性の恋こい人びとを連れて帰ってきたら、少なからず驚おどろくだろう。しかし、彼らは最初から惺を歓かん迎げいし、「今日からはウチの子の一人だ」とまで云いってくれた。

　ロイから惺の家庭事情を聞いてはいたのだろうが、彼らの言葉には同情ではなく愛情が溢れていた。「おじゃまします」と云って訪おとずれていたのが、「ただいま」に変わったのはいつのことだろう。気がついたら、ここが惺の帰る場所になっていた。

　洗面台でばしゃばしゃと乱暴に顔を洗う。指先まで凍こごえてしまいそうな水の冷たさが、ぼんやりとした頭をはっきりとさせてくれた。

「よし」

　いま頃ごろ、玲子が朝食の支し度たくを始めている頃だろう。彼女を手伝いに行こうと、部屋をあとにする。

　屋敷や庭の清せい掃そうには業者を入れているけれど、食事の支度だけは人任せにはしていない。

　玲子の作る食事はプロ並みで、アレックスなどは舌が肥えてしまって外食では満足できないと嘆なげいているほどだ。

　できるだけ役に立ちたいという思いと、ロイの好みの味を知りたいという密ひそかな希望もあって、滞在中は食事の準備を手伝わせてもらうようにしている。

　長い廊ろう下かを抜け、キッチンのある一階に下りて行こうとしたら、階段脇わきにある部屋から話し声が聞こえてきた。閉まりきっていないドアの隙すき間まから声が漏もれてきているようだ。

（ヒューバートと……ユーイン？）

　ロイの兄であるヒューバートとその秘書であるユーインの関係は雇こ用よう主と秘書というだけではない。学生時代からの友人であり、そして、恋人同士だ。

　普段は寡か黙もくでクールなヒューバートだけれど、ユーインと二人きりのときは表情が柔やわらかくなる。つき合うまでには紆う余よ曲きよく折せつがあったらしく、その際にはロイも一役買ったらしい。

　そのせいでロイにはユーインとの噂うわさもつきまとっており、何の事情も知らなかった頃はその噂に悩なやんだこともあった。

（いま考えたら、笑い話だけど）

　彼らの人ひと柄がらを知ったいまなら、ヒューバートたちの関係が揺らぐことはありえないだろうし、ロイとユーインの間に危あやうい空気が混じることは一いつ切さいないと云い切ることができる。

　二人の邪じや魔まをしないようにと、抜き足で階段を下りて行こうとしたけれど、妙みように張り詰つめた空気の漂ただよう会話に、思わず立ち止まってしまった。

　詳くわしいことはわからないけれど、何か困ったことが起こったようだ。立ち聞きはよくないとわかっているのだが、耳に入った単語が気になってしまった。

「この程度の写真を送りつけて脅おどしてくるとは、いい度胸をしてる」

　また何かスキャンダルに繫がるようなものが送られてきたようだ。若手実業家として名を馳はせているヒューバートの許もとには様々な不ふ穏おんなものが届く。汚きたない手を使ってでも、あわよくば利を得ようとする人間は驚くほど多い。

　そんな厄やつ介かい事のほとんどがスタッフの手で処理されるけれど、家族や友人に関する事案だけはまっすぐヒューバートに届けられることになっていると、以前ロイから聞いた覚えがある。

「どうしますか？」

「どうもこうもない。こんな要求に応こたえるわけがないだろう。そもそも、ゴシップ誌に買ってもらえなかったから、こちらに金を出させようという算段なんだろう」

　ヒューバートは珍めずらしく苛いら立だった様子で云い放った。今日は相当怒おこっているようだ。

「ですが、放っておくというわけにもいかないでしょう。この写真がいま表に出るとなると、面めん倒どうなことになりかねません。ファンが騒さわぐことはなくても、周辺を嗅かぎ回る輩やからが増えないとも限らない。写りがよくないとは云え、これがロイだというのは間ま違ちがいありませんからね」

　心配げなユーインの声も惺の不安を煽あおる。やはり、写真というのはロイが写っているもののようだ。脅しの材料となっているということは、誰だれかと一いつ緒しよにいる場面なのだろう。

（まさか……）

　嫌いやな予感がする。ここしばらくはキャンプに行っていたため、衆目を集めるような写真が撮とれたとは思えない。昨夜のパーティはごく親しい人しか呼ばれていないし、パパラッチが潜もぐり込めるような場所ではない。

　唯ゆい一いつ、可能性があるのは一昨日おとといだ。キャンプから帰ってきたロイを出で迎むかえ、ホテルに向かうまでの道のりはある意味無防備だったと云える。

　違ちがっていて欲しいという願いは、続けられたヒューバートの言葉に打ち消された。

「惺には気づかれないようにしろよ。こんなものが送られてきたなんて知ったら───」

「……ッ」

　自分の名が聞こえ、思わず後あと退ずさる。その弾はずみに肘ひじを階段の手すりにぶつけて、派手に物音を立ててしまった。直後、部屋からユーインが飛び出してくる。

「惺───」

「す…すみません、立ち聞きするつもりはなかったんですけど……」

「まだ寝ねてると思って油断したな。我々にも配はい慮りよが足りなかった。聞かれてしまったなら仕方がない。状じよう況きようを説明するから、中に入りなさい」

「……はい」

　ヒューバートの部屋へと招き入れられた。中からも出入りできるようになっている隣りん室しつが寝しん室しつになっていて、こちら側は書しよ斎さいになっている。

　大きな窓から朝日が柔らかく差し込み、空調もほどよく効いているはずなのに、惺の指先はすっかり冷えてしまっていた。

「どこから聞いていた？」

「ええと、写真が送られてきて、脅されてるっていうあたりからです」

　バツの悪さを感じながら白状すると、ヒューバートは苦笑いを浮うかべた。

「そんなに硬かたくなるな。責めてるわけじゃない。どこから説明すればいいか把は握あくしたいだけだ」

「す、すみません」

「見せてしまったほうが早いか。これは今朝届けられた写真だ。いつ撮られたものかわかるか？」

「！」

　ヒューバートに見せられた写真は、一昨日、脇わき道みちから飛び出してきた車とぶつかりかけたときのものだった。

　急ブレーキを踏ふんだあとの一連の様子が写し出されている。スモークの貼はられていない正面を狙ねらって撮ったようだ。

（あの車、もしかして───）

　そのうちの一枚は、ロイが覆おおい被かぶさるような体勢になっているため、まるでキスをしているかのようにも見える。昔の記き憶おくが重なり、パニックを起こしかけた惺を気き遣づかってくれていたときに撮られたものだろう。

　かなりの望遠で撮られた上に撮さつ影えい者の腕うでもよくなかったらしく、あまり写りがいい写真ではない。二人とも帽ぼう子しを被っているし、はっきりとした顔立ちまではわからない。

　ただ、乗っている車の種類はクロフォード家の所有のものだとわかるし、二人を知っている者が見れば惺とロイだと気づくはずだ。

「一昨日、空港からホテルに向かう途と中ちゆう、脇道から車が飛び出してきたんです。ロイが急ブレーキを踏んだのでぶつからずにはすみましたが、その車は逃にげてしまって……」

　そのときの自分の状況も併あわせて説明すると、ヒューバートは苦々しく嘆たん息そくした。

「きっと、その車もぐるだったんだろう。ただ、写真には撮られていないが、惺のことは認にん識しきされてしまっているようだ。こういうことはあまり云いたくないんだが……」

　歯切れが悪くなったヒューバートの言葉をユーインが引き継いだ。

「彼らはここに写ったあなたのことを未成年の男の子だと思ってるようです。ロイ・クロフォードの恋こい人びとが未成年だと公表されたら大きなダメージになる。それを避さけたければ見合う金を支し払はらえと云いってきてるんです」

「そんな……あ、あの！　お金なら僕が出します！　貯金ならいくらかあるし、日本に戻もどればいくらかは用立てられますし───」

　自分の尻しり拭ぬぐいは自分でしようと申し出たけれど、ヒューバートに一いつ蹴しゆうされてしまった。

「金額は問題じゃない。一度、要求に応じたらこの先ずっとつきまとわれることになるだろう。それに君の存在を知らせてしまったら、君にもつきまとうようになる」

「じゃあ、どうするんですか……？」

「犯人を突つき止めて、二度とこんなふざけたことをしないように手を打つつもりだ。しかし、それにはある程度時間がかかる。もしかしたら、君の周りにも蠅はえが集たかるようになるかもしれない」

「…………」

　あのとき、もっと気をつけておくべきだった。あのときは、ロイと仲直りできたことで気持ちが浮き立ってしまっていた。反省してもし足りない。

　ユーインは落ち込む惺の肩かたに手を置き、諭さとすように告げる。

「気に病やまないで下さい。あなたは実際には成人していますし、公おおやけの場で咎とがめられるようなことをしているわけでもありません」

「でも、ロイにヘンな噂うわさが立ったら……」

　火のないところにも煙けむりを立てられてしまう業界だ。一度そういった噂が流れてしまうと、払ふつ拭しよくするまでに時間がかかる。

　未成年という情報が間違っていても、同性の惺とつき合っていることは事実だ。真実が一つあれば、初めはただの出任せだったとしてもやがて信しん憑ぴよう性せいを帯びてきてしまう。

　ロイの経歴に傷をつけることだけは避けたい。けれど、惺は回かい避ひする術すべを持っていない。八はつ方ぽう塞ふさがりの状態で悩なやみ込む。

「それに関しては、一つ案があります」

「案？」

「アシュリーに身代わりになってもらうのはどうでしょうか」

「ああ、なるほど。アシュリーと惺ならあいつらには区別もつかないだろうしな」

　ユーインの提案に、ヒューバートは表情を明るくした。しかし、惺にはまだその案の中身が見えてこない。

「あの、どういうことですか？」

　アシュリーというのは、ユーインの姪めいだ。ロイやアレックスとは幼なじみで、兄きよう妹だいのように育ってきたらしい。

　惺より二つ年上の彼女は、ユーインに似た涼すずしげな面おも差ざしの美人で、惺よりも身長が高く、スレンダーな体型をしている。整った顔立ちとスタイルのよさを武器に、ファッションモデルを職業としている。最近は活動の幅はばを広げ、役者として映画にも出演していた。

　気が強く、はっきりした性格をしているけれど、惺のことは妙みように気に入ってくれていて、会うたびにあちこち連れ回される。

　昨夜も久々の再会を心から喜んでくれ、たくさん話をした。

「アシュリーと君は体格が近いし、顔立ちも少し似ているだろう？　髪かみと瞳ひとみの色も似た色だから、写真に写ってるのが彼女だと云っても通るはずだ」

「そう相手に伝えるんですか？」

「いえ、返事は一いつ切さいしません。他ほかのルートでそれとなく広めるだけで牽けん制せいになりますから。とりあえず、あちらが写真を表に出す前に、公式ホームページのファン向けの記事を更こう新しんしておきますよ」

〈ブラックラビッツ〉の公式ホームページでは選手のプライベートを垣かい間ま見みられるブログを運営しており、そこでは各選手のバースデーパーティの報告を出すのが恒こう例れいになっている。

　きっと、ブログなどを利用してアシュリーの存在をアピールするつもりなのだろう。

　昨夜撮っていた映像や写真の中から、二人が親密そうにしているものを選んで載のせるだけで関係を勘かんぐる人も出てくるはずだ。

「もちろん、交際を認めるわけじゃない。彼女とは家族同然のつき合いだということは知られていることだからな。昨日がロイのバースデーパーティだったことも周知の事実だ。大した記事にはできないだろう」

「でも、アシュリーに迷めい惑わくをかけることになるんじゃ」

　自分のいないところで、こんなふうに話が進んでいたことを知ったらいい気分はしないのではないだろうか。冴さえない表情のままの惺に、ヒューバートがフォローを入れてきた。

「その点は問題ない。モデルにとってゴシップも宣伝のうちだからな。いつもロイの記事を見て、どうせなら自分と一いつ緒しよにいるところを撮とれと文句を云ってるくらいだ」

「そ、そうだったんですか……」

　自信家で、自分を売り込むことに貪どん欲よくなアシュリーらしい言葉だ。それを聞いて、少しほっとしたけれど、本人のいないところでこういう話をするのは気が引ける。

　沈んだ表情から考えてることを察したのか、ユーインは惺に優しく微笑みかけてくれた。

「もちろん、アシュリーに相談して進めます。大だい丈じよう夫ぶ、あの子なら惺の力になってくれますよ」

「すみません、いつもいつもご迷惑をおかけしてしまって……」

　守られてばかりいる自分の無力感に項うな垂だれる。

　アシュリーには自分からも謝っておこうと思いながら、二人に頭を下げる。すると、ヒューバートから厳しい口調で云われた。

「頭を上げなさい。悪いのは君ではない。こんな卑ひ劣れつな恐きよう喝かつをしてくる人間が悪いに決まってるだろう。負い目を感じれば、やつらの思う壺つぼだ。つけ込めると思う相手には、どこまでもつきまとってくるからな」

「……はい」

「もっと胸を張っていなさい。君たちの関係を表に出さないようにしているのは、非があるからじゃない。余計なことで煩わずらわされないためだ。それはわかってるだろう？」

　ヒューバートの言葉は正論だ。だが、もしも自分がいなかったなら、彼らの手を煩わせずにすんだだろう。そんな気持ちがどうしても拭ぬぐえない。

　だが、このまま暗い顔をしたままでは、ますます彼らに心配をかけてしまう。喉のどの奥に閊つかえたものに気づかぬふりで顔を上げた。

「もちろん、わかってます」

「事故の件もこちらで調べてみます。ですが、その間彼らが何をしてくるかはわかりません。身の回りで変わったことがあったらすぐに報告して下さいね」

「はい、気をつけます」

　ユーインの忠告に慎しん重ちように頷うなずく。

「大丈夫、心配はしないでいいですよ。しばらくは息苦しく感じるかもしれませんが、すぐに片をつけますから」

「ご迷惑をおかけしてすみません」

「迷惑だなんて。久々に腕うでが鳴るとは思ってはいますが」

「え？」

　意味がわからず目を瞬しばたたいていると、ヒューバートが口を挟はさんできた。

「惺、覚えておくといい。こういうタイプを怒おこらせると、一番怖こわいんだってな」

　珍めずらしいヒューバートの軽口に、ユーインは笑えみを深める。

「何か私を怒らせるようなことをしたんですか、ヒューバート」

　笑ってはいるけれど、どこか怖い。ヒューバートの忠告は冗じよう談だんなどではなく、本心からのものだったのかもしれない。

「バカ云え、ただの物の喩たとえだ。お前に隠かくしごとなんてできるわけがないだろう」

「そうですよね。噓うそをつくときの癖くせがありますし、顔を見ていればすぐわかります」

「おい、そんなもの俺は知らないぞ。そんな癖があることに気づいていたなら何故なぜ俺に云わないんだ」

「云ってしまったら、余計に意識するでしょう」

「意識なんてするわけないだろう。いつ俺が噓をついたって云うんだ」

「それは自分の胸に訊きいてみたほうが早いんじゃないですか？」

「あ、あの！」

　目の前で繰くり広げられる二人の痴ち話わゲンカがいたたまれず、思わず口を挟んでしまった。咄とつ嗟さに気の利きいた言葉が出てこず、間の抜ぬけた質問をしてしまう。

「ええと……普ふ段だんから、こんなふうな脅おどしみたいなことがよくあるんですか？」

「いや、今回のようなストレートな脅きよう迫はくは滅めつ多たにないな。こんなふうにわざわざ知らせてくるよりゴシップ雑誌やタブロイド紙に売ったほうが手っ取り早く金になるだろう？　つまり、この脅迫者は頭のいい人間ではないということだ」

「たしかに……」

　ヒューバートの云いうことは尤もつともだ。パパラッチ行こう為いは褒ほめられたものではないけれど、タブロイド紙に売れば、少なくとも脅迫や恐喝のような犯罪に手を染める必要はない。

「まあ、あいつがふらつかなくなったお陰かげで面めん倒どうごとはだいぶ減ったよ。最近の写真は、こちらからわざと撮られるように仕向けているものがほとんどだしな」

「え？　わざとって……？」

　驚おどろいている惺の反応に、二人も同じように驚き、顔を見合わせていた。

「ロイから聞いていないんですか？」

「あの、どういうことなんですか？　仕向けてるって何の話ですか？」

　あれらは勝手に捏ねつ造ぞうされた記事ではなかったのか。思わず詰つめ寄ると、ヒューバートは渋しぶ々しぶ教えてくれた。

「定期的にロイの熱愛報道を出しているのは、君がターゲットにならないようにするためが大きい。想定外のこともあるが、女性と噂うわさになっている間は安全だろう？」

「そう…だったんですか……」

「誤解を生まないよう説明しておけとあれだけ云ったのに、まったくあいつは……」

「ロイの気持ちもわかります。惺に気負わせたくなかったんでしょう」

「だからと云って、何も云わないままでは余計不安になるだろう。先のことまで考えが至らないのは、あいつの昔からの悪い癖だ」

　ユーインの云うとおり、きっとロイは惺に気き遣づかわせないよう、全すべて自分の至らなさのせいにしたかったのだろう。初めて知った思いやりに胸が締しめつけられる。

（それなのに、僕は……）

　写真の中で微笑ほほえみかけられている女性にヤキモチを焼いて、ロイに酷ひどい態度を取ってしまった。もうすでに和解したあととは云え、云いようのない後こう悔かいが襲おそってくる。

「あの、今回のことはロイには……」

「今日のところは云うつもりはない。あいつはすぐ頭に血が上るからな。アシュリーに話を通してから、状じよう況きようを説明するよ。ようやく仲直りできて浮うかれてるところに水を差すのも可か哀わい想そうだからな」

「……っ」

　家族同然とは云え、プライベートを何もかも知られているのはやはり恥はずかしい。赤面して俯うつむくと、ユーインの冷ややかな声が聞こえてきた。

「ヒューバート。言葉は選んで下さい」

「…………」

　ヒューバートを黙だまらせたユーインは、笑顔で惺のほうへ振ふり返った。

「さて、今日の作戦会議はこれでお開きにしましょうか。そろそろ朝食の時間のようですしね」

「あっ」

　パンケーキの焼ける甘い匂においが漂ただよっていることに、ユーインに云われて初めて気がついた。

　朝食の支し度たくを手伝おうと思って起きてきたことを思い出す。この様子では、もう手伝いは必要がなさそうだ。

「惺、ロイを起こしてきてくれるか？　放っておくと日が暮れるまで寝ねてるからな」

　ヒューバートが優やさしく笑いかけてくれる。笑顔は兄弟三人ともよく似ている。

「わかりました」

「よろしく頼たのむ」

　二人に見送られ、ロイを起こすためにヒューバートの部屋を出た惺は、廊ろう下かを歩きながら深々とため息をついた。

「…………」

　二人は心配するなと云ってくれたけれど、気にならないわけがない。

（甘やかされてるなあ、僕って……）

　せめて、今日一日はロイに気持ちよく過ごしてもらいたい。そのためには、絶対に憂ゆう鬱うつな顔を見せないようにしなければ。

　深呼吸をして気持ちを整理し、屋や敷しきの一番東側にあるロイの部屋をノックする。

　まだ眠ねむっているだろうと思って、ドアをそっと開けたのだが、意外にもシャワーの音が聞こえてきた。

「あれ？」

　朝に弱いロイには珍しく、早起きしているようだ。昨夜は惺よりも遅おそくまで起きていたはずだが、もしかしてよく眠れなかったのだろうか。

　そんな惺の心配をよそに、ロイは爽さわやかな笑顔を浮かべながら、バスルームから出てきた。無造作に身につけたバスローブから逞たくましい胸むな板いたが覗のぞいていて、思わず目を逸そらしてしまう。

「惺！　おはよう、俺を起こしに来てくれたのか？」

「う、うん。珍しく早起きだね。今日は寝ね起おきもいいみたいだけど、ちゃんと眠れた？」

「ああ、ぐっすり眠れたよ。絶対に惺と一いつ緒しよに朝食を摂とろうと思って、気合いで起きた」

　シャワーを浴びていたのは、寝起きでぼんやりしている頭をすっきりさせるためだったのかもしれない。

「惺こそ、昨日はずいぶん飲んだようだが体調は大だい丈じよう夫ぶか？」

「大丈夫って云いたいところだけど、さすがに飲みすぎちゃった」

「珍しく酔よっ払ぱらってたしな。まさか、惺に絡からまれるとは思いもしなかった」

「えっ、僕何かヘンなこと云ってた!?」

　思い出し笑いをしているロイに焦あせってしまった。記き憶おくがないぶん、自分がどんな言動を取ったのかわからなくて不安になる。

「覚えてないのか？　惺を部屋まで連れて行って、俺が下に戻もどろうとしたら『どこ行くんだよ』って腕を放してくれなかったじゃないか」

「噓!?　それ、本当に……？」

　自分がそんなことを云ったなんて俄にわかには信じられなかったけれど、パーティ後半の記憶が曖あい昧まいなせいで、告げられた自分の行動を否定できない。

　それにロイはこういう冗談は口にしない人だ。

「ああ、もちろん。俺を見上げて、一緒にいてくれなきゃヤダって駄だ々だを捏こねるのがまた可愛かわいくて、どうしてやろうかと思った。できることなら、録画して残しておきたいくらいだった」

　脂やに下さがった表情というのは、こういう顔を云うのかもしれない。ロイはファンが見たらがっかりしてしまうのではないかと思うようなだらしのない顔をしている。　>>>♥

「残念ながら、そのあとすぐに眠ってしまったから、録画も録音もできなかったけどな」

「しなくていいよ、そんなの！」

　アルコールの力は恐おそろしい。ロイに云われたことは何一つ覚えてはいないけれど、自分の痴ち態たいを想像するだけで、恥ずかしさで死にそうになる。

（あんなに飲みすぎなきゃよかった）

　いまさら悔くやんでも遅いということはわかっていても、可能ならば昨夜の自分に説教しに行きたい。頭を抱かかえている惺を後ろから抱だきしめ、真面目まじめな声こわ音ねで告げてくる。

「プレゼント、ありがとう」

「な、何、改まって……」

　誕生日プレゼントのネクタイは、パーティが始まる前に渡わたした。せっかくドレスアップするなら自分の贈おくったものをつけて欲しくて。

　ロイはとても喜んでくれて、そのときに何度も礼を云われた。

「これから、パーティにはいつもあのネクタイをしていくよ」

「え？」

　文脈が摑つかめず、訊きき返してしまう。

「俺は惺のものなんだろ？」

「あ……！」

　ニヤニヤとした顔で云われた言葉が呼び水になり、一気に昨夜の記憶が蘇よみがえってきた。

（お…思い出した……！）

　酔っ払った惺は、ロイに向かって滔とう々とうとネクタイをプレゼントする意味を説いた。

　その上で、パーティで女性をエスコートするのは仕方ない、それは我が慢まんするからいつも自分のものである証明に贈ったネクタイをつけていろと命じていた記憶がある。

「まさか、惺の口からあんな言葉が聞けるとは思わなかった。たまには酔わせてみるのもいいかもな」

「昨日のことは忘れてくれていいから！」

「忘れるなんてもったいない。嬉うれしかったよ」

「……っ」

　腰こしを抱き寄せられ、こめかみに軽いキスを落とされた。そんな気き障ざな仕草さえ様になるロイに参ってしまう。

（は…恥ずかしい……）

　羞しゆう恥ちで全身が茹ゆで上がったかのように熱くなる。体を暴あばかれているときとは違ちがったいたたまれなさに、身の置き場がなくなった。

　気き恥はずかしさのあまり睨にらみつけると、ロイは声を立てて笑った。

「先に下に行ってて。着き替がえたら、俺もすぐ行くから」

「わっ、ちょっ……！」

　ロイは惺の頭をぐしゃぐしゃと撫なで回し、バスルームへと戻っていった。

「もう……」

　惺は乱された髪かみを手て櫛ぐしで直しながら、嘆たん息そくする。

　いまのロイの無む邪じや気きな笑えみを思い返すと、胸が締しめつけられる。

　あの笑顔は絶対に曇くもらせたくない。

（……僕はどうしたらいいんだろう……）

　ロイの力になりたいと常に思っているのに、いつも迷めい惑わくばかりかけてしまう。改めて、惺は自分の無力さを嚙かみしめた。
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「アーヴィング教授、整理する資料ってあれだけですか？」

　指導教授に頼たのまれていた仕事を終え、柔やわらかな日差しの差し込む研究室に顔を覗かせる。

「今日のところはあれだけだ。もう終わったのかね？」

「はい、いつものようにまとめておきました」

　アーヴィング教授は惺のことを気に入ってくれており、かわいがってくれている。年ねん齢れいは還かん暦れきを超こえており、口元に生やした髭ひげは白しら髪が交じりだ。

　いつもにこにことしていて、声を荒あららげるところは見たことがない。初めて会ったときの印象は、サンタクロースだ。

「おお、ありがとう。君に任せると仕事が丁てい寧ねいで助かるよ。いつも頼んでしまって悪いね」

「いえ、僕でお役に立てるなら、いつでも云いって下さい」

　その筋では権けん威いのある教授なのに、驕おごったところがなく、学生の指導にも熱心だ。

　唯ゆい一いつの欠点を挙げるとしたら、整理整せい頓とんが下手へただということだろうか。頭の中は誰だれより秩ちつ序じよ立だっているのに、研究室の床ゆかはほとんど見えない。

「時間があるならコーヒーを飲んでいきなさい。いい豆が手に入ったんだよ」

「あ、すみません……。ご馳ち走そうになりたいのは山々ですけど、このあと友人と約束していて。今日はこれで失礼します」

「そうか、残念だが仕方ない。また今度、時間があるときに遊びに来なさい」

「はい、ぜひ」

　散らかったアーヴィング教授の研究室を出ると、惺は待ち合わせ場所へと急いだ。約束をしている友人とは、アレックスのことだ。惺が一年のときに履り修しゆうした講義をアレックスも取ったらしく、レポートの参考になる本を貸すことになっている。

「待たせちゃってるかもな」

　腕うで時ど計けいを見ながら小走りに急ぐ。案の定、アレックスは待ち合わせの目印であるキャンパスの掲けい示じ板ばんの前で待っていた。

　予想と違っていたのは、彼が一人ではなかったことだ。スカート丈たけの短い女の子二人と談だん笑しようしていた。見覚えのない顔だが、女性は服装で雰ふん囲い気きが変わるせいだろう。

　どちらかというと女の子たちのほうが積極的に話しているようで、アレックスは鷹おう揚ような態度で相あい槌づちを打っている。

（アレックスもモテるよなぁ）

　クロフォード家の遺伝子なのか、ここの兄弟は三人三様に個性が違っても、フェミニストなことは共通している。姿が整っているだけでなく、人目を引く雰囲気も備わっていて、一いつ緒しよに歩いているとすれ違うほとんどの人に振ふり向かれる。

　邪じや魔まするのは悪いと思ったけれど、頼まれていた本を渡さなければお互たがいに身動きが取れない。会話が途と切ぎれた瞬しゆん間かんを狙ねらって声をかけようと思い、様子を窺うかがっていたらアレックスのほうが先に気づいてくれた。

「惺！」

　アレックスは女の子たちにあっさりと別れを告げ、惺の許もとへと走ってくる。

「来てたんなら、さっさと声かけろよな」

「ごめんごめん。何か盛り上がってたみたいだし、邪魔しちゃ悪いかなと思って」

　ちらりと女の子たちを見ると、不満そうな顔でこちらを睨んでいた。彼女たちは物足りない様子だが、アレックスのほうはとくに気にかけてもいないようだった。

「別に盛り上がってたわけじゃないって。いま高校生で、来年、ウチの大学を受けるから、下見に来たんだと」

「見学？　何だ、ウチの学生じゃないんだ」

　やけに大人っぽい格好をしていたから、そんなに若い子たちだとは思わなかった。どうりで見覚えがないわけだと納なつ得とくする。

「本当に受ける気あるのかわかんないけど。講義内容のことなんて何も訊かれなかったし」

「まだあんまり現実味がないだけじゃない？　あ、そうだ。これ、頼まれてたやつ」

　はたと待ち合わせをしていた理由を思い出し、目的のものをカバンから取り出して渡わたす。

「さんきゅ！　すげー助かる。図書館に行ったら予約が十五人待ちとかになってて、締め切りに間に合いそうもなかったからどうしようかと思ってたんだ。でも、よくこんな本持ってたな。高かっただろ？」

「そこの古本屋でたまたま見つけたんだ。カバーもないし、かなりぼろぼろだけど、ページが欠けてるとかはないから充じゆう分ぶん使えるだろ？」

　きっと、卒業生が売り払はらっていったのだろう。前の持ち主が書き込んだと思われる余白のメモもレポート作成に役立った。

「へえ、古本屋か。行ったことないけど、意外と掘ほり出し物があるんだな。俺も今度からあそこで探してみる。これ、いつ返せばいい？」

「僕はもう使わないだろうから、アレックスにあげるよ」

「いいのか？」

「うん、その代わりいい成績取ってよね」

「うわ、マジかよ。そのほうがプレッシャーでかいんだけど」

「アレックスの場合、プレッシャーがあったほうががんばるだろ」

　不安そうに顔を歪ゆがめるアレックスを励はげます。年の離れた末っ子として育ったためか、アレックスはのんびりした性格をしている。

「全力は尽つくすよ。あ、そういや、試合はいつ見に行く？」

　来週にはレギュラーシーズンが開幕する。可能なら毎試合見にいきたいところだけれど、そうもいかない。

「うーん、まだ決めてない。就職先も決まってないし、いつ面接が入るかわかんなくて」

　就職活動は上手うまくいっていない。教授の紹しよう介かいで会計事務所の面接をいくつか受けさせてもらったけれど、どこも色よい返事はもらえなかった。

「惺は俺なんかよりずっと頭いいし、気も利きくのに、なんでだろうな。ていうか、何でヒューバートに云わないんだ？　何にも云われてない？」

「困ったら相談しろって云ってくれた。けど、できるだけ自分の力でがんばりたいから」

「そっか。でも、無理すんなよ。ヒューバートだって、むしろ惺には来て欲しいと思ってるはずだからさ」

「ありがとう、アレックス」

「俺じゃあんまり役に立たないかもしれないけど、愚ぐ痴ちくらいなら聞くから」

「うん、頼たよりにしてる。……ところで、講義時間大だい丈じよう夫ぶ？」

　自分はこのあと講義を入れていないけれど、アレックスはいくつか残っていたはずだ。

「やばい、そろそろ行かないと。それじゃ、これありがと！　試合の件はまた連れん絡らくするから！」

　惺の指し摘てきに時計を確かく認にんしたアレックスは、慌あわてて校舎のほうへと走っていった。出欠を取るまでに間に合うことを祈いのりながら、惺も踵きびすを返した。

　今日はこのあと、アルバイトのシフトも入っていないため、何の予定も入っていない。

「そうだ、久しぶりに古本屋に寄ってみようかな」

　帰り道からは逸それているけれど、今日は足を伸のばす時間がある。

　このところレポートで忙いそがしく、寄り道をする余よ裕ゆうがなかった。もしかしたら、また掘り出し物が見つかるかもしれない。

　行き先を決めた惺が歩みを速めようとしたら、誰かに声をかけられた。

「コーヒーを飲みに来たんだけど、もう帰り？」

「ウォーカーさん！」

　振り返ると、そこにはキースが立っていた。今日はスプリングコートを羽織ったラフな格好をしているため、以前のようにビジネスマンには見えない。

「やあ、久しぶり」

「どうしたんですか、こんなところで！　いまってシーズン前の大事な時期なんじゃ……」

「うん。でも、君にもう一度会いたくて時間を作ったんだ」

　キースはにっこりと笑って、事もなげにそう云った。

「え？」

　意味合いが摑つかめず、きょとんとしてしまう。

「ほら、コーヒーをご馳走してくれる約束だっただろ？」

「あっ、そうでしたね！　すみません、ウォーカーさん、僕すっかり忘れてて……」

「キースでいいよ、サトル。連絡先も聞いてなかったから、会えるかどうかわからなかったけど、すれ違ちがいにならなくてよかった。いま、カフェテリアに寄ってきたんだ。店長さんから、今日はシフトに入ってないって聞いて、ここで待ってたんだよ」

「待っててくれたんですか？　わざわざすみません」

「云いっただろ、君に会いたかったって」

「あ、ありがとうございます……」

　何と返せばいいかわからず、とりあえず礼を云う。

（僕に会いたかったって、何でだろう？）

　コーヒーをご馳走する約束はしたけれど、急ぐようなことではない。とくにこんな大事な時期に足を運ぶ必要はないはずだ。

「もしかして、急いでたかな？　先約があるようなら出直すことにする」

「あ、いえ、急いでるってわけでもないんですが───」

「それなら、少し時間を作ってもらえると嬉うれしいんだが、どうだろう？」

　とくに用事はないし、古書店に行こうと思っていただけだけれど、キースと二人になることには躊躇ためらいを覚える。迷いを感じたのは、ロイの顔が脳のう裏りを過よぎったからだ。

（どうしよう……）

　一度交かわした約束は、きちんと守りたい。けれど、キースと二人でテーブルについていいものだろうか。わざわざ足を運んでくれたのに、追い返すのは失礼だ。かと云って、コーヒーだけ出して一人残して帰るわけにもいかない。

　迷っている惺に、キースが提案してきた。

「だったら、少しだけ散歩につき合ってもらえないかな？　せっかく天気もいいんだし、コーヒーでも飲みながら」

「でも、それだと目立ちませんか？」

「そうでもないよ。自じ慢まんじゃないけど、俺、あんまりファンに気づかれることってないんだ。むしろ、一カ所にいるほうが見つかる可能性は高いな」

「そういうものですか…？」

「それに、この時期に俺がこんなところにいるなんて思わないだろ」

　キースの云い分に納得し、提案に頷うなずく。

「確かに……。わかりました。じゃあ、裏から出ませんか？　実は古本屋に行く予定だったんで、よければ、ですけど」

　連れ立って歩くのは人目につきそうだが、キャンパスの裏手に出る道を使えば、あまり学生にも会わずにすむだろう。

「古本屋か、懐なつかしいな。俺も昔はよく世話になったよ」

「じゃあ、コーヒー買ってきます。ちょっと待ってて下さい」










　カフェテリアでコーヒーを二つテイクアウトして、大学の近くを散歩することにした。

「この間飲んだときも驚おどろいたが、本当にこのコーヒーは美味うまいな」

「そう云ってもらえると僕も嬉しいです。店長のケイコさんのこだわりなんですよ。食事も美味おいしいですから、機会があったらぜひ食べていって下さい」

　彼女の努力を知っているから、つい自分のことのように自慢してしまう。

「そうか、なら次は食事をしに行こう。そのときは君のお薦すすめを教えてくれ」

「はい、喜んで」

　やはり、キースは不思議と話しやすい。この気さくさも、彼の人気の理由なのだろう。

「……ずっと、君に謝ろうと思ってたんだ。この間は悪かったね。俺のせいでクロフォードと揉もめさせてしまって」

「あ、いえ、大丈夫です！　こちらこそ、何だかすみませんでした」

　唐とう突とつにロイの名前を出され、コーヒーを噴ふきそうになってしまった。

　あの日、キースに買ってもらった服はクローゼットにしまってある。厚こう意いを無下にはしたくないけれど、ロイの気持ちを考えたら気安く袖そでは通せなかった。

「まあ、クロフォードの気持ちはわからないでもない。君みたいな可愛い子と遊び人と名高い男が一いつ緒しよに歩いてたら、心配になって当然だ」

「ええと……」

「気は遣つかわないでいい。どうせ聞いてるんだろう？　俺がどういう評判の男かって」

「……一応は。でも、実際に話してみて信しん頼らいできる人だって判断しました」

「なるほど。だが、人を印象だけで判断しないほうがいい。俺がいい人そうに見えるのは上辺だけで、何か悪いことを考えてるかもしれないだろう？」

「え!?」

　驚いた顔で絶句した惺に、キースは笑い声を立てた。

「喩たとえ話だよ」

「あ……そ、そうですよね……ははは……」

　含ふくみのある云い方に、ドキリとしてしまった。キースは人を驚かせるのが好きなタイプなのかもしれない。

「懐かしいな、このへんは全然変わってない。あ、ごめん、ちょっとそこで買い物してきていいかな？　あそこで売ってるゼリービーンズが好きでよく買ってたんだ」

「甘いもの好きなんですね」

「ああ、よく子供みたいだとからかわれるけど、やめられなくてね」

　空になったコーヒーカップを惺に預けて雑貨店に入っていく。キースが出てくるのを待っていたところ、怪あやしい人物が学生にあれこれ聞いているのが見えた。

（あれって、もしかして……）

　出いで立ちから察するにパパラッチだろう。もしかしたら、惺のことを探しに来たのかもしれないと怖こわくなる。

「どうしよう」

　逃にげようにもキースを待たなければならないため、遠くへは行けない。こんなことなら、一緒に店内に入っておけばよかった。

　いまから逃げ込もうかと思ったけれど、店にはキースがいる。もし、それに気づかれたら、パパラッチに新たなターゲットを提供する羽目になる。彼を巻き込むことだけは避さけなければならない。これは惺自身の問題だ。

「おい、訊ききたいことがあるんだがちょっといいか？」

「……っ」

　背を向けようとした瞬しゆん間かん、声をかけられてしまった。挙動不ふ審しんだったせいで目についてしまったのだろう。びくびくしているほうが、余計に怪しまれる。こういうときは堂々としていればいい。そう自分に云い聞かせながら振ふり返った。

「この大学にロイ・クロフォードの弟が通ってるらしいんだが、どの学部か知らないか？」

「さあ、知りませんけど……」

　いきなり核かく心しんを突つくような質問を投げかけられ、ぎくりとする。視線を合わせたら、噓うそがばれてしまいそうで怖かった。

「本当か？　それらしい噂うわさを聞いたことくらい───ん？　お前、ロイ・クロフォードと一緒にいたガキじゃないか？」

「！　ち、違います！」

「いいや、俺の目に狂くるいはないはずだ。その顔を見み間ま違ちがうわけがない。助手席に乗ってたのは絶対にお前だ。写真は上手うまく撮とれなかったが、俺のこの目でしっかり顔を見たんだから間違いない。中国人か？　それとも、日本人？」

　じろじろと不ぶ躾しつけに眺ながめ回してくる。

「あなたと話すことなんてありません。迷めい惑わくです」

「近くで見ると小さいな。クロフォードがアジア系が好きだってのは知ってたけど、まさかこんな男のガキにまで手ぇ出すとはな」

「ガキじゃありません！　成人してます！」

　下げ卑びた笑いを浮うかべながら揶や揄ゆされ、頭に血が上ってしまった。惺の反論に、男はしたり顔で笑えみを深くする。

「ってことは、クロフォードとつき合ってるのはマジなんだ？」

「ち、違ちがいます」

　どうやら、いまのは挑ちよう発はつだったらしい。こういうとき、噓をつくのが下手へたな自分が恨うらめしい。

「よくもまあすっとぼけたもんだよな。あのアシュリー・ウォンとのスクープはやらせじゃないのか？」

「僕は知りません」

「どうだか。隠かくしごとしてるって、顔に書いてあるぜ？」

　パパラッチの男は、断りもなく惺にカメラを向けてくる。

「……ッ、やめて下さい！」

　目の前で無ぶ遠えん慮りよに焚たかれるフラッシュが眩まぶしく、顔を腕うでで覆おおい隠した。

「嫌いやがるってことは、やっぱり後ろめたいことでもあるんだろ」

「勝手に決めつけないで下さい！　素す性じようのわからない相手に写真を撮られて気分がいい人間なんているわけないだろ!?」

　普ふ段だん、あまり怒おこることのない惺だが、あまりの無礼さに声を荒あららげていると、間が悪いことに、キースが戻もどってきてしまった。

「おい、俺の友人に何をしてるんだ」

「あぁ？　ちょうどよかった。あんたもここの───ちょっ、マジかよ！　キース・ウォーカーじゃねーか！」

　男はキースの正体にすぐ気づき、浮かれた様子で口笛を吹ふいた。不躾な眼まな差ざしを向けられたキースは、さっきとは打って変わった冷ややかな眼差しを男へ返す。

「それがどうした？」

「貧びん乏ぼうくじ引いたと思ってたけど、こういうラッキーもあるもんだな！　しかし、こんなアジア人がメジャーリーガー二人も手玉に取ってるとはびっくりだぜ」

　懸け念ねんしていたように、男はキースにまでカメラを向けてくる。

「やめて下さい！　彼は関係ないでしょう!?」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、俺に任せておきなさい。で、君はどこに所属してる記者なんだ？」

「俺か？　俺はフリーだよ。以後、お見知りおきを」

　キースに素性を問われた男は、嬉き々きとして名めい刺しを差し出してきた。迷めい惑わく行こう為いを働いているにもかかわらず、微み塵じんも悪いことをしているとは思っていないのだろう。

「君の名前はよく覚えておこう。記者の中でもとくに下げ劣れつな人間だってことをね」

「何だと!?」

「だって、そうだろう？　クロフォードや俺の友人だというだけで一いつ般ぱんの学生をつけ狙ねらうような輩やからは屑くず以下だ。どうせ、ろくなスクープも撮ったことがないんじゃないのか？」

「てめえ、バカにしやがって…！」

　男は自分に向けられた揶揄に憤いきどおり、キースの胸むなぐらに摑つかみかかる。ずいぶん、頭に血が上りやすい性質のようだ。

「キース!?」

　青くなる惺をよそに、キースは抵てい抗こうすることなく、男の勢いのままに近くに停とまっていた車にぶつかった。そして、にっこりと笑って云いう。

「これで傷害罪だな」

「!?」

「いま、肘ひじをぶつけたようだ。もし、今シーズン投げられなくなったら賠ばい償しよう額はいくらになるだろうな。目もく撃げき証人もいるわけだし、警察に来てもらおう。ちなみに、この車は誰だれのだと思う？」

「も、もしかして……」

「よかったな、これで君の欲しかったスクープが撮れる」

「ふざけやがって…！　てめえ、わざと俺をハメただろ!?」

「文句を云われる筋合いはないな。君だって似たようなことをしてるだろうに」

　男はまだ虚きよ勢せいを張っているが、さっきまでの勢いはなく、目が泳いでいる。いま頭の中で金額の計算をしているのだろう。もしも、メジャーのトップ選手の一人であるキースが賠償を請せい求きゆうしたら、相当の額になるに違いない。

「さて、どうする？　いま撮った写真のデータを渡わたして、二度とこの子に近づかないっていうなら、ここで通報するのはやめておいてもいいけど」

「ぐ……」

　迷いはあったようだが、携けい帯たい電話に９１１と入力されているのを見て、顔を引き攣つらせ、後あと退ずさった。

「仕方ねえな！　今回だけは見み逃のがしてやるよ！」

　男は捨て台詞ぜりふを吐はき、カメラからメモリーカードを抜ぬき取ると、それを投げつけて走り去っていった。キースはそれを拾い上げ、惺に渡してくれる。

「意外とあっさり引き下がっていったな。もっと屁へ理り屈くつをこねられるかと思ったのに、意外と根こん性じようないな」

　キースは拍ひよう子し抜ぬけした様子で携帯電話をポケットにしまった。キースのお陰かげで何とか危機を脱することができたけれど、迷惑をかけてしまったことは間違いない。

「すみません、僕のせいでご迷惑をおかけしてしまって…っ」

　惺は深々と頭を下げた。

「いや、俺こそすまなかった。俺が引き止めなければ、あんな男に会わずにすんだだろうに」

「いえ、キースがいてくれて助かりました。僕一人だったら、追い払はらうことなんてできなかっただろうし……」

「つい、頭に血が上ってしまったが、ああいう輩は逆さか恨うらみしないとも限らないからな。もし、今度あいつが迷惑行為を働くようなら連れん絡らくしてくれ」

「もう大丈夫です。……元々は僕が悪いんですから」

　改めて自分の存在がロイのウィークポイントになってしまっていることを実感し、悄しよう然ぜんとする。今日の一件は、ヒューバートたちには報告しておいたほうがいいだろう。

　男は惺を見て「見み間ま違ちがえるはずがない」と云っていた。

　もしかしたら事故に遭あいかけたあの日、飛び出してきた車に乗っていたのかもしれない。それ以外、惺の顔をじっくり見られる機会があったとは思えない。

「一つ、訊きいてもいいか？」

「僕に答えられることならかまいませんけど……」

「答えたくなければ答えなくていいんだが───君は、クロフォードの恋こい人びとなのか？」

「！」

　想定外の質問に絶句してしまった。

　キースが何を思って訊いてきているのかが摑めない。どう答えるべきか悩なやんでいると、問いかけの意図を教えてくれた。

「すまない、君を困らせたいわけじゃないんだ。ただ、同性の恋れん愛あい対象になるのかどうかを知りたくて」

「え？」

「もし、性別にこだわりがないようなら、君の恋人に立候補したいと思ってる」

「────」

　いきなりの告白に、啞あ然ぜんとしてしまった。ロイが「あいつは惺に気がある」と云っていたのは正しかったようだ。

「あの…でも、あなたに会うのはこれで二度目ですけど……」

　一体、自分のどこを好きになったのだろうか。一ひと目め惚ぼれという可能性もあるけれど、やはり、俄にわかには信じがたい。

「恋こいに落ちるのに、会った回数なんて関係ないよ。……正直なところ、自分でも半信半疑だったから確かく認にんしに来たんだ。君への気持ちがどういう種類のものなのかを」

「で、でも、恋人がいるって……」

　アレックスは、キースには同性の恋人がいるらしいと云っていた。

「ああ、それならとっくに別れてるよ。つき合ってることにしておいたほうが面めん倒どうがないから、わざわざ公表はしてないけどね。だから、君を好きになっても何の問題もない」

「はあ……」

　口調は悪いけれど、キースは冗じよう談だんを云っているわけではないらしい。真面目まじめに告白されているとわかり、惺も真しん摯しに言葉を選んで返した。

「すみません、僕には……好きな人がいるんです」

　ロイとつき合っていることは公言できない。かと云って、噓うそを吐きたくはなかった惺には、こう告げるしかなかった。

「そうか、やっぱりな」

「…………」

　ロイとの痴ち話わゲンカを目撃したキースは、惺の答えだけで大体の関係を察しただろう。

「あいつが君を大事にしていることは見てわかった。あの日はびっくりしたよ。いつも鷹おう揚ようで余よ裕ゆう綽しやく々しやくのクロフォードでも狼狽うろたえることがあるんだなって」

　あのときのロイの様子を思い出しているのか、キースは笑いながら語る。

「君たちがつき合ってようが、つき合ってなかろうが、俺には関係ない。申し訳ないけど、振ふられて、『そうか、それなら仕方ない』って諦あきらめるタイプじゃないんだ」

「は、はあ……」

「まずは君に興味を持ってもらえるように、今シーズンがんばるよ。今度こそ、クロフォードを越こえる記録を出してみせる」

「！」

　選手としてのロイを意識した発言に驚おどろいた。思いの外、キースもロイにライバル心を抱いだいていたらしい。

「応おう援えんしてくれとは云わないよ。俺が勝手に好きでいるだけなんだから。でも、頭の隅すみでいいから気に留めておいてくれると嬉うれしい」

「あ、あの……」

「コーヒーごちそうさま。古本屋までつき合いたいところだけど、今日のところは帰るよ。ブラックラビッツがうちと対戦するときはぜひ見に来てくれ」

　キースは少し離はなれたところにあるゴミ箱に空のカップを鮮あざやかに投げ入れ、颯さつ爽そうと去っていった。惺はその背中を呆あつ気けに取られて見送る。

（僕を好きって本当なのかな……）

　キースがそんな冗談を云うとも思えないし、ロイにも指し摘てきされていたことを考えると、本当のことではあるのだろう。しかし、現実感が湧わいてこない。

　もしかしたら、世間知らずな惺が物もの珍めずらしかったのかもしれない。ロイも最初に出で逢あったとき、メジャーリーグの選手である自分のことを知らない惺を面おも白しろがっていた。

　キースも同じような理由で、惺に興味を持った可能性はある。

「……ロイに云っておいたほうがいいのかな」

　キースと会ったことや、パパラッチに絡からまれて助けられたことなど、報告しておいたほうがいいだろう。ヘンに隠かくし立てすると、また誤解を生むかもしれない。

「あ」

　所在なく歩いていた惺の目に、売店に並べられていた新しいゴシップ誌の表紙が飛び込んできた。いつものロゴの下には、ロイとアシュリーが仲なか睦むつまじげに笑い合っている写真が載のっていて、思わず手に取ってしまった。

　惺の存在を消すために、敢あえて二人で行動させているところを、思おも惑わくどおりパパラッチが撮とってくれたようだ。

　アシュリーは長い髪かみを後ろで束ね、ボーイッシュな服装をしている。かけているのは、惺が変装に使った眼鏡と同じ形のものだ。

（そういえば、この間カバンと洋服をいっぱい買わせたって云いってたっけ）

　自分からもアシュリーに詫わびを入れようと電話をしたら、そんな話をされた。中の記事を見ようとしたら、店員に声をかけられた。

「それ買うのかい？　立ち読みはお断りだよ」

「あ、すみません」

　買うつもりはなかったけれど、どんなふうに書かれているか気になったため購こう入にゆうすることにした。店員に小こ銭ぜにを渡して足早にその場を立ち去った。

　少し離れたところにあるベンチに腰こしかけ、緊きん張ちようしながら入手したばかりの雑誌を捲めくる。

　二人でブランドショップに行ったところを撮られたようだ。やはり、これはユーインが仕組んだことなのかもしれない。

　見開きの大きな写真には、『婚こん約やく決定!?』という煽あおり文句が躍おどっている。

「『人目を憚はばかることなく歩く二人は仲睦まじく、まさに蜜みつ月げつといった様子でその仲を周囲に見せつけていた───』か……」　>>>♥

　兄きよう妹だいのように育った二人が親しげなのは当然だ。周りが男ばかりだったせいか、とくにアシュリーはお姫ひめ様のように扱あつかわれていたらしい。

　裏事情を知っているにもかかわらず、惺の胸は鈍にぶく痛んだ。ずっと、この胸の痛みは嫉しつ妬とから来るものだと思っていた。

（そうじゃない。僕は、後ろめたかったんだ───）

　誰だれよりもまっすぐで正直なロイに、隠しごとをさせてしまっている自分の存在が苦しかったのだ。

　惺と違ちがい、ロイは女性を愛することもできる。ヒューバートやユーインから聞いた限り、これまでロイがつき合ってきた中で男なのは惺だけだ。

　自分がロイのパートナーとして相応ふさわしい、ファンからも認められるような───例えば、アシュリーのように可愛かわいくて、しっかりしていて、家いえ柄がらも確かな女性だったら、こんなふうに悩まずにすんだのだろうか。

　もしもを考えても仕方のないことだけれど、ないものねだりをしてしまいたくなる。自分は何の才能も持ち合わせていない男で、いまとなっては身よりもない。誰に聞いたって、ロイに相応しい存在だとは云わないだろう。

　こういう考えをしてしまう卑ひ屈くつなところでさえ、ロイのパートナーに相応しくないように思える。ロイならきっと「気にしすぎだ」と笑い飛ばすだろう。

　いまはこのままでいいかもしれない。でも、五年後、十年後、二十年後、本当にこれでいいのだろうか。

　記事では挙式を待ち望むだけでなく、二人の子供まで期待されていた。

　将来、美形カップルから生まれるであろう可愛らしい赤ちゃんの写真につけられる値段さえ併へい記きしてあるのだから気が早いにもほどがある。

「双ふた子ごなら二倍って……」

　呆あきれ果て、笑おうとしたけれど、ため息しか出なかった。パートナーが男の自分では、子供を作ることはできない。ここには、惺には不可能な未来ばかりが綴つづられている。

　いつかのパーティのとき、ジェフリーの娘むすめを抱くロイを見て、「きっと、いいパパになるだろうね」と誰かが云った。その意見には惺も全面的に同意したい。

　だが、ロイが父親になるためには、惺ではダメなのだ。自分がいることで、本来得られる幸せが手に入らないのならそれは足あし枷かせでしかない。

「勝手に好きでいる、か……」

　キースに告げられた言葉に、惺の中にあった迷いが形になり始めていた。一方的に好きでいるだけのほうが、よほど幸せかもしれない。

　現実問題、ロイとの関係を続けていくのは難しいことだった。

　渡と米べいする前に想像していた以上に、自分たちを取り巻く環かん境きようは厳しかった。彼を好きな気持ちは変わらない。むしろ、大きくなっているくらいだ。

　だからこそ、身動きが取れなくなっていった。

　いまは学生で、周りが守ってくれている。けれど、この先ずっと関係を隠し通せるのだろうか。また今回のようなことが起こらないとも限らない。

　どんなに気をつけていても、どこかに隙すきが生まれてしまう。

　自分の存在がロイのキャリアを傷つけてしまうのだとしたら、傍そばにはいないほうがいいのではないだろうか。

　取り返しがつかなくなる前に、身を退くべきかもしれない───何度も何度も浮うかんでは打ち消してきた考えを、いまは振り払はらうことができなかった。










　自宅アパートにはどうやって帰ってきたか覚えていない。気がついたら、部屋のソファに座ってぼんやりとしていた。

「うわ、もうこんな時間!?」

　いつの間にか窓の外は真っ暗になっている。目を凝こらして腕うで時ど計けいを見ると、もう十時近くになっていた。ジャケットは着たままだし、カバンは床ゆかに放ってある。

　慌あわてて部屋の明かりをつけ、無造作に投げ出してあったカバンを拾い上げる。その弾はずみに、さっき勢いで買ってしまったゴシップ雑誌が零こぼれ落ちた。

「……っ」

　表紙を見た途と端たん、じくじくと疼うずいていた胸がまたズキリと強く痛む。惺は雑誌を拾い上げ、ゴミ箱に押し込んだ。

　いつまでも、ぼんやり過ごしている場合ではない。明日も大学の講義やカフェテリアでのバイトが入っている。今日の復習をして、休む準備をしなくては。

「その前にご飯食べなきゃ」

　キースと共に飲んだコーヒーのあと、何も口にしていない。きっと、空腹だから暗い気持ちになるのだろう。

　気を取り直して軽食を作る準備をしようとしたとき、電話の呼び出し音が鳴り響ひびいた。

「はいはい、いま出ます───はい、モリズミです」

『いたのか、惺。さっきから携けい帯たいにかけてるのに出ないから心配した』

　ロイは電話の向こうで安あん堵どのため息を吐ついた。カバンから携けい帯たい電話を取り出して確かく認にんすると、何度も着信が入っていた。

「ご、ごめん、ロイ。ちょっとぼんやりしてて気づかなかった」

　アシュリーとのスクープ記事にショックを受けていたとは云えず、曖あい昧まいにごまかした。

『大だい丈じよう夫ぶか？　疲つかれてるんじゃないのか？』

「大丈夫だよ。昨日、本を読んでて夜よ更ふかししちゃったから、ちょっと寝ね不ぶ足そくなだけ」

『勉強熱心なのもいいが、あまり無理はするなよ』

「わかってる。……でも、ありがとう」

　ロイの優やさしいところが好きだ。親切で、思いやりがあって、たまに心配性しようで。惺にとっては完かん璧ぺきな恋こい人びとだ。だからこそ、申し訳なさが募つのるのかもしれない。

『───惺。惺に知らせておかなきゃいけないことがあって電話したんだ』

　ロイは云いにくそうに切り出した。

「何？」

『近いうちに目にするかもしれないが、アシュリーとのスクープ記事が出ることになってる。少し大おお袈げ裟さな書き方をされてると思うが気にしないでくれ』

　告げられた言葉に、さっき目にした写真が脳のう裏りにフラッシュバックする。ぎゅっと目を瞑つぶり、アシュリーへ向けられたロイの笑え顔がおをかき消した。

「わかってる、パパラッチ対策だよね。この間、ヒューバートとユーインから、ちょっとだけ聞いてる」

　本当はもう記事を目にしている。けれど、思わずそのことを隠かくしてしまったのは、ショックを受けていることを知られたくなかったからだ。

『そうか、なら話は早いな。茶番かもしれないが、これで周辺が静かになるはずだ。嫌いやな思いをさせてしまって悪かったな』

「ううん、謝らなくちゃいけないのは、僕のほうだ。面めん倒どうかけることになったのは僕のせいだから」

　不用意な写真を撮とらせてしまったのは、惺がパニックになりかけたせいだ。

『惺のせいじゃない。悪いのはあいつらと……俺のせいだ』

　ロイは言こと葉ば尻じりに罪悪感を滲にじませる。自分を責めるロイの気持ちを軽くできればと、惺は必死に否定した。

「ロイが悪いわけじゃないよ！　ロイは何にも悪くない」

『惺の気持ちは嬉うれしいが、今回の件は元々俺の行動が招いたことで───って、これじゃ堂どう々どう巡めぐりだな。もうこの話はやめて、違う話をしよう。論文の調子はどうだ？』

　ロイは苦笑いしながら、話題を変えた。

「まあまあってとこかなあ。いま、教授に下書きを見てもらってるところ」

『じゃあ、ある程度余よ裕ゆうはあるってことだな。いつなら試合を見に来られる？』

「アレックスと相談してる。予定が立ったら連れん絡らくするから」

『惺の席はいつでも空けてあるんだから、遠えん慮りよなんかするなよ？』

「わかってる。そうだ、明日も早いんじゃないの？　あんまり夜更かししないで、早く寝ねなきゃダメだよ」

『それは俺の台詞せりふだ。けどまあ、今日は大人しく寝るかな。ユーインにも外出禁止令を出されてるし、当面大人しくしてるよ』

「明日もがんばってね。おやすみ、ロイ」

『おやすみ。それじゃあ、また今夜、夢の中で』

　キスの音が聞こえ、電話が切れた。子機を元の位置に戻もどし、小さく一つため息を吐く。

「……キースに会ったこと、云いえなかったな」

　ロイには云っておかなければと思っていたのに、最後まで切り出せず、パパラッチのことも報告しそびれてしまった。

　黙だまっているわけにはいかないから、あとでユーインにメールで報告しておくしかないだろう。

　二人きりの世界で、甘ったるさに浸ひたっていられたらどんなにいいだろう。けれど、現実はすぐ目の前に存在している。

　惺の胸には云いようのない苦さが残っていた。
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　人からはよく頑がん固こ者だと云われる。普ふ段だんは穏おだやかで大人しいくせに、一度決めると梃て子こでも動かない、と。

　その評価は正しいだろう。両親にもよく、そう云われていた。

　いま思えば、それを決意したのはあの記事を目にしたときだったのかもしれない。ずっと悩なやんできたけれど、その考えはどうやっても打ち消すことができなかった。

　もう終わりにするべきだ───ロイのためにも、自分のためにも。

　そう決めてから、少しずつ彼から離はなれるための準備をしていった。いまのところ、惺の意図には気づかれていないだろう。

　今年のロイは絶好調だった。去年の不調が噓うそだったかのように、ホームランを量産し、チームの勝利に貢こう献けんしている。今シーズンは〈ブラックラビッツ〉が優勝候補だと、ファンたちはいつも以上に盛り上がっている。

　シーズンの合間でも、ロイは時間を作って会いに来ようとする。けれど、家に来る回数が多ければ多いほど、疑われる可能性がある。そう思い、できる限り試合に足を運ぶようにした。

　好調なのは惺のお陰かげだとヒューバートやユーインに云われたけれど、それは違ちがう。元々のロイの実力が発揮されただけだ。もし、自分のことで何かしら関係しているとしたら、パパラッチに煩わずらわされずにすむようになったお陰だろう。

「ついたぞ。さすがに疲れただろ？　夜は教授のとこのパーティがあるんだろ？　それまでゆっくり休めよ」

　アレックスの声にはっとする。考えごとをしていたせいで、意識が半ば飛んでいた。

「ありがと。毎年見てきたけど、自分が参加するとなるとやっぱり違うね」

　卒業式のあと、アレックスがアパートの前まで車で送ってくれた。

　アメリカの大学では卒業式は年に一度、五月に行われる。静せい粛しゆくな日本の卒業式と違い、アメリカのそれは賑にぎやかで明るく、留学一年目に初めて目にしたときは驚おどろきを隠せなかった。

　まさにお祭り騒さわぎという形容が相応ふさわしく、記念グッズの販はん売ばいも派手に行われている。学業の締しめくくりではなく門出を祝う意味合いが強いせいかもしれない。

　入学が年に何回か学期ごとにあるため、卒業も同じように年に何回かある。しかし、『卒業式』は一年に一度だけだ。

「ははは、こっちの卒業式は賑やかだからな。日本じゃこんなふうにはやらないんだろ？」

「うん。もっと粛しゆく々しゆくとしてる。女子の服装は華はなやかだけど、全体的に固い雰ふん囲い気きかな」

「ハカマってやつを着るんだろ？　母さんの写真を見せてもらったことがあるけど、日本の着物は綺き麗れいだよな。今日母さんが着てたやつもすげー綺麗だったよな。日本の卒業式は男も着物着るのか？」

「羽は織おり袴はかま着てる人も何人かはいるみたいだけど、友達の卒業式の写真見たらほとんどスーツだったよ」

「そうなのか、もったいない。俺なら着物にするけどな」

「アレックスならすごくよく似合うと思うよ。ただ、身長が大きいから、特別に仕立ててもらわなくちゃいけないだろうけど」

「ちょっと母さんに相談してみようかな。そういや、ロイに電話した？」

「ううん、まだ。さっき、みんなで撮った写真はメールしておいたけど」

　今日の卒業式にロイは来ていない。

　移動に半日以上かかる場所での試合と被かぶっていたし、ロイのようなスター選手が大学に来たら大おお騒さわぎになってしまう。

　それにこの間大学の近くに現れた男のことを考えると、ロイがキャンパスに現れるのは避さけたほうがいいという結論に達した。

　ユーインがあらゆる手を打ってくれ、キースにも二度と近づくなと云われていたけれど、不特定多数が訪おとずれる機会を狙ねらって潜もぐり込んでくることも考えられる。晴れやかな席だからと気を遣つかってくれるような人種ではない。

　あらゆる可能性を考こう慮りよし、用心のためだということで、どうしても卒業式に行きたいというロイを説得した。

　ロイの代わりに、クロフォード夫妻が来てくれた。アレックスも来てくれて、ロイに見せるためのビデオを撮とってくれた。

「そうだ。すぐ家に戻って、メールで送れって云われてるんだった。まったく、人使いの荒あらい兄貴だよな」

「ありがとう、アレックス。色々と迷めい惑わくかけてごめんね」

「迷惑なんて思ってないよ。惺は家族同然なんだから、このくらい当たり前だろ。パーティは何時から？　今日のは教授の家でやるんだっけ？」

「何時だったっけ。誰だれかに訊きいて確かく認にんしてみる」

「珍めずらしいな、惺が時間を忘れてるなんて。帰りは迎むかえに行くから、電話しろよ。あと、あんまり飲みすぎるなよ」

「わかってる。あの日はちょっと調子に乗りすぎただけだって」

「じゃあ、俺一旦戻るから」

「うん、本当にありがとう。気をつけてね」

　去っていくアレックスに手を振ふり、見送った。

　小さくため息を吐つき、アパートの入り口へと向かう。部屋番号の書かれている郵便受けを見ていたら、後ろから声をかけられた。

「──号室の方ですか？」

「え？　あ、はい、そうですけど」

　振り返った瞬しゆん間かん、視界に飛び込んできたのは、薄うすいピンクのバラだった。一瞬、その大量のバラが喋しやべっているように錯さつ覚かくしたけれど、すぐに誰かが抱かかえている花束なのだと気づく。

「サトル・モリズミ様宛あてにお花です。えー、メッセージは『卒業おめでとう。Ｒ・Ｃ』。おめでとうございます」

「あ…ありがとうございます……」

「サインはこちらに」

　両手で抱えるのも難しいほどの花束を渡わたされ、ぎこちない体勢で受け取りのサインをした。突とつ然ぜんのプレゼントに呆ぼう然ぜんとなる。

「……ロイってば」

　卒業式に来られなかった代わりのサプライズ。もう泣かないと決めたはずなのに、けぶるような香かおりに鼻び腔こうをくすぐられ、瞳ひとみの奥が熱くなった。

　花に顔を埋うずめ、大きく息を吸う。この香りに包まれていると、まるでロイに抱だきしめられているように感じる。

　惺は悩み抜ぬき、一人決心を固めた。愛しているからこそ、傍そばにいないほうがいい。自分にできる最善の方法はロイから離れることだと考えたのだ。

　ロイを始め、世話になった人たちへの別れの言葉は、手紙に綴つづって今朝投とう函かんした。直接はとても云いえそうになかったから。

（……僕はずるいな）

　引き止められたら、決意が揺ゆらいでしまう。そんな自分がわかっていたから、今回は誰にも相談しなかった。

　卒業を控ひかえ、就職活動が忙いそがしいという名目で、ロイへの連れん絡らくは徐じよ々じよに減らしていった。そうやって、惺は帰国の準備を密ひそかに整えた。

　いままでバイトで溜ためたお金は援えん助じよしてもらっていた家賃の返へん却きやくに当て、荷物は前まえ以もつて日本に送っておいた。残った家具は回収業者に任せるつもりだ。仕事はまだ見つからないため、職を探しながら会計士の試験を目指すと云ってある。

　周りは皆みな、卒業後は惺がロイの実家で暮らすものと思っているようだ。惺も敢あえてその誤解を解くことはしなかった。

「……これもロイに買ってもらったんだっけ」

　お揃そろいのマグカップ。箸はしや食器も一いつ緒しよに揃えた。ラグもロイと選んだし、カーテンもロイの好きな色を選んだ。引っ越こし作業は業者を呼ばず、ロイとアレックスに手伝ってもらった。

　忙しいロイの手を煩わせるのは申し訳ないと思ったけれど、惺の部屋に他ほかの男を入れたくないと譲ゆずらなかった。

　この部屋には数え入れないほどの記き憶おくが詰つまっている。目を瞑つぶれば、あちこちにロイの気配を感じることができるほどに。

　スーツケースの中に、マグカップを二つ押し込む。もらったばかりのバラは日本には持って帰れないから、置いていくしかない。こんなに綺麗に咲さいているのに、捨てるのは忍しのびない。せめて、管理人夫妻に引き取ってもらえればいいのだが。

「…………」

　せめてもの思い出にと花びらを一枚抜き、本の間に栞しおり代わりに挟はさみ込んだ。やがて色いろ褪あせてしまうだろうけれど、目を瞑れば鮮あざやかな色しき彩さいは思い起こすことができる。

　持っていく荷物はこのスーツケース一つだけだ。ほとんどはもう船便で日本に送ってあるし、使わないものは処分した。

「ホント、あっという間だったな……」

　初めての土地での生活は、不安混じりのスタートだったけれど、いま思えば楽しいことばかりだった。床ゆかの傷さえ、微笑ほほえましい記憶を思い出させる。

　四年暮らした部屋で思い出に浸ひたっていると、携けい帯たい電話が鳴り響ひびいた。それは予想どおり、ロイからだった。

「……はい、惺です」

『卒業おめでとう！　いい式だったな！』

　早さつ速そく、アレックスが撮っていた卒業式の映像を見たのだろう。涙なみだ声ごえになっているように聞こえるのは、きっと気のせいではないだろう。

　式では泣かなかった惺も、ロイに釣つられて泣きそうになってしまった。それをどうにか堪こらえて、明るく礼を云う。

「ありがとう、ロイ。お花、さっき受け取ったよ。すごく、嬉うれしかった」

『あのバラ綺き麗れいだったろ？　本当は桜を贈おくりたかったんだけど、いまの時季に見つけるのは難しくてな。だから、その代わりに』

「桜色……？」

　懐なつかしい色合いだと感じたのは、そのせいだったのだ。

『正解。あーくそ、やっぱり調整して俺も行けばよかった。あれだけ人がいたら、俺がいたってバレやしないだろう。もし見つかったとしても、誰の関係者かなんてわからないんだから』

　いまさら拗すねたように云うロイに苦く笑しようする。

「ロイがあの場にいたら、絶対僕のところに来るに決まってるだろ。あのときの男が来なかったとしても、あいつの仲間がいたかもしれないんだから」

『それはそうかもしれないが……』

「ごめんね、僕のせいで窮きゆう屈くつな思いをさせちゃって」

『惺が謝ることはない。恐きよう喝かつなんて卑ひ怯きような真似まねをしてくるほうが悪い。俺がもっと普ふ通つうの仕事をしていれば、惺に気を遣つかわせずにすんだのにな』

「何云ってるんだよ。ロイがメジャーのプレイヤーじゃなかったら、そもそも僕とは出で逢あってもいなかっただろ」

　もしかしたら、二人にとってはそのほうがよかったかもしれない。生きている世界が交差することなく、ロイの存在を知ることさえなかったら、どんな人生になっていただろうか。

　日本で普通に進学し、同級生たちと一緒に就職活動に苦心し、そして、いま頃ごろ社会人一年生として通勤ラッシュに揉もまれる毎日を送っていたかもしれない。

『そう云われてみればそうだな』

「それにロイがベースボール以外の選せん択たくをするとは思えないけど。ロイはマウンドにいるときが一番カッコいいよ」

　普ふ段だん、会話をしていても、ロイの口から出てくるのはベースボールのことばかりだ。プレイヤーではないロイの人生なんて考えられない。

　嫌いやなことを思い出さないよう、『野球』というものを避さけてきた惺にはわからないことばかりだけれど、ロイが熱く語っているのを聞いているのは好きだし、少年のように瞳をきらきらさせて語る表情を見るのも好きだ。

『今度、うちで卒業祝いのパーティをしよう。この間は来られなかったが、ジェフリーも呼んで盛大にな』

「いいよ、そんなの。ロイがおめでとうって云ってくれただけで、僕は充じゆう分ぶんだから」

『ダメだ。今日は行けなかったんだから、俺には惺を祝う権利がある』

「……じゃあ、機会があったらお願い」

　そんな機会がやってくることはないだろう。パーティどころか、ロイとも二度と会わないつもりだからだ。

　恋こい人びとではなく、友人としてつき合っていくのなら、いま自分たちを取り巻いている問題から逃のがれることはできる。もし、ロイがそれを納なつ得とくしたとしても、惺にはロイの幸せを願いながら近くにいるなんてことはできそうにはなかった。

「ロイには本当に感謝してる。いままでやってこれたのはロイやみんなのお陰かげだよ。四年間、すごく楽しかった」

　心からの気持ちを告げる。ロイに出で逢あえたお陰で貴重な体験をいっぱいすることができたし、素す敵てきな人たちとも知り合うことができた。

『何云ってるんだ！　俺は何もしてない。惺ががんばった結果だろう？』

「ううん、ロイがいたからがんばれたんだよ。ロイがいなかったら、途と中ちゆうで挫くじけてたかもしれない。本当にありがとう」

　普段なら照れくさくて云えない言葉を口にする。

『動画じゃなくて、早く本物に会いたい。いい加減、惺不足で死にそうだ』

「何云ってるんだよ。今日もファンのためにがんばってこないと」

『もちろん、がんばるよ。とくに今日はめでたい日だからな。惺のためにホームランボールを持って帰ってくる』

「本当に？　楽しみにしてる。ほら、もう行っておいでよ。ファンのみんなが待ってるよ」

『わかったよ。それじゃあ、またあとでな』

「……うん、さよなら」

『────』

　さりげなさを装って別れの言葉を告げると、電話の向こうでロイが息を吞のんだ。

『どうしたんだ？　惺がそんなこと云うなんて珍めずらしい』

「え？　そうかな、そんなことないと思うけど」

　鋭するどく指し摘てきされ、狼狽うろたえてしまう。感傷的になりすぎて、隠かくしていた気持ちごと言葉が出てしまったようだ。

（しまったな）

　どうにかごまかさねば、今日の計画が台なしになってしまう。これが電話で本当によかった。顔を合わせていたら、取り繕つくろいようがなかっただろう。

『惺、ヘンなことは考えてないだろうな？』

「何だよ、ヘンなことって」

　笑い飛ばそうとしたけれど、続けられた言葉に血の気が引いた。

『まさかとは思うが───俺と別れる気じゃないだろうな？』

「……っ、そんな、こと……」

　明るく否定したかったのに、声が震ふるえてしまう。ここまで来て、怪あやしまれることになるとは思いもしなかった。

『惺、頼たのむから違ちがうと云いってくれ』

「────」

　ここで違うと云ったところで、ロイには噓うそを見破られてしまうだろう。そんなふうに欺あざむくくらいなら、潔いさぎよく別れを切り出すべきだ。

　正面から向き合う勇気が持てないからと云って、ごまかし続けるのは卑怯だろう。逃にげることには変わりないのだから、せめて非難くらいは甘んじて受けるべきだ。

（……ごまかしきれないか）

　惺は覚かく悟ごを決め、電話の向こうのロイに正直に告げた。

「もう、終わりにしようと思ってる」

『惺!?』

　悲痛な声を上げるロイに対し、わざと投げやりな口調で続けた。

「ロイのことは好きだけど、もう疲つかれちゃったんだ。やっぱり、僕にはスーパースターとつき合うなんて荷が重かったんだよ」

『何を云ってるんだ…？』

「人目を気にして会うのも嫌だし、パパラッチに追われるのもうんざりだし。それにシーズン始まると全然会えなくなっちゃうじゃん。僕はもっと傍そばにいてくれる人のほうがいい」

　ロイに愛あい想そを尽つかしてもらえたらと、思いつく限りのわがままを云ってみたけれど、根が小心者のせいで大した悪態もつけなかった。

　そんな中ちゆう途と半はん端ぱな自分が嫌になる。せめて、徹てつ底てい的に悪者になれればロイに気に病ませずにすむのに、それすら演じきることができなかった。

『このところ、様子がおかしいと思ったらそんなことを考えていたのか……』

「最近じゃないよ。ずっと、考えてたことだから」

『俺を卒業式に来させないようにしたのは、そういうつもりだったからか？』

「……っ」

　鋭い指摘をされて、惺は声を詰つまらせてしまった。こういうとき、ロイが自分よりも大人なのだと実感する。

　ヒューバートやユーインはロイのことを単純だと云うけれど、深い洞どう察さつ力を持ち合わせていなければ実力社会であるメジャーリーグで何年もトップ選手の一員でいられるはずがない。

『何がきっかけだ？　キース・ウォーカーの一件か？　それとも、パパラッチか？』

「違うよ、ずっと考えてたって云っただろ」

　ロイの云うように、違い和わ感かんに気づいたのはそれらの事件がきっかけにはなったかもしれない。けれど、そうしたタイミングがなかったとしても、いつか破は綻たんが来ていただろう。

『ずっとって……この間、二人で話し合ったばかりだろう!?』

「…………」

　問い詰められても、いまの惺には黙だまっていることしかできなかった。

『惺が不満に思っていることがあれば全部直す。そうだ、もう卒業したんだから、一いつ緒しよに住もう。そうすれば、もっと二人の時間が作れる』

「ごめん、もう決めたんだ」

　静かに切り出し、ロイの言葉を遮さえぎった。

『一人で結論を出すな！　いまから会いに行くから、家で待ってろ。いいか、そこにいろよ！　いますぐそっちに向かうから───』

「何云ってんだよ。これから試合だろ？　チームのスターがボイコットしたら、ファンががっかりする」　>>>♥

　やはり、ロイが卒業式に来ることを止めておいてよかった。直じかに顔を合わせていたら、固めた決意が揺ゆらいでいたかもしれない。

　誰だれにも相談せず、日本へ帰ることにしたのは迷いが生まれることがわかっていたからだ。皆みなに引き止められたら、絶対に甘えてしまう。

『いまはそんな場合じゃない』

「それに、僕の好きなロイは勝手に仕事を放り出すような人じゃないだろ？」

　こういう云い方をすれば、ロイはこちらには飛んでこられない。それをわかっていて、敢あえて口にした。

『……惺……』

　痛む胸を押さえながら、明るく告げる。

「今日はホームラン打ってくれるんだよね？　絶対勝って。ちゃんとテレビで見てるから、がんばってきてよ」

　惺のお願いにしばらく黙り込んでいたロイだったが、重い口ぶりで承しよう諾だくしてくれた。

『───わかった、ゲームには出る。だが、終わったらすぐに惺に会いにいく。だから、せめて夜まで待っていてくれ』

「……うん、わかった」

　本当は待つ気などない。けれど、いまはそう云っておかなければロイがゲームを放ほう棄きしてしまいかねないと思い、噓を吐ついた。

　きっと、ロイは急いでアレックスに連れん絡らくを取り、自分の許もとへとよこすだろう。

　そうなる前にこの部屋を発たたなくては。電話をもらう前に、日本に発つ準備をすませておいてよかった。

「ほら、早く行かないと。こっちにまでロイを呼ぶ声が聞こえてるよ」

『いいか、絶対にどこにも行くなよ！』

　ロイはもどかしげな様子だったけれど、渋しぶ々しぶ電話を切ってくれた。

　通話を終え、携けい帯たい電話の電源を落とす。あとはこの携帯電話を解約し、空港に向かうだけだ。少し予定が狂くるってしまったが、直接『ありがとう』と云えてよかった。

　ロイは、勝手な自己満足だと怒おこるだろうけれど、区切りにすることができた。

　最後に残っていたスーツケースを持って部屋を出る。

「お世話になりました」

　振ふり返って頭を下げる。名な残ごり惜おしさを振り切り、四年暮らした部屋をあとにした。
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　卒業式のあと、逃げるように帰国してから、およそ二ヶ月が過ぎた。

　ロイにはいまの連絡先も伝えていないし、繫つながりのある人には口止めをしてある。実家に戻もどれば、簡単に居場所を突つき止められてしまうため、賃貸として貸し出したままにしてある。

　実家宛あてにロイから手紙が届いたらしいが、宛先不明で戻してもらった。

　いま働いているのは、昔から惺の後見人をしてくれていた弁護士・川かわ村むらの事務所だ。彼女は母の親友で、事故で両親を亡なくして以来、面めん倒どうな手続きなどを全すべて担になってくれている。

　惺が留学することで、住む者のいなくなった実家を貸し出す手配をしてくれたのも彼女だ。

　いま惺は、ここのアルバイトとして雇やとってもらいながら会計士の試験勉強をしている。

　アメリカで資格を取ることはできなかったけれど、これまで学んできたことを活いかすためにも日本での資格取得を目指すことにしたのだ。

「クーラーは消したわよね？」

「はい、消してきました。戸と締じまりも確かく認にんしてあります」

「忘れ物はない？　じゃあ、電気消すわよ」

　川村と共に事務所を出る。入り口に施せ錠じようをし、ビルの外に出ると、むわっとした蒸むした空気に包まれた。

「今日も暑いわねえ」

「本当ですね。でも、この蒸し暑さを感じると日本に帰ってきたなって感じます」

「あっちは湿しつ気け少ないんだっけ？」

「ええ、大学のあたりは夏はすごく過ごしやすかったです。そのぶん、冬が寒いんですけど」

　帰国したときもすでに暑いと感じたけれど、七月後半からの猛もう暑しよは想像以上だった。日本の夏は蒸し暑く、惺が学生生活を送った地とは全然違ちがう。

　湿しつ度どの低さが恋こいしいくらいだが、この気候にも早く慣れなければと自分に云いい聞かせる。このところ、食しよく欲よくもあまりないけれど、バテないように気をつけなければ。

（食欲がないのは暑さのせいだけじゃないけど……）

　毎日、ロイの夢を見てしまうし、できるだけ目に入れないようにしようと思っているのに、ついメジャーの試合結果をチェックしてしまう。

　正直なところ、未練はたくさんある。アメリカで離はなれて暮らしていたとき以上に恋しくてたまらないけれど、これは自分が選んだ道だ。

　胸にぽっかりと開いた穴は一生癒いえることはないかもしれない。だが、これはわがままを押し通した代だい償しようだ。

　一方的に別れを告げたことで、ロイを傷つけてしまったのだから、このくらいの辛つらさは耐たえてしかるべきだ。

「いまの生活には慣れた？」

「はい、お陰かげさまで。この暑さだけは難なん儀ぎしてますけど」

　川村の弁護士事務所でアルバイトをすることになったのは、帰国して仕事を探していたときに声をかけられたことがきっかけだ。

　この春に学生アルバイトが就職を機にやめてしまって以来、雑用をこなす事務員が足りていなかったそうだ。高給は出せないけれど、生活が落ち着くまでの間働かないかと云われ、ありがたく世話になることにした。

「試験勉強は捗はかどってる？」

「はい……って云いたいところですけど、自分ではよくわからないです。きちんと身についてるといいんですけど」

「大だい丈じよう夫ぶ、惺くんなら絶対合格するわよ。もっと自信持って！」

「川村さんの期待を裏切らないよう、合格目指してがんばります」

「実を云うと、私、惺くんが弁護士になってくれたらなって思ってたのよ」

「え、そうだったんですか？」

　川村の意外な告白に、惺は目を瞠みはった。

「惺くんが弁護士になってもらって、ウチを継ついでくれたらいいなぁっていう私の勝手な願望。すごく気が利きくし、思いやりがあるし、性格的にも向いてると思うのよね」

「そ、そうでしょうか」

「どう？　いまから、方向転てん換かんするっていうのは」

「無理ですよ！　僕、そんな頭よくないし、不器用だし……」

　川村は気軽に云っているけれど、司法試験に受かるのは簡単なことではない。法学部を卒業したわけでもない惺には無理な話だ。川村は惺を買い被かぶりすぎている。

「ダメかぁ、残念。惺くんが、ウチにずっといてくれると助かるんだけどね」

「え？」

　云っている意味がよくわからなかった。惺には、事務所をやめる予定は当面ない。不思議に思い首を傾かしげたけれど、曖あい昧まいに濁にごされてしまった。

「ううん、こっちの話。今日はお友達と約束があるんでしょう？　どこで待ち合わせ？」

「ええと、南口のドラッグストアの前で落ち合うことになってます」

「そう。じゃあ、私は地下鉄で帰るわね。それじゃ、また明日もよろしくね」

「はい、お疲つかれさまでした」

　いまのはごまかされたのだろうか。川村には、はっきりとは云いたくないことがあるようだった。思わせぶりというよりも、隠かくしごとがあるような雰ふん囲い気きだったけれど、不用意に追つい及きゆうするのも失礼に当たる。

（まあ、いいか）

　川村とは地下鉄の入り口で別れ、待ち合わせ場所に向かった。人込みの中を縫ぬうように歩き、目的地に辿たどり着く。

「まだ来てないみたいだな」

　金曜日の今日は、学生時代からの親友である初は瀬せ佑ゆう樹きと待ち合わせをしていた。留学している間もこまめに連れん絡らくを取っており、いまでも一番の友達だと思っている。

　何やら相談があると云っていた。自分で役に立てるかどうかはわからないけれど、話を聞くことはできる。腕うで時ど計けいを確認しようとしたところ、馴な染じみのある声が聞こえてきた。

「お待たせ！　ごめん、仕事がなかなか終わらなくて」

　佑樹が息を切らせて待ち合わせ場所に現れる。去年就職した佑樹はスーツが似合うようになっていた。

「僕もいま来たとこだから。いま、忙いそがしいんだ？」

「まあ、そこそこね。今日は予定があるって云ったら、意地の悪い先せん輩ぱいから仕事押しつけられちゃってさ。この間、彼女に振られたってぼやいてたから八つ当たりだと思うんだけど」

「それって、抜ぬけてきたらまずかったんじゃ……」

「俺を見くびるなよ。ちゃんと終わらせて出てきました」

「なら、よかった。サラリーマンは大変だよね。愚ぐ痴ちならいくらでも聞くから。で、どこに食べに行く？」

　店はてきとうに決めればいいと、目星すらつけていなかった。しかし、二人ならどの店でも入れるだろう。

「ゆっくり話したいから、惺の部屋じゃダメ？」

「ウチでいいの？」

　佑樹の問いかけに、目を瞬しばたたく。

「惺の部屋がいい。っていうか、久々に惺の作るご飯が食べたい。一人暮らし始めてから手料理に飢うえてるんだよ」

「自じ炊すいしてないの？」

「米くらいは炊たいてるけど、自分で作っても美味うまくないんだよ」

　一応、努力はしているようだが、腕うでが舌に追いついていないのだろう。料理が上手うまかった佑樹の母親の味を理想とするなら、ハードルが高くなっても仕方がない。

「わかった。じゃあ、帰りにスーパー寄ってこうか。佑樹は何食べたい？　あんまり時間かけらんないから、簡単なものになるけど」

「そうだなあ……カレーもいいけど、今日は肉じゃがで」

「こんなに暑いのに？　まあ、いいけど。食べてから暑いって文句云うなよ」

　意外な夕食のリクエストに、惺は声を立てて笑った。










「ちょっと買いすぎたかな」

　近くのスーパーマーケットで食材や飲み物を買い込み、佑樹と二人で惺が一人暮らしをしているマンションへと向かった。

　いま住んでいる部屋は、貸し出している実家の家賃収入で借りている。ベッドを置いただけでいっぱいになってしまうくらいの狭せまいワンルームだけれど、惺一人には充じゆう分ぶんな広さだ。

「大丈夫だよ、いっぱい食べるんだから。そろそろ、こっちでの生活に慣れたか？」

「うん、お陰さまで───って、さっきも同じようなこと訊きかれたな」

　そして、同じような返事をした気がする。

「ん？　まあ、そういう時期だってことだよ」

「そっか、帰国してそろそろ二ヶ月になるもんな」

　この二ヶ月は、惺にとってはものすごく長かった。ロイのことを思い出さないよう、一心不乱に仕事をし、試験勉強に精を出した。

　できる限りロイの情報を入れたくなくて、テレビを買うのはやめた。街中でスポーツ新聞やニュースを流しているモニターを目にしてしまうことはあるけれど、少なくとも自宅では名前が耳に入ってくることはない。

「……なあ、惺」

「ん？」

「ロイのことは、本当によかったのか？　後こう悔かいしてないか？」

　唐とう突とつな質問に、大きく心臓が跳はねた。感情を押し隠し、作り笑いを浮うかべながら、強がりを口にする。

「何だよ、いきなり。僕は後悔なんかしてないし、未練もないよ」

「噓うそだな。自分でも噓吐つくのは苦手だってわかってるだろ？　俺の前で本心を隠すなよ」

　間かん髪はつ容いれずに否定されてしまった。つき合いの長い佑樹には、惺の本心などお見通しだったのだろう。それでも、往おう生じよう際ぎわ悪く反論する。

「な、何で佑樹にそんなことわかるんだよ」

「わからないと思うほうが不思議だよ。自分の親友を何だと思ってるわけ？」

「それは……」

　声を詰つまらせた惺に、佑樹は肩かたをぶつけてくる。

「この意地っぱり。本当は会いたくて仕方ないくせに。惺が落ち込んでるときって、そうやって無理に笑おうとするんだよな。この間会ったときより瘦やせただろ」

　何もかも白状したくなる気持ちをぐっと抑おさえ、もう一度だけ無む理り矢や理り笑ってみた。

「瘦せたのは夏バテのせいだよ。久々の日本の夏に体がついていかなくて。───それより、佑樹の相談って何？」

「それは部屋に行ってから話す。いまは俺の質問に答えろよ」

　話を逸そらそうとしたけれど、佑樹は乗ってきてはくれなかった。自分が答えるまでは引くつもりはないのだろう。この話を終わらせるためには逃にげていられないのだと諦あきらめた。

「……もうロイのことはいいんだ」

　惺は、可能な限りの明るい声でそう告げた。久しぶりに口にしたロイの名前に胸が震ふるえた。心臓が鈍どん痛つうを訴うつたえているけれど、気づかないふりで続ける。

「結局、違ちがう世界の人だったんだよ。留学してる間、幸せだった。ずっと、夢みたいだって思ってたけど、本当にあれは夢だったのかもしれない」

　そうとしか思えないほど幸せだった。星の少ない夜空を見上げながら、異国の地での記き憶おくを思い返す。しかし、佑樹は厳しく追及してきた。

「本当にいいわけ？　どうして惺はそうやってすぐに諦めようとするんだろうな。まだ、ロイのこと好きなんだろ？」

「好きだよ。でも、好きだからって何もかも上手く行くわけじゃない」

　惺は足あし下もとへと視線を落とし、力なく乾かわいた笑えみを浮かべた。これが惺が悩なやみに悩んだ末に導き出した答えだ。シビアな現実を告げると、佑樹の声も頼たよりなくなった。

「そうかもしれないけど……」

「ロイには世界一幸せになって欲しいんだ。でも、僕はロイの足を引っ張ってばかりで、負担にしかなれない。だから、これでいいんだよ」

　自分に云いい聞かせるよう、力強く云う。もう充分すぎるほど迷った。だから、これ以上は揺ゆらぎたくない。

「惺はそれでいいかもしれないけど、ロイの気持ちはどうなんだ？　ちゃんと話をしてから、あっちを発たってきたわけじゃないんだろ？　引き止められなかったか？　そんな別れ方でロイが納なつ得とくするわけないじゃないか。もし、惺がロイの立場だったら───」

「仕方ないだろ！　僕にはこうする以外に方法がなかったんだから！」

　佑樹に捲まくし立てるように責められ、思わず声を荒あららげてしまった。

　ロイを悲しませただろうことだけは、後悔として惺の胸に突つき刺ささったままだ。その後ろめたさから我を忘れて大きな声を出してしまった惺に、佑樹はしたり顔で笑った。

「やっと本音が出たな」

「……え？」

「気に障さわるような云い方して悪かった。でも、こうでもしなかったら、俺に本当のことなんて云わなかっただろ？」

「！」

　どうやら、佑樹はわざと惺を挑ちよう発はつするような言葉を口にしていたらしい。そして、まんまと引っかかってしまったというわけだ。

「当ててやろうか？　惺はあっちでの生活が幸せすぎて、終わりが来ることが怖こわかったんだろ。だから、悪いことが起こる可能性ばっかり考えて、終わりが来る前に自分で終わらせようとしたんだ」

「そんなつもりじゃ───」

　否定しようとしかけて、言葉が途と切ぎれる。視線が彷徨さまよってしまうのは、云われたことが図星だったからかもしれない。

　鋭するどい指し摘てきに思わず足を止めた惺の肩に、佑樹がそっと触ふれてくる。手の平から、佑樹の想おもいが伝わってくるようだった。

「あのな、惺。そういうのは慎しん重ちようっていうより、悲観的って云うんだぞ。それにロイの幸せをお前が勝手に決めつけていいのか？」

「だって……」

「最終的に別れることになるなら仕方ないと思う。けど、一人で結論出す前に、ちゃんと二人で話し合えよ。それでも気持ちが揺らがないっていうなら、俺はもう何も云わないよ」

「話し合えって云われたってどうにもならないだろ！　もう僕はロイの傍そばにはいないんだから!!」

　こんなのは八つ当たりでしかない。佑樹が自分のことを思って云ってくれているのはわかっていても、苛いら立だちは抑えきれなかった。

「じゃあ、話し合う気はあるってことでいいよな？」

　佑樹は惺の態度に気分を害するどころか、何故なぜか嬉うれしそうな顔をしている。その上、意味のわからない問いかけをしてきた。

「え？　それ、どういう───」

「だってさ、ロイ。話、聞いてただろ？」

　佑樹は声を大きくし、惺の背後へと呼びかけた。信じがたい名前が聞こえたような気がして、動どう揺ようしてしまう。

「ありがとう、佑樹。手間をかけたな」

「こんなの朝飯前だよ。ていうか、夕飯前か。ここまでお膳ぜん立だてしてやったんだから、ちゃんと話しつけてけよ。日本に帰ってきてからこっち、どんどん瘦せちゃって心配でしょうがないんだからな」

「鋭えい意い努力する」

　どこかから、懐なつかしい声がする。恐おそる恐る背後を振ふり返ると、信じられない人の姿があった。

「ロイ……？」

　目を凝こらして、目の前にいる人を見つめる。その人は、惺に優やさしい微笑ほほえみを向けてきた。

「探したよ、惺」

「どうして、ここが……」

　マンションの入り口に立っていたのは、別れを告げてきたかつての恋こい人びとだった。いま、アメリカの芝しばの上でプレイをしているはずだ。それが何故、日本にいるのだろうか。

「愛の力で───と云いたいところだけど、佑樹に教えてもらった。最初は国内で探したんだが、もしかしてと思って佑樹に連れん絡らくを取ったんだ。メールアドレスが生きててよかったよ」

「え、何、どういうこと……？」

　まるで、現実感がなかった。目の前にロイがいる。それがどうしても信じられない。淡たん々たんとした日常を送っていたはずなのに、突とつ然ぜん、混乱の中に突き落とされた。

　戸と惑まどいが拭ぬぐえず狼狽うろたえるばかりの惺に、佑樹はにこやかに告げてくる。

「こんなところじゃ何だし、惺の部屋でゆっくり話し合うといいよ」

「何で落ち着いてるんだよ！　ロイがこんなところにいるなんておかしいだろ!?」

　パニックになったまま訴えると、佑樹は噴ふき出した。

「まだわかんない？　今日はロイと会わせるために惺を呼び出したんだ」

「────」

　つまり、相談があるというのは、ただの口実だったということなのだろう。佑樹が仕組んで、惺をロイと引き合わせたらしい。

「騙だますのは気が引けたけど、頑がん固こで意地っぱりな惺にはこのくらい強ごう引いんなことしないと嫌いやだって云われると思ってさ。引き合わせが成功してよかった」

　まだ頭がついていかない。混乱を処理しようと、必死に考えようとしている中、ロイと佑樹は二人で勝手に話を進めている。惺は困こん惑わくしながら二人のやりとりに見入った。

「ロイ、結論が出たら連絡ちょうだい」

「わかってる。ありがとう、佑樹。世話になった」

「次、惺を泣かせたらぶっとばすからな」

「肝きもに銘めいじておく」

「いつまでぼけっとしてるんだよ。ほら、しっかり！」

「わ…っ」

　たたらを踏ふむほど強く背中を叩たたかれ、我に返る。これは夢ではなく現実だと思い出した。佑樹のほうを向くと、まっすぐ見つめられた。

「いいか、惺。自分の気持ちに噓うそはつくなよ」

「ちょっ…待ってよ、佑樹、まだ心の準備が……っ」

「バカだな。そんな準備なんかしてたら、本音を云わなくなるだろ。筋金入りの頑固者なんだから」

「なっ……やめ、何するんだよ！」

　佑樹はがしがしと惺の頭を搔かき回し、笑え顔がおを残して去っていった。

　ロイと二人取り残され、緊きん張ちよう感かんはピークに達した。何か喋しやべらなければと思うのに、口の中が乾かわいて上手うまく言葉を紡つむげない。

「あー…ええと……」

　しどろもどろになっていると、ロイが先に切り出した。

「少し瘦やせたみたいだが、元気そうでよかった」

「……うん。ロイも元気？」

　思ったよりも自然に声が出せて、ほっとした。だけど、居い心ごこ地ちの悪さに、ロイの目をまっすぐ見ることができない。

「体のメンテナンスは怠おこたってない。惺は日本に帰ってからどうしてた？」

「どうって……楽しくやってるよ。前みたいに人目も気にしなくていいし、自由に羽を伸のばしてる」

　惺は自分の気持ちに反して、強がりを口にする。佑樹が云っていたことは当たっていた。筋金入りの頑固者。それは簡単に直せるようなものではない。

「本当に？」

「も、もちろん。僕からも一つ訊きいていいかな。僕の記き憶おくが間ま違ちがってなければ、まだシーズン中だよね？　みんなに何て云ってきたんだよ」

「三日だけ休みをもぎ取った。かなりチームに貢こう献けんしたし、本当は一年くらい休みをもらってもいいと思うんだがな」

「僕は真面目まじめに訊いてるんだよ」

「真面目に云いってる。惺が一いつ緒しよじゃなかったら帰るつもりはない」

「何云って───」

　脅おどし文もん句くのようなことを云ってくるロイに啞あ然ぜんとする。

「俺は惺を迎むかえに来たんだ」

「もう別れるって云っただろ？　だから、一人で日本にも帰ってきた。僕はもうロイとは一緒にはいられないんだ」

　惺がどんな想いでアメリカを離はなれたのか、ロイにもわかっているはずだ。

「俺は納なつ得とくしてない。惺がイエスと云うまで、俺は諦あきらめない」

「ロイ…！」

　どうして自分の気持ちをわかってくれないのか、もどかしい想いで名前を呼ぶ。苛立ちを隠かくしきれない惺に、ロイは静かに問いかけてきた。

「惺はどうして俺を好きになった？」

「え……？」

　どうして、こんなときにそんな質問をしてくるのだろう。不可解に思っていると、ロイはさらに問いかけてきた。

「俺がメジャーリーガーじゃなかったら好きにならなかったか？」

「そんなわけないだろ。野球なんて全然好きじゃなかったんだから」

　苛いら々いらしながら否定すると、次の質問をぶつけられる。

「俺が無職で金もなくて、家もなくて、誰だれも助けてくれる人がいなかったら？　俺に手を差し伸べてくれるか？」

「そんなの、当たり前だろ」

　意図のわからない問いかけを繰くり返され、苛立ってくる。

「だったら、全部捨てる。そうすれば、惺が俺の傍そばにいてくれるって云うなら、他ほかには何もいらない」

「全部って───」

「親不孝かもしれないけど、ウチの両親ならきっと理解してくれる。日本に来る前に、俺の気持ちは伝えてきた」

「そんなのダメだよ！」

　ロイには家族だけでなく、大勢のファンがいる。彼らを裏切らせることなんてできない。ロイの人生を台なしにしたくないから、こうして別れを決意したというのに。

「じゃあ、一緒に戻もどってくれるか？　惺と一緒じゃなきゃ帰らない。俺にとっては惺が一番大事なんだ。惺がいない人生なんて考えられない」

「冗じよう談だんもほどほどに───」

「ベースボールしか特技はないけど、何ごともチャレンジしてみないことにはわからないからね。体力には自信があるから、警備員なんかいいかもな」

　笑っているけれど、ロイは冗談で云っているのではないようだった。

「そんなこと許されるわけないだろ!?　チームはどうするんだよ！」

「誰に許しを乞こえって云うんだ？　俺の人生は俺のものだ。一回しかないのに、後こう悔かいはしたくない。云っておくが、惺のためじゃない。俺のためだからな。俺は惺が俺と一緒にいたいと云ってくれたあの日、惺が嫌だと云っても放さないと云っただろう？」

「……！」

　惺を選び、何もかも捨てると云うロイに呆あきれながらも、瞳ひとみの奥が熱くなってくる。ロイが云っているのは、初めて出で逢あった年に日本で告げた約束の言葉だ。

　いまと同じように、惺と離れたくないからとチームとの契けい約やくを破は棄きしてでも日本のチームに移い籍せきすると云い出した。

　その騒そう動どうでロイの本気を知った惺は、彼と共に人生を歩む決意をしたのだ。

「ロイはどうしてそこまで……」

「惺だからとしか云い様がないな。惺の魅み力りよくは数えきれないほど知ってるが、人を愛する気持ちは理り屈くつじゃない。ここが惺じゃなきゃダメだって云ってるんだ」

　ロイは力強く自分の胸を叩く。

「頼たのむから、もう一度だけチャンスをくれ。俺は惺と共に生きていきたい」

「……っ、ずるいよ、何でそういう云い方するんだよ……」

　真しん摯しな声こわ音ねで懇こん願がんされ、惺は堪こらえきれずにしゃくり上げてしまった。そんな顔を見られたくなくて俯うつむく。

「ごめん。でも、惺が手に入るなら、何だってする」

　日本に帰ってきてからずっと淋さびしかった。この先、ずっと孤こ独どくを抱かかえて生きていくのだと覚かく悟ごしていたけれど、それは強がりだったようだ。

　脆もろい心を必死に覆おおい隠そうとしていたけれど、ぼろぼろと虚きよ勢せいが剝はがれていく。最後の砦とりでを壊こわしたのは、ロイがポケットから取り出した白球だった。

「そのボール……」　>>>♥

　目を瞠みはって見つめていると、ロイは惺の手を取り、ボールを握にぎらせてきた。ずっしりとした重さと革かわの感かん触しよく。

「惺の卒業式の日の試合で打ったホームランボールだよ。あの日の夜、惺に云おうと思ってたことがあるんだ」

「え……？」

　気温は高いままだというのに、惺の手を握ったままのロイの指は冷えている。ロイは緊きん張ちようした様子で、何度か咳せき払ばらいをする。そして、深呼吸してから惺をまっすぐ見つめてきた。

「惺───惺の人生を俺にくれ。結けつ婚こんしよう」

「なっ……」

　思わぬプロポーズに混乱し、頭の中が真っ白になった。そして、すぐ我に返り、憤いきどおりに任せて声を荒あららげた。

「ロイのバカ！　僕がどんな気持ちで日本に帰ってきたと思ってるんだよ！」

　自分の感情が高ぶっているのはわかるけれど、それがどんな種類のものかはわからない。

「ごめん」

「謝る相手が違ちがうだろ!?」

　謝らなければならないのは、ロイがアメリカに置いてきた全すべて───家族や友人、そして世界中のファンに対してだ。

「ごめんな」

　まっすぐ腕うでが伸びてくる。逃のがれることもできたのに、惺の足は動かなかった。

「……っ」

　力強く搔き抱いだかれ、堪えきれずに縋すがりつく。久しぶりに感じるロイの体温や匂においは、惺の心を揺ゆさぶった。

「すまない、惺。でも、俺は君を愛してるんだ」

　身を切るようなロイの告白に、惺も思わず本音を零こぼす。

「ロイに会いたかった……っ」

　そう云うと、さらに強く抱きしめられた。










「……入って。すごく狭せまいと思うけど」

　ロイと話をしている場所が往来だったと気づいた惺は、慌あわてて二人で部屋へと移動した。

　幸い、人通りはなかったけれど、大きな声で話をしていたから近所の人に、会話が聞こえていたかもしれない。

「ここが惺の部屋か。この部屋だけなのか？」

「うん、ワンルームだから。もう少ししたら涼すずしくなるから、あとちょっとだけ我が慢まんして」

　暑がりのロイのために、クーラーを入れつつも落ち着かない。

「何か飲む？　さっき、佑樹と一緒に色々買ってきたんだけど───あ」

　さっき、佑樹が『いっぱい食べる』と云っていたのは、ロイのことだったのかもしれない。ロイはよく食べるし、肉じゃがはロイの好物だ。

　いま思えば、川村も佑樹と口裏を合わせていた可能性もある。結局、惺の本音は周りの人たちが一番よくわかっていたということだ。頑がん固こな自分に何を云いっても仕方がないと、見守ってくれていたのだろう。

「何か冷たいものをもらえるか？　緊張してたから喉のどが渇かわいた」

「緊張してたの？」

「当たり前だろう！　一世一代の大勝負だったんだから。どんな試合でだって、あんなに緊張したことはない」

「そ、そうなんだ……あ、麦茶でいい？」

　軽い気持ちで訊きいたのに、赤面させられる羽目になった。気き恥はずかしさをごまかすために空から咳せきをし、キッチンで飲み物を用意する。

「はい、お待たせ」

「サンキュ」

　ロイはごくごくと喉を鳴らして、麦茶を一息に飲み干した。おかわりをして、もう一いつ杯ぱい飲み干す様子を固かた唾ずを吞のんで見守る。

　すぐ隣となりにロイがいることが落ち着かず、そわそわとしてしまう。

「惺は飲まなくていいのか？」

「うん、僕はいい。そのへんに座ってて。夕ご飯作るから」

「夕飯は魅力的だけど、その前にすませておくことがあるんだ。惺、ちょっとこっちに来い」

「すませておくこと？」

「ここに座って」

　テレビの前に腰こしを下ろしたロイに呼ばれる。首を傾かしげつつ、ロイの前に正座した。

「何？」

　ロイはポケットから携けい帯たい電話を取り出して、ボタンを押し始めた。

「惺に会ったら電話しろって云われてたんだ。ヒューバートたちから」

「……っ、でも……」

　電話をかけている相手が誰だれなのかわかり、腰が引ける。彼らはロイと同様に、惺が裏切った人たちだ。どんな話をすればいいのかわからない。

　そんな惺の不安を察したのか、ロイは優やさしく頭を撫なでてくれる。

「大だい丈じよう夫ぶ、誰も怒おこってないから。みんな、惺の声が聞きたいんだよ。ちょっと待ってろ」

「待って、何話していいかわかんないよ……っ」

　制止する間もなく、ロイは胸むな元もとから取り出した携帯電話のボタンを手早く押す。そして、あっという間に通話が繫つながってしまった。

「アレックスか？　俺だけど───うん、ちゃんと捕つかまえた。わかってる、いま替かわるって。ほら、惺」

「えっ、あの、ちょっ……」

　携帯電話を押しつけられ、思わず取り落としてしまいそうになる。耳に当てる勇気が出ず、躊躇ためらってしまう。縋るようにロイに視線を向けると、力強い頷うなずきを返された。

「……も、もしもし？」

　恐おそる恐る耳に携帯電話を押し当て、相手へと語りかける。返事は間かん髪はつ容いれずに戻もどってきた。

『惺!?　ちゃんと飯食ってるか？　いま、日本はすげー暑いんだろ？　体調崩くずしてないか？　ったく、心配したんだからな！』

「ご、ごめん。僕は大丈夫だから……」

　電話口に出たアレックスに捲まくし立てられ、圧あつ倒とうされる。怒ってはいないようだが、云いたいことはたくさんあるようだ。

『今日のところは勘かん弁べんしてやるけど、帰ってきたら説教だからな！　もう絶対逃にげんじゃねーぞ！　え？　あーはいはい、いま替わるって。惺、母さんに替わるな』

「え、アレックス!?」

『惺？　ああ、よかった。元気そうな声で安心したわ。いきなりいなくなっちゃうから、本当に心配したのよ』

「ごめんなさい、玲子さん。心配をかけてしまって」

　泣きそうな玲子の声に、締しめつけられるように胸が痛む。

『もう、本当に水くさいんだから！　家族のことを思いやるのは当然のことでしょう？　家族から頼たよってもらえないのは淋しいわ』

「……はい」

　玲子の涙なみだ声ごえの言葉に自分が頑かたくなだったことを反省した。

　皆みなが待ち構えていたらしく、次々に電話口に出て、心配した、早く戻ってこい、水くさいと散々に責め立てられた。

　自分は皆にこんなにも想おもわれているのだと、改めて実感する。最後に電話口に出たのはヒューバートだった。彼は何の前置きもなく切り出した。

『こんなときに云うのも何だが、君に助けてもらいたいことがある』

「はい？」

『実は数年前から新しい会社を興す準備をしていたんだ。惺にはその会社を手伝って欲しいと思ってる』

　ヒューバート曰いわく、ロイを始めとした選手の栄養管理のため、バランスの取れた食事を提供するケータリング会社を興すという。

　レシピを提供するのは玲子で、そのサポートをして欲しいとのことだった。玲子の相談相手にもなって欲しいし、コスト面でのアドバイスをしてやって欲しい。

「でも、手伝うって云っても、僕には仕事の経験がほとんどありませんし、お役に立てるかどうか……」

『もちろん、それはわかっている。君がただ知り合いだから頼たのんでいるわけじゃない。信しん頼らいできる人ひと柄がらで、真面目まじめな性格だと知っているからだ。ビジネスに関して、この俺が甘いことを云うと思うか？』

「いえ、そんなことは……」

　ヒューバートの仕事に対する姿勢が、誰よりも厳しいことは惺も知っている。身内だからと評価を甘くするようなタイプではない。

『君はもっと人脈を使うことを是ぜとするべきだ。信頼を勝ち得ることができたのは、君自身の成果なんだから』

「……ありがとうございます」

　厳しいほどの声こわ音ねで諭さとされる。今日は何度泣かされることになるのだろう。じわりと浮うかんだ涙なみだを瞬まばたきでごまかした。

『もっと早く伝えたかったんだが、思っていたよりも時間がかかってしまって、切り出すタイミングが得られなかったんだ。話をする前に姿を消されてしまって困ったよ』

「す、すみません」

『いままでは学生として扱あつかってきたが、これからは一人の大人として接しようと思う。会計士の資格だけでなく、ＭＢＡなども取得してもらいたい。いままで以上に勉強してもらうことになるだろう。楽しいことばかりではないかもしれないが、それでもかまわないか？』

　ヒューバートがこういう云い方をしてくれたのは、惺の性格を考えてのことだろう。いい条件ばかり示されていたら、気が引けてしまったに違ちがいない。

「───僕で力になれるなら」

　迷いはあったけれど、素す直なおに申し出を受け入れた。電話を切る前、ヒューバートは云い忘れていた、とつけ加えた。

『卒業おめでとう。よくがんばったな』

「……っ、ありがとう、ございます」

　途と中ちゆうで引っかかってしまったのは、込み上げてきたものがあったからだ。携帯電話をロイに返し、こっそりと目元を袖そで口ぐちで拭ふく。

　ロイは帰国の段取りを告げ、電話を切った。そして、顔を上げ、惺に微笑ほほえみかける。

「どうだ？　みんなと久しぶりに話した感想は？」

「……すごく反省してます」

　俯うつむいて、小さく告げた。迷めい惑わくをかけたくない、足を引っ張りたくないという思いが、余計に心配をかけてしまっていた。

　あのときはそれが最善の策だと思えたし、それ以外の方法は見つからなかった。

「俺たちも反省した。よかれと思ってたことでも、押しつけがましいこともいっぱいあったと思う。距きよ離りを置けたから、こうやって冷静に反省できたんだ。惺の選せん択たくが悪かったわけじゃない。その方法はいまいちだったけどな」

　ロイは肩かたを竦すくめて笑ってみせる。惺の心の重しを取ろうとしてくれているのだろう。

「今回の件は、お互たがいさまってことでいいよな？」

　手をぎゅっと握にぎられ、同意を求められる。惺は泣きそうになりながら頷いた。

「これからはもっと話をして、もっとケンカもしよう。いいことだけじゃなくて、悪いことも全部分かち合いたいんだ。俺も隠かくしごとはしないようにするから。ただし、ケンカしても一晩経たったら仲直りしよう」

「……うん」

　お互いを傷つけないようにと慮おもんぱかりすぎていた。その行きすぎた思いやりが、すれ違いに繫がってしまったのだろうと反省する。

「俺も惺に甘えるから、惺も俺に甘えてくれ」

「ロイが僕に甘えるって、どうするんだよ」

「俺だって、試合で野次られたときに慰なぐさめてもらったり、負けたときに愚ぐ痴ちを聞いてもらったりしたっていいだろう？　外でそんなこと云いったら、ヒューバートに𠮟しかられるからな」

「確かに」

　肩を竦めて告げるロイの言葉に、冷ややかな顔で「甘えるな」と云い放つヒューバートの顔が思い浮かぶ。惺には優やさしいヒューバートだが、ロイにはとても厳しいのだ。

　心から甘えられるのは、信頼できる相手だけだ。

　できるだけ人に迷惑をかけないようにと生きてきた惺は自分から頼るのは苦手だけれど、これからはもっとわかり合えるよう、自分の気持ちを積極的に伝えていこうと思う。

　話し合いの結果、とりあえず明日はロイが一人で帰り、惺は身辺を整理してからアメリカに戻ることになった。始めたばかりのバイトをすぐにやめるのは申し訳ないし、何より無責任だ。

　ロイは一いつ緒しよに帰りたいと主張したけれど、惺にも仕事があるし、ロイには試合がある。仕事を途中で放ほう棄きするような人間は尊敬できないと云うと、渋しぶ々しぶ了りよう承しようしてくれた。

「ところで、今日は泊とめてもらっていいか？　惺の居場所がわかってすぐ、調整つけて飛んできたから何も持ってきてないんだ」

「いいけど、僕のベッドで寝ねられる？　ロイには小さすぎるよね？」

　足がはみ出してしまいそうだが、この部屋にある寝しん具ぐはこれだけだ。上うわ掛がけの代わりになるものがないか、クローゼットの中を探す。

「俺は床ゆかでいい。ベッドは惺が使え」

「ダメだよ、シーズン中の大事な体を傷いためたりしたら大変だろ！」

「一晩床で寝たからと云ってガタがくるような柔やわな体はしてないよ。それにしても、こういうオモチャのような家具を見てると初めて逢あった夜を思い出すな」

　一人暮らし用の小さな折り畳たたみテーブルを見て笑っている。

　そういえば、実家では祖母がずっと使っていた卓ちや袱ぶ台だいで食事をしていた。ロイがその前に座ると、まさにおもちゃのようにしか見えなかった。

「本当だね。あの日は雨でびしょ濡ぬれになったロイを連れて帰ってきたんだよね。ロイのサイズに合う着き替がえを探すのが大変だったっけ。あっ、そうだ、ロイの着替えならあるよ」

　当時は祖父が生前着ていた浴衣ゆかたで凌しのいでもらった。それを着るときも合わせが逆だったり、着せ直そうとしたら全ぜん裸らだったりと色んなことがあった。

「俺の着替え？」

「ウチにあったのを持ってきちゃったんだ」

　アメリカから持ってきていたロイの愛用していたジャージとスウェットの上下を渡わたす。

　アパートを出るとき、ロイの私物はまとめて実家に送っておいたけれど、これだけはこっそりと自分の荷物にしまい込んだ。

「これ、惺のところにあったのか」

「ごめん、ロイのお気に入りだったのに勝手に持ってきちゃって」

「別にかまわないが、惺が着るにはは大きすぎないか？」

「うん、まあ、それはそうなんだけど……」

　身に着けるために持ってきたわけでなく、思い出を残しておきたかったのだ。覚かく悟ごを決めての別れだったけれど、一人の夜が淋さびしくなかったわけではない。

　移うつり香がの残るジャージを羽織ると、その淋しさを紛まぎらわすことができた。

「着てたんだ」

　ニヤニヤと笑いながら問われ、思わず目を泳がせる。

「い、いいだろ、ちょっとくらい。寒い日にちょうどいいんだよ！」

「惺が帰ってからの日本はずっと夏だろう？　寒い日なんかあったか？」

「……っ、それは……」

　焦あせっててきとうな云い訳を口にしたら、あっさりと揚あげ足を取られてしまった。恥はずかしさのあまり、ロイに背中を向ける。

「思い出してくれてたんだな」

「うわっ」

　ロイに背中を見せたのは失敗だった。

　背後から腰こしを引き寄せられ、その大きな体で抱だき込まれてしまう。咄とつ嗟さに逃にげかけたけれど、さらに強く抱きしめられ、あぐらをかいたロイの膝ひざの上に座った体勢になった。

「ずっと、惺に触ふれたくて仕方なかった」

　髪かみに顔を埋うずめられ、こめかみや首筋にキスの雨を降らせてくる。唇くちびるの感かん触しよくがむず痒がゆくて、体を竦める。

「や、ロイ、くすぐったい…！」

「惺の匂においがする」

「当たり前だろ、ちょっ……汗あせ臭くさいからあんまり嗅かがないでよ」

　今日は暑くて、日中かなり汗あせを搔いた。シャワーも浴びてない状態で匂いを嗅がれるのは恥ずかしい。

「いいだろう？　腕うでの中にいるのが幻まぼろしじゃないって確かく認にんしたいんだ」

「ひゃっ」

　首筋に歯を立てられ、肩が大きく跳はねた。微かすかな痛みを感じるその場所から、じわじわと体が熱くなっていく。

「ん…っ、ま、待って……っあ、んんっ」

　顎あごを掬すくわれ、唇を啄ついばまれる。口づけはすぐに深いものとなり、忍しのび込んできた舌に自分のそれを搦からめ捕とられる。久しぶりの生々しい感覚は、一気に体温を上じよう昇しようさせた。

　舌がざらりと触れ合う感触に、ぞくぞくと背筋が震ふるえる。初めは少し遠えん慮りよがちだったけれど、徐じよ々じよに大だい胆たんな動きになっていった。

「んぅ、んん、ん……っ」

　呼吸が覚おぼ束つかなくなるほど口こう腔こうを搔かき回され、頭の中が霞かすみがかっていく。粘ねん膜まくが蕩とろけ落ちそうに気持ちがいい。ひたすらに貪むさぼられ、喉のどの奥から甘ったるい声が押し出される。

　あっという間に四し肢しから力が抜ぬけていく。自分の体が自分のものじゃなくなる感覚は久しぶりだ。

「……はっ、あ……」

　唇が解放された瞬しゆん間かん、空気が一気に肺に入ってくる。半ば意識を飛ばしたせいで、上手うまく息いき継つぎができずに噎むせそうになってしまった。

「息継ぎの仕方忘れたわけじゃないよな？」

「……ひ、久しぶり、だから」

　呂ろ律れつが回らず、羞しゆう恥ちで顔が熱くなる。きっと、耳まで赤くなっているに違ちがいない。クーラーをキツめに入れているはずなのに、いまは暑くて仕方なかった。

「日本に帰ってから、どうしてた？」

「どうって、バイトしながら勉強してたけど…？」

　長かったキスのせいで、頭の中がはっきりとしない。何度も瞬まばたきをして、ぼやけた視界を明確にしようとする。

「そうじゃなくて」

「……？　あっ……！」

　しばらく考えて、ロイの云っている意味がわかってしまった。

　わからなければ惚とぼけていられたのに、秘ひめた意味にうっかり気づいてしまった自分に歯は嚙がみする。経験豊富なロイに、あれこれと教え込まれたせいだ。

「どうやってしてたんだ？」

「そんなこと云いえるわけないだろ！」

　ロイの要求に、惺は真っ赤になる。顔を覗のぞき込んでくるロイの顔を押し返そうとしたけれど、手を押さえられてしまう。

「教えて。惺が自分でしてるとこ見たい。俺と離はなれてた間のこと、ちゃんと知っておきたい」

「そんなこと云って、僕に恥ずかしいことさせたいだけのくせに……」

　羞恥のあまり、ロイを睨ねめつける目にうっすら涙なみだの膜まくが張る。

「惺のことを全部知っておきたいだけだよ。大人しく家に帰って待ってるから、先にご褒ほう美びちょうだい。手伝うから」

「……っ」

　ロイの云い分を要約すると、そうしなければ帰らないと云っているようなものだ。ずるいと思いつつ、ロイの云うことを聞いてあげたくなってしまう自分は甘いのだろう。

「……ちょっとだけ、だからね」

　消え入りそうになる声で念を押し、自らのウエストに手をかけた。

　緊きん張ちようと羞恥に震える指のせいでベルトが上手く外せない。すると、ロイの指が伸のびてきて、すんなりと金具を外して抜き去った。ついでのようにズボンのホックを外され、ファスナーを下ろされる。

「手伝うって云ったろ？」

「や……っ」

　自分で触れる前に、ロイの指で下着の上をなぞられる。しかし、それ以上はしてこない。続きをしろと云いたいのだろう。

　ロイの視線がいたたまれなくてたまらない。

　何度も躊躇ためらったあと、ぎゅっと目を瞑つぶって下着の中に手を差し込む。直接見られるのだけは避さけようと、下着を下ろさず、そのまま指を絡からめて動かした。

「んっ……」

　ぎこちなく自分を慰なぐさめる惺の耳元で、ロイが囁ささやく。

「いつもそうやってしてるのか？」

「そう、だよ……っ」

　自棄やけになって返事をする。いっそ、理性など飛んでしまっていれば、こんなに恥ずかしい思いをせずにすんだのにと詮せんないことを考えてしまう。

　自分の手を動かしている間、ロイは惺の体を探さぐってくる。シャツの裾すそを捲まくり上げられたかと思うと、腹部や胸を撫なで回された。

「や、ちょっ……んんっ」

　そんなふうに触れられていたら、すぐに終わりを迎むかえてしまいそうだ。そう思って止めようとしたのに、胸の二つの尖とがりを指先に捉とらえられ、びくんっと反応してしまった。

　形を確かめるかのように撫でられたあと、キツく抓つまみ上げられる。体の奥から込み上げてくるむず痒い感覚。惺は与あたえられる刺し激げきに意識を奪うばわれてしまう。

「手が止まってるぞ。こうじゃないのか？」

「え……？　あ、噓うそ……!?」

　自身を握にぎり込んだ手の上から、ロイの手が重ねられる。そして、力任せに上下に動かされた。

「あ…っ、あ、あっ、待っ……」

「待てそうもないのは惺のほうだろう？」

　触れているのは自分の指なのに、動きが予測できない違い和わ感かんに一層昂たかぶってしまう。溢あふれ出す体液が伝い落ち、ぬるぬるとした感触がする。

「やあっ、だめ、いっちゃ、あっあ、あ……！」

　触れ合うことに飢うえていた体はあっさりと上り詰つめ、欲よく望ぼうを爆ぜさせてしまった。自分の手の平とロイの指を吐はき出したもので汚よごしてしまう。

「……だめって云ったのに……」

　言葉にならないほどの羞恥で涙目になってしまう。そんな惺に、ロイは追い打ちをかけた。

「続きはどうする？」

　答えのわかっている質問をするロイが憎にくらしい。だけど、違う答えを口にする余よ裕ゆうは持ち合わせていなかった。

「……ベッドで、なら」

　熱の引かない体を持て余していた惺が出せた条件は、ただそれだけだった。










「やぁ…っ、ロイ、もう指やだ……っ」

　一人暮らしのために揃そろえた救急箱の中の軟なん膏こうをこんなことに使われるとは思いもしなかった。体温で蕩け、ロイの指の動きに合わせて卑ひ猥わいな音が立つ。

　ロイの膝ひざに跨またがり、首にしがみつく。深い場所まで搔き回され、内ない壁へきを指先で押し込まれるたびに上うわ擦ずった声が上がる。

「まだだ。これじゃ、まだ辛つらいだろ」

「あっ、ぁ、あ……！」

　ロイがわざと焦じらしているのか、そうでないのかはわからなかった。感じすぎて、啜すすり泣くように喘あえぐ惺を尚なおも追い詰めてくる。抜き差しする指を増やされ、中を押し拡ひろげられた。

「や、あ、もう、お願い……っ」

「本当に？」

「いいから、早く…っ」

　首にしがみついて懇こん願がんすると、耳元で低い笑い声が聞こえる。

「じゃあ、腰こしを上げて。そんなに強くしがみつかれたら、どうにもできないだろう」

「んっ……」

　そっと体を離され、膝を立てさせられる。ロイはジーンズの前立てを開け、昂ぶった屹きつ立りつを足の間に押し当ててきた。その熱さに息を吞のむ。

「いいか？　息を止めるなよ」

「……っ、く……」

　ゆっくりと腰を落とされる。惺は、先せん端たんを押し込まれる異物感に歯を食くい縛しばった。じりじりと熱いものが奥へと進んでいく。

「まだ狭せまいな」

「ん…ぅ……」

　ロイの云うように、まだ早かったのかもしれない。繫つながりが深くなるほど、内臓を押し上げられているような苦しさを覚える。

　ロイの肩かたに摑つかまり、体が馴な染じむのを待っていたら、するりと太ふと腿ももを撫でられて背筋がおののいた。その瞬間、膝の力が抜ぬけ、腰が落ちてしまった。

「ひぁ……っ」

　重力に引っ張られた惺の体は、ロイの屹立を根本まで吞み込んでしまった。

　不意打ちで内壁を擦られたせいで背筋を通って頭の天てつ辺ぺんまで電流のようなものが駆かけ抜け、全身が甘く震ふるえた。一息に貫つらぬかれた衝しよう撃げきで、指先まで痺しびれている。　>>>♥

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「……な、わけ、ないだろ……っ」

「そうやって睨まれるのも久しぶりだな」

「ロイの…ばか……っ」

　惺の文句を、ロイは嬉うれしそうに聞いている。悪態を吐く唇くちびるを啄ついばみ、顔中にキスをした。

「待ちきれなかったんだよ。何ヶ月ぶりだと思ってるんだ？」

「それは───」

　惺が帰国する前も、ロイとはほとんど直じかに会っていなかった。会うときはできるだけ二人きりにならないように努めていた。あの頃ころはもっぱら、インターネット回線を通した通信ばかりで、顔を見て話はしていても、こうして触ふれ合うのは約三ヶ月ぶりのことだ。

「惺はどうだったんだ？」

「……っ、そんなの……っ」

　いま一番ロイがわかっていることをわざわざ訊きかないでもらいたい。

「正直、俺はお喋しやべりしてる余裕もない。動くぞ」

「えっ、待っ……あ、や、ぁあ……っ」

　自分では身動き一つ取れない惺の体を、ロイは下から突つき上げてきた。それを何度も繰くり返され、惺は息も絶え絶えに喘いだ。

「充じゆう分ぶん手加減してやってるだろう？」

「して…ない……っ、あっあ、あ…っ」

　ロイの云いい分は本当なのだろうか。もしそうなら、長い間、恋こい焦こがれていたせいで、体が鋭えい敏びんになってしまっているのかもしれない。微かすかな振しん動どうが伝わるだけで酷ひどく感じてしまう。

「欲しがってるのは惺だろ？」

「ぁあっ、あ、そこだめ、ああ…っ」

　感じすぎてしまう体を持て余し、頭かぶりを振ふる。額に浮うかんでいた汗あせが飛び散った。

　強ごう引いんに体勢を入れ替かえられ、ベッドに押し倒たおされた。仰け反らせた喉のどに嚙かみつかれ、体の奥を抉えぐるように穿うがたれる。

「あっ…あ、あ……!?」

　激しく腰を打ちつけられ、蕩とろけた軟膏のせいで、ぐじゅ、ぐじゅ、と濡ぬれた音が立つ。

　急ぎで揃えたベッドはロイが動くたびに軋きしむ。隣となりの部屋に聞こえてしまわないよう、声を殺そうとするけれど、押し寄せてくる快感がそれを許してはくれなかった。

「や、あ…っ、強く、しないで……っ」

　組くみ敷しかれた体を乱暴に搔かき回され、その快感にもうただ喘ぐことしかできない。

　言葉にならないほどの熱さに蕩け落ちてしまいそうな惺の体を揺ゆさぶりながら、ロイも熱い吐と息いきを零こぼしていた。

「ぁ、あ、あ、ロイ……っ」

　薄うすらいでいく理性の中、手を彷徨さまよわせると、ぎゅっと握られた。その迷いのない力強さに、心こころ許もとなさが消える。

　ずっと、焦がれていた。意地を張って、強がっていたけれど、ロイが恋こいしくて恋しくてたまらなかった。きっと、それはロイも同じだったのだろう。涙なみだの膜まくの張った目で見下ろしたロイは、まるで獣けもののような瞳ひとみをしていたけれど、その表情はどこか切なげだった。

「惺」

「あ…ぁあ、あ───」

　狂くるおしいほどの熱に溺おぼれる中、荒あら々あらしく追い立てられ、ほぼ同時に終わりを迎むかえた。
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「もう二度と来ないと思ってたのにな……」

　到とう着ちやくしたばかりの空港を見回しながら、惺は独りごちた。すでに懐なつかしささえ覚える光景に、胸が熱くなった。

　一歩一歩足を踏ふみしめながら、出口を目指す。空港にはアレックスが迎えに来ることになっているはずだ。

　これまでの人生、辛いこともあったけれど、それ以上に幸せなことがたくさんあった。その一つは友人に恵めぐまれたということだ。

　佑樹やアレックスのような親友ができたことは、本当に幸運だったと云うしかない。

　ロイとやり直せることになったのは、佑樹の功績が大きいだろう。背中を押してもらってなかったら、いま、ここに立っていなかっただろう。

　アメリカに発たつ前、佑樹は成田まで見送りに来てくれた。

『佑樹には、迷めい惑わくばっかりかけてるね。本当にごめん』

　改めて謝ると、佑樹は弾はじかれたように笑い出した。

『バカだな、俺を誰だれだと思ってるんだ？　こうなるってことくらい、初めからわかってたに決まってるだろ』

　そこまで見み抜ぬかれていたことが気き恥はずかしくも、親友のありがたみを実感した。

『惺には少し一人になる時間が必要だったんだよ。ロイにもな』

『佑樹……』

『悩なやみごとがあったら、アレックスってやつより先に俺に相談しろよ。俺が一番の親友だろ？』

『もしかして、アレックスに妬やいてる？』

　胸を張って子供のようなことを云う佑樹に笑いを誘さそわれた。

『妬いてるわけじゃない。正当な権利を主張してるだけだ』

『約束する。相談ごとがあったら、一番に佑樹に云って、二番目にアレックスに云うことにするから』

『絶対だからな』

　佑樹とはそう約束をして、別れてきた。もちろん、今生の別れではない。次の休みにはこちらに招く約束をしたし、惺も年に一度は里帰りをするつもりでいる。

　想像していたとおり、佑樹の企たくらみには川村も手を貸していたらしい。惺がどういう選せん択たくをしたとしても、後ろ盾だてになってくれるつもりでいたと聞かされ、また泣きそうになった。

「さて、と」

　入国審しん査さを終え、出口へと向かう。アレックスには、飛行機を降りたときにメールをしておいた。返信がないかと思い、携けい帯たい電話を確かく認にんする。

「ロイから？」

　届いていたメールはアレックスではなく、ロイからのものだった。『早く会いたい』という急せかすようなメッセージに、思わず苦く笑しようした。

（せっかちなんだから……）

　ロイは惺との関係を公表したいと云い出したけれど、それは必死に止めた。気持ちは嬉しいけれど、余計な雑音が増えるデメリットのほうが多い。

　ただ、親しい人には真実を伝えようと思っている。惺の信しん頼らいする人たちなら、きちんと受け止めてくれるはずだ。

　仕事はヒューバートの申し出を受けるつもりだ。使いものにならないと思ったら、遠えん慮りよなくクビにしてくれと云ってある。

「ええと、このへんで待ってるはずだけど……」

　スーツケースを引きながらアレックスの姿を探していた惺だったけれど、想定とは違ちがう人の姿を見つけてぎょっとした。

「ロイ!?」

　ロイが来ると目立つからと、家で待っていてくれるよう云っておいたはずだ。きっと、アレックスに無理を云って、空港にやってきたのだろう。

　癖くせのある金きん髪ぱつを撫なでつけてサングラスをかけて変装しているつもりのようだが、余計に目立っていて怪あやしい。

　だが、惺には初めて出で逢あったときを彷ほう彿ふつとさせる出いで立ちに懐かしささえ込み上げてくる。

（最初に見たときなんて、追っ手から逃にげてるマフィアかと思ったもんな）

　幸い、周りにいる人たちは同じ方向を向いているためにロイの正体には気づいていないようだった。

　もしかしたら、あまりに胡う散さん臭くさい姿に、他人の空似だと思われているのかもしれない。

　人込みを縫ぬうようにしてスーツケースを引っ張っていき、ロイの許もとへと歩み寄る。前を歩いていた体の大きな人が横に逸それ、視界が開ける。

　惺を見つけた途と端たん、ロイの顔が彼のトレードマークの輝かがやくような笑え顔がおになった。どんなふうに声をかけようと躊躇ためらっているうちに、駆かけ寄ってきて抱だきしめられてしまった。

「おかえり！」

「ちょっ、ロイ！　周りに人がいっぱいいるんだけど!?」

　衆目の中の大だい胆たんな行動に面めん食くらう。ロイを引き剝はがしたかったけれど、顔を胸に押しつけられているため、身動きさえままならない。

「心配するな。みんな、自分のことで手て一いつ杯ぱいで俺たちのことなんて見てない」

　そう云いわれて周りを見ると、再会を喜び合う人たちがたくさんいた。家族や恋こい人びと同士と思われる人たちの姿に警けい戒かい心しんを解き、強こわ張ばらせていた体から力を抜ぬいた。

「おかえり、惺」

「……ただいま」

　小さな声でそう告げる。

　自分の帰る場所は、この腕うでの中なのだと思いながら。







　あとがき







　はじめまして、こんにちは、藤崎都です。少しずつ暖かくなってきましたが、皆みな様さまいかがお過ごしですか？

　友達とお花見に行きたいな～と思っている間に、花が散ってしまいました……。お弁当持参は来年に見送りです。

　でも一応、わんこのお散歩では桜並木を歩いたりはしました。強い風が吹ふいた次の日は、地面がピンク色の絨じゆう毯たんになっていて、とても綺き麗れいでした。来年はもっとのんびりお花見できたらいいなぁと思ってます。







　さて、今回の『蜜月トラップ』は、『求愛トラップ』の続編で、大学生になってアメリカに留学している惺とメジャーリーグのスター選手ロイの現在のお話です。

　続編ではありますが、今作だけでも楽しんでいただけるようになっていますので、初めての方もお手に取っていただけると幸いです！

　幸せすぎる生活の中で覚える独どく占せん欲よくや嫉しつ妬と、不安などから、ボタンを掛かけ違ちがえるように二人の間にズレが生まれていって───という内容なのですが、傍はたから見ればただの惚のろ気けじゃないの？　という話になっています（笑）。

　せっかく、二人の間を搔かき回まわすキャラを出したのに、お互たがいにベタ惚ぼれすぎるせいでちっとも揺ゆらいでくれず、書いていて困ってしまいました。そのぶん、二人でいちゃいちゃしてますので、そのへんを楽しんでいただけると幸いです。

　個人的には、久々にロイの気き障ざな台詞せりふを書くのも楽しかったです。『求愛トラップ』のあとがきでも書きましたが、『外国人攻』という設定は恥はずかしい台詞を書いてもいい免めん罪ざい符ふのように思えて、テンションが上がります（笑）。

　惺の天然ボケなところを出しきれなかったのはちょっと心残りですが、この二人をまた書く機会があって嬉うれしかったです！




　そして、今回も[image: ]川先生が素す敵てきな挿さし絵えで彩いろどって下さいました！

　非の打ちどころのないほどカッコいいロイと、少し成長して凜り々りしくなった惺が見られて本当に嬉しいです!!　とくに表紙のエンゲージリングには感激しました。カバーに帯がかかってる方はぜひ外して見てみて下さいね！

　そして、担当様にもお世話になりました。相変わらずご多た忙ぼうなご様子ですが、あまり無理はせずご自愛下さいませ。




　最後になりましたが、この本をお手に取って下さいました皆様、感想のお手紙を下さった皆様に心から感謝しています。

　今後も精せい一いつ杯ぱいがんばりますので、どうぞよろしくお願いします。




　最後までおつき合い下さいまして、ありがとうございました！

　またいつか貴方あなたにお会いすることができますように♥




　　二〇一二年仲春


藤崎　都　　
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